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　　　　一




　噓うそ。

　シェリルが唇くちびるから押し出したその言葉は、声にならなかった。

　噓だ。

　擦かすれた声にもならない空気が、別の誰だれかの唇からも漏もれた。

（……そう、噓よ。こんなの）

　身体からだ中じゆうが凍こおりついたように、硬かたく、冷たい。胸の奥で脈打つ筈はずの心臓も、一いつ瞬しゆん悲鳴を上げたきり止まってしまったようだ。

（噓に、決まってる）

　だが、目の前に横たわる人の浅く細く吐はかれる息や、手足に巻かれた包帯に広く滲にじむ血が、懸けん命めいに否定しようとする思考を黒く塗ぬり潰つぶす。

「───噓じゃない」

　痛み止めと思われる薬を小さな器うつわの中ですり潰していたミスカが、蒼あお白じろい頰ほおを隠かくさずに、低く呟つぶやく。

「亡なくなられた国王陛下を暗殺した罪で、王おう妃ひ陛下が捕とらえられた」

「───……そんな馬ば鹿かな……ッ」

　叫さけんだのはヴァルトだったが、それはその場にいたすべての者の心を代弁した言葉だっただろう。

「あり得ない、そんなこと！　何かの間ま違ちがいに決まってますよ！」

「───……真実、だ……」

　口を開いたミスカからではなく、寝しん台だいからくぐもった声が響ひびく。

「あ、動かないでください」

　泣きそうな声で止めたのは、怪け我が人を看病していたシェリルの親友、エリスだった。その制止を聞かずにニクラスが上体を起こそうとすると、エリスは慌あわててその背に腕うでを回して支えた。

　すまない、と擦れた声でエリスに礼を述べたニクラスは、律りち儀ぎにも笑えみを浮うかべようとして顔をしかめた。身体のどこかに痛みが走ったのだろう。けれども苦く悶もんの声は上げず、ニクラスはシェリルの横に立つアレクシオンへと視線を向けた。

「……王妃陛下だけではありません。───アレクシオン殿でん下かの母君、ステラ様も共きよう謀ぼう者しやとして捕らえられたようです」

「───」

　アレクシオンの表情が変わらなかったのは、既すでに予想できていたからなのか、強い精神力で動どう揺ようを抑おさえ込んだのか。

「……そなたも捕らえられそうになったのか」

　静かに問う声にも、感情の震ふるえはない。

　ニクラスはさらに顔を歪ゆがませて頷うなずいた。

「……ロビンの療りよう養よう所じよへ向かう途と中ちゆうでした。突とつ然ぜん、兵に囲まれて───」

　───王宮調薬師のニクラスだな？

　───？　そうだが……。

　───国王陛下暗殺に荷か担たんした罪で、そなたを捕らえる。

　───……なっ!?

　一瞬、思考が固まったが、兵たちが足を踏ふみ出すと同時に、無意識に身体を捻ひねり、地面を蹴けっていた。

　鋭するどい痛みが腕を走ったのは次の瞬しゆん間かんだったという。

　思わず立ち止まってしまったとき、今度は足に激痛が刺ささった。

「……兵たちが握にぎっていた剣けんは、威い嚇かくではありませんでした。……少なくとも私に関しては、死体でも良いから捕らえよという……つっ」

　ニクラスはそこで脇わき腹ばらを押さえた。

　そこも、斬きられたのだ。

「───むしろ、死体が欲しかったんじゃねえか？」

　サリオが絞しぼり出した硬い声には、隠しようもない怒いかりが滲んでいる。

「……死体……？」

　嗄かれた声が、シェリルの喉のどを擦こすって唇から漏れた。

　やっと出た声がそんな言葉であることに、ひりりと喉が痛んだ。まるで言葉自体が猛もう毒どくのようだ。

　シェリルに答えたのはルーカスだった。

「謀ぼう略りやくが明るみに出て逃にげようとしたので、やむを得ず殺した。死ぬ前に、自分と王妃陛下の罪を認めた───。そう言えるからさ」

「！」

　目を大きく開いたのはシェリルとエリスだけだった。

　サリオとルーカスは勿もち論ろんのこと、アレクシオンとヴァルト、そしてミスカすら、ニクラスに向けた瞳ひとみは動じていない。

（……どうして……っ）

　それでもまだ頭のどこかが、現実を認めたがらない。

　無理もない話だ。ほんの少し前まで、こんなことになるなど───なっているなど、想像も出来なかった。

　数刻前、シェリルたちが馬で向かっていたのはイゼリアの国境だった。

　───俺がいない方が、イゼリアは安あん泰たいなんだ。

　自分の出生の秘密を知ったアレクシオンが選せん択たくしたのは、王位継けい承しよう権だけでなく、イゼリアの王子であることそのものを放ほう棄きすることだった。

　───……私のせい……？

　アレクシオンの決断を聞く直前まで、シェリルは投とう獄ごくされていた。それこそ、国王暗殺の疑いをかけられて、だ。

　唐とう突とつに投獄され、そして唐突に解放された。シェリルを闇やみから引き出してくれたのは、アレクシオンである。

　経けい緯いをアレクシオンは語らないのでシェリルに知る術すべはないが、アレクシオンの決断は駆かけ引きのひとつとして活かされたのではないかと確信している。

　シェリルのせいではない、前から考えていたことだとアレクシオンは繰くり返し言ったが、そうだとしても、実際に行動に移すことまで想定していたのかは疑問だ。そして、行動せざるを得なくしたのは、間違いなくシェリルである。

　それでも、アレクシオンが選んだ道を《四誓フオース》であるサリオとルーカス、そしてヴァルトは尊重した。

　第三妾しよう妃ひの子とされているアレクシオンが、本当は王と王妃の間に産まれた、正しよう真しん正しよう銘めいの嫡ちやく子しであることが知れたら、イゼリアの王位継承問題はこじれる。前王が亡くなり、ただでさえ国王不在で不安定なこの時期に宮きゆう廷ていが混乱すれば、他国に付け入られる恐おそれもある。

　そうした不安を払ふつ拭しよくするために、混乱の種となるアレクシオンが国を出るのは、確かに有効な策だったのだ。

　───イゼリアを出たら、俺は王子ではなくなる。そうしたら、シェリルは俺の《四誓》でもなくなる。俺についてこいという理由はなくなってしまうんだが。

　それでもついてきてくれるかとの問いに、シェリルの答えはひとつしかなかった。

　───たとえシオンが王子様でなくても、私ひとりでも、何があっても。……どこまでも、ついていきたい……！

　その言葉を聞いたアレクシオンが見せてくれた笑顔を、たぶんシェリルは一生忘れない。

　偽いつわりのない喜びが静かにこぼれる、眩まばゆいほど美しい笑顔だった。

　───……俺もだ。

　力強い腕でシェリルを抱だきしめて、アレクシオンは囁ささやいた。

　───何があっても、お前をつれていく。……どこまでも。

（…………罰ばつ、なのかも）

　ふいにシェリルの上に、そんな考えが落ちてきた。

　自覚すると同時に諦あきらめざるを得なかった。夢に描えがくことすら、諦めていた。

　そんなふうに必死に押し殺していたアレクシオンへの想おもいが、思いがけず叶かないそうになって、たぶん自分は浮かれていたのだ。

　───どこに行くにしろ、メリナ村には一度顔を出さないといけないな。

　シェリルを気き遣づかったアレクシオンが、そう言っていったんは国境へ向けていた馬首を返したのも、それに甘えてしまったのも、運命に導かれてのことだったに違ちがいない。

　直前まで投獄されていたという事実など、すっかり頭から消えていた。

　そんなシェリルに運命が、身の程ほど知らずと嘲あざ笑わらいながら罰を下したのだ。

（だからといって、こんな……！）

　ニクラスの痛々しい姿に、シェリルは唇くちびるを嚙かんだ。

「───しかし、この傷でよく王都からここまで逃げてこられたな。兵に囲まれながら」

　サリオが感心するというよりは疑いを含ふくんだ目をミスカに向ける。

「それは」

　ミスカが答えようとしたときだ。

「───ミスカ先生ッ！　どうしよう、あの人、とんでもない人だった！」

　ばん、と勢いよく扉とびらを開けて部屋に飛び込んできたのは、シェリルのもう一人の親友であるラリサだ。

　ラリサは目を怯おびえたように見開いて青ざめていたが、室内にいたシェリルやアレクシオンを見ると、さらに大きく目を見開いた。

「シェリル！」

　ラリサは叫さけぶと、シェリルに駆け寄ってその身体からだをかき抱だいた。

「良かったシェリル、無事だったのね！」

　ぼろぼろと涙なみだをこぼすラリサの背中を、シェリルも抱き返した。

「もしかしてシェリルたちも捕つかまっちゃったんじゃないかって、ひどい目に遭あわされているんじゃないかって、気が気じゃなくて」

「───心配かけて、ごめんね」

「ううん、無事なら───あっ！」

　ラリサはシェリルの肩かたに埋うずめていた顔を、がばっと上げた。

「逃げて！」

「え」

「あいつの狙ねらいはシェリルなのよ！　だって、あいつの手には」

　突とつ然ぜんラリサが叫んだ言葉に、シェリルよりもアレクシオンたちが鋭するどく反応する。

　一いつ瞬しゆんにして厳しい表情になり、ルーカスがすかさずラリサが開け放したままの扉へと駆け寄った。だがそれよりも先に、外から駆け込んできた影かげがある。

「きゃあああっ、追いつかれた！」

「───うるせえぞ、女っ！」

　鬱うつ陶とうしそうに叫んだ男には見覚えがあった。だが、ここには絶対いない筈はずの人物で、シェリルは思わず身を硬かたくした。

　そんなシェリルの前に、アレクシオンが盾たてのように立つ。その両りよう脇わきを守るのがサリオとヴァルトで、一番扉に近かったルーカスだけが腰こしに提さげた剣けんの柄つかに手をかけた。

「!?」

　自分に向けられた複数の殺気にたじろいだ男だが、彼自身は腰の剣に手はやらなかった。

　彼の方には殺気がないことを瞬しゆん時じに見み抜ぬいたアレクシオンは、それでもシェリルの前から動くことなく、静かに問いかけた。

「……レオだったな。何故なぜここにいる」

　自分の名を王子が覚えていたのがよほど意外だったのか、レオは目を瞠みはった。

「ニクラスをここまで連れてきたのが、彼よ」

「えっ!?」

　ミスカの言葉にシェリルが思わず叫び、アレクシオンたちもわずかに表情を変えた。

「えっと、なんで」

「だからシェリルが狙いなんだってば！」

　ラリサが恐きよう怖ふも忘れてレオを指さす。

「手にある黒いかぎ爪づめの入れ墨ずみ！　前にシェリルを攫さらった盗とう賊ぞくと同じだもの。きっとニクラスさんを助ける振ふりして、シェリルを攫いに村へ潜もぐり込んだのよッ！」

「そんな面めん倒どうくせえことするかよ！」

　確かにレオは、シェリルを自分たちの調薬師とするために攫った盗賊団、『黒爪』の若わか長おさだった。それだけではない。シェリルを救いに来たアレクシオンたちによって一味が捕とらえられたことを恨うらみ、宮きゆう殿でんまで侵しん入にゆうし、王おう妃ひやシェリルを人ひと質じちにして復ふく讐しゆうを企たくらんだこともある。

　二度ともレオだけが兵から逃にげおおせたのだが、そんな経緯からも、レオがシェリルやアレクシオンに与くみする理由はない。

「いや、ある」

　レオは言った。それまで何となく居い心地ごこちの悪そうな顔をしていたが、目に光が灯ともった。

「俺は騙だまされていた。───ロビンって商人に確かめたんだ。庇ひ護ごされている仲間にも会ってきた」

「……ああ」

　シェリルはアレクシオンの後ろで、ほっと息をついた。

　───待てよ、あいつらは皆みな殺ごろしにされたんじゃ……

　───助かったのか……？

　宮殿にレオとともに侵入した彼の仲間は、病や怪け我がを負っていた自分たちの家族がアレクシオンによって助け出されたとシェリルから聞いたとき、驚おどろきを隠かくさなかった。レオも同様だったが、あの場ではシェリルの言葉を信じようとしなかったのだ。

「ずいぶん遅おそくなったが───仲間を助けてくれて、礼を言う」

　レオはアレクシオンに向かい、思いきり深く頭を下げた。

「騙されていた俺が悪かった。感情的になっていたとはいえ、素性の知れない奴からの情報を鵜吞みにして、間違った結論を出した。そのせいで他ほかの仲間まで───」

　ぎり、と唇をレオが嚙んだとき、外で大声が響ひびいた。

「───兄貴どこだっ!?」

　サリオが顔を跳はね上げて、叫び返す。

「ここだ！」

（兄貴？）

　シェリルが考える間もなく、男がひとり飛び込んできた。

「……どいつもこいつも、人の家に許可もなく……」

　ミスカが低く唸うなったが、駆かけ込んで来た体格の良い男は気にせず、ぎょろりとした目で室内を見回した。

（あれ？　このひと……）

　知らない男かと思ったが、よく見ると半年くらい前からちょくちょく村に顔を出している、近くの森を猟りよう場ばとする猟りよう師しだった。獲え物ものを他の食べ物と交こう換かんしたり、ミスカからも一度、傷薬を譲ゆずってもらったことがある筈だ。

（え？　サリオの知り合い？　というか、『兄貴』？）

　どう見てもサリオよりも年長の男は、シェリルの戸と惑まどいなど無関係にサリオを見つけて破顔しかけたが、隣となりに立つアレクシオンに気づくと、「うわっ」と叫んで、慌あわてて膝ひざをついた。

「あの、その、恐おそれ多くも───」

「用件！」

　サリオが一いつ喝かつすると、「そうだった！」と男は跳とび上がり、外を指さした。

「まだ遠いが、王都の兵団が近づいてる！　国王暗殺の罪人を追っているらしい」

「！」

　その場にいた全員が凍こおりついた。

「……畜ちく生しよう、遠回りして撒まいたと思ったのに」

　悔くやしそうにレオが言うと、「いや」とアレクシオンは呟つぶやいた。

「この村がシェリルの出身地であることは誰だれもが知っている。ニクラスがここに来たという証しよう拠こがなくとも、追っ手は来ただろう」

「それって」

　シェリルはアレクシオンに目を向けた。

「ニクラス先生ではなくて、私を追っているということ……？」

　投とう獄ごくされたときのことを思い出し、シェリルはぶるりと身を震ふるわせた。それに気づいたアレクシオンがそっと腕うでをシェリルの背に回し、側そばに抱だき寄せる。その力強さとぬくもりを嬉うれしく思いながらも、恐怖がそれを上回る。

　自分自身に起きることに対しての恐怖ではない。アレクシオンに対してだ。

　シェリルはアレクシオンの《四誓》である。シェリルが罪に問われるならば、主あるじであるアレクシオンにも累るいは及およぶ。しかし、もっと単純に考えれば、アレクシオンこそが国王暗殺の首しゆ謀ぼう者しやと定められてしまっていても不思議ではないのだ。

「───まさか、シオンまで……」

「───」

　アレクシオンは答えなかったが、鋭く引き締しまった表情には否定の色が見えなかった。

「兵の数は」

「三十」

　サリオと猟師の男との間で短いやりとりがあり、それを聞いたルーカスがアレクシオンに目を向けた。

「舐なめられたな。その程度なら簡単に全ぜん滅めつできる」

　優美な顔だちにうっすらと笑えみすら浮うかべて、こともなげに言う。

「よして。この村に罪を被かぶせる気？」

　ミスカが厳しい声を出し、そしてアレクシオンに言った。
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「ニクラスを連れて、いますぐ逃げてください。───シェリル」

「は、はい！」

「お前の薬園に行くのよ」

「え？」

　シェリルだけでなく、アレクシオンも怪け訝げんな顔でミスカを見返した。ミスカは声以上に厳しい表情のまま、早口で言った。

「あそこにはお前しか行けない。たとえ逃げる背を兵に見られたとしても撒けるでしょ」

「───あ！」

　しかも薬園には、数日寝ね泊とまりできる小屋もある。

　それを思い出し、シェリルはアレクシオンの腕をぎゅっと摑つかんで見上げた。

「近くの森の奥にあるの。すぐに向かえば、兵に遭あわずに済むかも」

「───分かった。だが」

　アレクシオンはミスカを見た。

　その視線の意味することを悟さとったミスカは、にやりと笑う。

「大だい丈じよう夫ぶ。私には奥の手があるから」

　そう言ってから、意地悪げな目をアレクシオンに向ける。

「それが何なのかくらい、殿でん下かには調べがついているのでしょうけど」

「───」

　アレクシオンの無言は肯こう定ていを意味することが多い。

　そしてアレクシオンはサリオに目を向けた。

「サリオ。何人くらい、この村に配置した？」

「こいつの他に十人」

「村を守らせろ。但ただし、偶ぐう然ぜんを装よそおえ。できるだけ兵を傷つけるな」

「了りよう解かい」

　サリオが頷うなずくと同時に、会話を聞いていた猟師の男は外へ駆け出していく。細かな指示を受けなくても、自分のとるべき行動が分かっているのだろう。

「ニクラスは動かしても？」

「良くないけど、ここまで来たら根こん性じようで血を止めなさい」

　ミスカの言葉の後半はニクラスに向けられたものだ。

「……人ごとだと思って」

　恨うらめしげに呟きつつも、ニクラスの口元はかすかに笑っている。

　そのやりとりを見てから、サリオがニクラスのそばに立った。

「じゃ、しょうがない。副長さん、俺の背に───」

「俺が」

　レオが歩み出た。眉まゆを跳ねあげたサリオを、レオが真しん摯しな眼まな差ざしで見上げた。

「俺がやる。……やらせてください」

　どうする？　という目でサリオがアレクシオンを見る。ルーカスはにやにやと楽しげな目をレオに向けたが、ヴァルトは思いきり顔をしかめていた。

「……許す」

「！」

　許可を得たレオは喜色を浮かべ、ヴァルトは失望に叫さけびそうになっていたが、アレクシオンは二人の反応など見ていなかった。

「シェリル、案内してくれ」

「はい！」

　するとそれまで呆ぼう然ぜんとニクラスに寄り添そっていたエリスが、はっとした顔になった。

「私も一いつ緒しよに行っていいですか！」

「エリス!?」

「この人の世話をする人が必要でしょう？　シェリルはアレクシオン殿下にお仕えしているのだから、側を離はなれるわけにはいかないし、他ほかの方も同じ。だったら誰かがついていかないと」

「じゃ、じゃあ私も」

「ラリサまでいなくなったら変に思われるわ。それに、これから村長のお父さんを助けなくちゃいけないことだってあるかもしれないじゃない」

「───」

　ラリサは唇くちびるを引き結んだ。親友ふたりを泣きそうな顔で交こう互ごに見つめると、小さく頷いた。

「……分かったわ。できるだけ兵を引き留めて、誤ご魔ま化かすことに徹てつする」

「ラリサ」

　シェリルとエリスは同時にラリサに駆かけ寄った。

　ぎゅっと強く三人で抱き合ってから、シェリルはミスカへと振ふり向いた。

「───先生、私」

「時間の無む駄だよ、早く出て！」

　ミスカがシェリルを睨にらみつける。

　その強い態度に含ふくめられた意味を受け止めて、シェリルは頷いた。

「───行くぞ」

　待っていたかのように、アレクシオンがシェリルを抱かかえるようにして家を駆け出る。

　サリオ、ルーカス、ヴァルトが続き、ニクラスを背負ったレオとエリスがそれに続く。

「───ふう」

　彼らの乗った馬の蹄ひづめの音が聞こえなくなってから、ミスカは小さく息をついた。

　シェリルたちがミスカの家に滞たい在ざいしていたのは、ほんのわずかな時間だった。

　───ミスカ先生！

　扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、シェリルはこの上もなく幸せそうな顔をしていた。

　真ま面じ目めな愛まな弟で子しは、新しい調薬の知識や技わざを会え得とくすると嬉うれしそうに笑っていて、それはいつだって太陽の日差しのような輝かがやきを見せていたが、そのとき見せたのはミスカの記き憶おくにあるどの笑顔よりも、柔やわらかく、眩まぶしい笑みだった。

　それは親友のむごい姿に怒いかり狂くるっていたミスカですら、一いつ瞬しゆんとはいえ、ふわりと心を和やわらがせるような威い力りよくがあったのだが、シェリルは目の前に横たわるニクラスを見たとたん、表情を真逆のものへと変えた。

「───……あの子の笑顔を奪うばうなんて」

　それまでも煮にえたぎっていた怒りに別の怒りが加わって、身体からだの中から炎ほのおが噴ふき出しそうになる。

　そんなミスカの袖そでを、きゅっとラリサが握にぎった。

「……先生、怖こわい」

　はっとして頰ほおの強こわばりを解いて縋すがりついてくる少女を見下ろすと、ラリサは青ざめて、ミスカにさらにすり寄った。

「先生、いったい何が起きてるの？」

　どうやらラリサが怖がっていたのはミスカではなく、怒ど濤とうのように小さな村を襲おそおうとしている不明確な未来だったようだ。

　それもそうだろう。これまで彼女の前には、平へい凡ぼんだが優やさしい幸せに縁ふち取どられた日常しかなかったのだから。

「シェリルやアレクシオン殿下───ううん、この村はどうなるの？」

　震ふるえる声は、きっと泣くのを懸けん命めいに堪こらえている。

「大丈夫」

　ミスカはラリサを抱だき寄せた。

「この村は私が守るから」

　───ねえ、お願い。

　もうずっと昔に聞いた、けれど一日も忘れたことのない柔らかい声が、耳に響ひびく。

　───私がいなくなっても、シェリルと……この村を守って？

　そのとき自分が口にした言葉。

　───約束するよ。

　泣きたい気持ちを必死で抑おさえて相手の望む言葉を口にしたけれど、本当は別の言葉を伝えたかった。かなわぬ恋こい心ごころを自覚する度たびに増えた心のかき傷は、いまでも時折、ミスカの胸をちりりと疼うずかせる。

（……約束は、守るよ）

　いまは亡なき面おも影かげに向かって、当時の青い声で心の中で呟つぶやいてから、ミスカはぽん、とラリサの背を叩たたいた。

　顔を上げたラリサに微笑ほほえみかけると、その身を離し、扉へと足を向ける。

「先生？」

　ラリサの声を背に、ミスカは扉を開けて家を出た。そしてそのまま、村の入り口へと向かって歩き出す。

　道の先を見て、眉を上げる。

　いったいどこに隠かくれていたのか、先ほど家に飛び込んで来た猟りよう師し以外にも大勢の男たちが、王都へとつながる道をふさぐようにして集まっていた。

（……ったく、見事にガラの悪そうな奴やつらばかりだな）

　心の中の呟きとは逆に、ミスカの唇には笑えみが浮うかんでいる。

「───お？」

　近づいて来るミスカに気づいた猟師が、眉をひそめた。他の男たちは、中性的なのに妖よう艶えんなミスカを見て色めき立ったが、立派なことに、王都へと続く道への警けい戒かいは消えていない。

「確かミスカだったな。大人しく家にいな。ここは俺たちに任せて」

　猟師がそう言うと、そうだそうだと他の男たちも口を出す。

「できるだけ傷つけるなという殿でん下かのご命令だが、多少の血を見るのはやむを得んからな。帰ったほうがいいぜ」

　どこか残念そうな口ぶりで言うのに、ミスカは小さく笑った。

　艶なまめいた唇が形作る見事な笑みに、おおっと声が上がる。その反応だけ見ると緊きん張ちよう感かんがあるのかないのか分からないが、道へと向ける視線の鋭するどさに変わりはない。

　お見事。

　そう口には出さずに呟いてから、ミスカは言った。

「私は兵たちと話をするつもりで来たんだけど」

「へ？」

　呆ほうけた声を誰だれかが出したが、猟師は顔をしかめて前に出た。やはり彼が、この一団の中心となっているらしい。

「よせって。無む理り矢や理り連行されるだけだ。それに、もともと俺たちが兄貴から受けた命令は、この村と、何よりあんたを守ることだったんだから、聞けねえ話だな」

「私を？」

「理由は聞いてない」

　理由など必要ないと言わんばかりだ。

「厄やつ介かいなことに巻き込まれる恐おそれがあるとだけ言われた。そうなったときは、どんな手を使っても守れと。必要なら村ごとこの国から脱だつ出しゆつさせろってな」

　でかいことをあっさりと言ってのける男の表情と声には、誇こ張ちようも慢まん心しんもない。無む謀ぼうとしか思えない命令を実行できる策と行動力が、彼らには備わっているのだろう。

　この、とんでもない実力を持つと思われる集団───たぶん、ここにいるのはそのうちのほんの一部だ───に指示を出すサリオ。そして、その隣となりで優美な外見を裏切って、時折剣けん吞のんな輝きを目にたたえるルーカス。

　彼らの正確な出自は分からなくとも、自分とは違ちがう世界を生き抜ぬいてきたのだという想像はついていた。

　シェリルにとってそれが負とならなければ良いと思っていたが、少なくともいまは、物ぶつ騒そうなものと想像できる彼らの背景こそが力になるのだと思える。

「……それを絶対的な忠誠で従えているのが、アレクシオン殿下か……」

　だとすれば何より物騒なのは、奇き跡せきのような美び貌ぼうを持つあの王子じゃないかと、つい苦く笑しようが漏もれる。

「おいおい、笑っている場合なんかじゃ───」

「───来たぜ！」

「！」

　研とぎ澄すまされた剣けん先さきのように、全員がいっせいに道の先を鋭く見み据すえる。

　一点に見えた土つち埃ぼこりが、みるみるうちに近づいて来た。それが王都の兵であると見定めるよりも早く、数人の男たちがミスカを守るように取り囲む。

「……よほど、お前たちのほうが王都を守る衛兵に相応ふさわしいかもな」

「え？」

　地声で呟いたミスカに、その声を拾った男が視線は動かさずに聞き返す。それには答えず、ミスカは猟師に尋たずねた。

「殿下は偶ぐう然ぜんを装よそおえとおっしゃっていたけど、どうする気？」

「あの小こ僧ぞうがいた『黒爪』を利用する」

　レオが率いていた盗とう賊ぞく団を、猟師はためらいもなく過去形で呼んだ。ラリサの叫さけびを聞いていたわけでもないのに、レオの正体を見み抜ぬいてた理由も聞く必要はなさそうだ。

「周辺の村の男たちが、いまさらながら『黒爪』相手の自警団を作って立ち上がった。たまたまそこに兵が来たってことにするのさ」

　それなら武器を手にしていても不自然ではないし、屈くつ強きようの男が揃そろっているのも、盗賊に立ち向かおうとする力ちから自じ慢まんの集まりであれば説明がつく。

「てっきり加勢に来てくれたと歓迎した俺たちだが、途中から兵を『黒爪』の一味と勘かん違ちがいする。そこで一ひと悶もん着ちやく起きるのは自然な成り行きだろ？」

　ミスカはちらりと笑った。

「確かにそれだと多少の血を見ることになるわね」

「まあ多少なら───」

「でも私なら、双そう方ほう無傷で兵を追い返すことが出来るわよ」

「え？」

　猟師が眉まゆをひそめたときにはもう、兵たちが一人一人の顔がはっきり分かるくらい近づいて来ていた。

　ミスカは引き留める猟師の手を振ふり切って、突とつ進しんしてくる兵たちの前へと進み出た。
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「───止まれ！」

　先頭の隊長らしき兵が右手を上げる。

　馬上からミスカを見下ろすと、無表情で告げた。

「……メリナ村の、調薬師ミスカか」

　一目でそう判断したのは、ミスカの特とく徴ちようを摑つかんでいたからに違いない。やはり自分が狙ねらいのひとつだと確信したミスカは、ひそやかに微笑んだ。

　怯おびえる素そ振ぶりのないミスカに、兵たちが怪け訝げんな顔をする。その顔を強い視線で見据えながら、ミスカは言った。

「王都の衛兵が、田舎いなかの調薬師ごときに何の用？」

　肯こう定ていしたのも同じであるミスカに向けて、兵たちはいっせいに剣けんを抜いた。

　隊長がそれを手で制したのと、ミスカを囲んで守ろうと足を踏ふみ出しかけた猟師たちをミスカがやはり手で制したのは、ほぼ同時だった。

　隊長は猟師たちを一いち瞥べつしたあと、ミスカに言った。

「調薬師シェリルの陰いん謀ぼうに、師として荷か担たんした疑いがある」

　ミスカは唇くちびるの片かた端はしのみを持ち上げた。

「私の弟で子しはアレクシオン殿下の《四誓》に選ばれ、王族並みの待たい遇ぐうを受けるようになったと聞いていたけど、王族並みの待遇って下級兵士に呼び捨てされる程度なの。我がイゼリアの王族も地に堕おちたものね」

「何ッ」

　下級呼ばわりされた兵たちが怒ど気きを上げたが、隊長は彼らを制している手を動かさずにミスカに言った。

「シェリル様には王おう妃ひ陛下とともに、国王陛下を暗殺した疑いがかけられているのだ」

　わざわざ言い直した口調には若干の嫌みを感じたが、感情的ではなかった。

「王宮調薬師の副長ニクラスやそなたは、シェリル様の師にあたる。毒の指示をしたと疑われても仕方はあるまい」

「それで私を捕とらえにきたと？」

「シェリル様かニクラスを匿かくまっているなら、差し出せ。そうすれば」

「自分かわいさに弟子と旧友を売れって言うの？」

　ミスカはくっと軽けい蔑べつしきった笑えみを浮うかべると、隊長を見つめた。

「───馬ば鹿かにされたものだな」

　低く、呟つぶやく。

　ふいに声の変わったミスカに隊長が目を見開いたとき、ミスカは自分の唇を腕うででぐい、と強く拭ぬぐった。艶つややかに唇を染めていた紅が、袖そでで一気に拭い取られる。

　長い髪かみを束ねてくるんでいた布を乱暴に取り払はらうと、白金に輝かがやく長い髪がばさりとミスカの肩かたに落ちた。

　ミスカは一歩踏み出し、隊長を睨にらみ上げた。

「連行するが良い。だが村には一歩も足を踏み入れるな。村人の誰だれ一人として傷つけるな。お前たちが捜さがす者は、私以外、あの村にはいない」

　男の声で話し出すと、それまで妖よう艶えんな美女に見えていたミスカが、凜り々りしい青年にしか見えなくなる。

　さすがにたじろいだのは隊長や兵だけではない。猟りよう師したちですら、呆あつ気けにとられた顔でミスカを凝ぎよう視しする。

　そんなことには構わずミスカは言った。

「お前たちにこれを命じた奴やつに、私を会わせろ。だが先に言っておく。私を罪人にするということは、アレクシオン殿でん下かではなく、別の王子を罪人の縁えん者じやにするということになるぞ」

「……何？」

　初めて瞳ひとみを揺ゆらした隊長に、ミスカは続けた。

「───私の正しい名は、ミスラカル。もとは王宮調薬師だ」

　王宮調薬師や王宮医師は、能力だけでなく相応の血筋が求められるので、貴族出身者が殆ほとんどである。そしてその血筋は、王族に連なることも考えられる。

　明らかに動どう揺ようを見せた兵たちに、ミスカは言い放った。

「我が国の第一王子ラルフシオン殿下の母と私の母は姉妹───つまり、殿下と私は従兄弟いとこ同士だ」

「っ!?」

　声にならぬ驚きよう愕がくが、その場にいた全員から噴ふき上がる。それを見ながら、ミスカはにやりと笑った。

「弟子であるシェリルと、従兄弟であるラルフシオン王子。───私が陰謀に荷担するとしたら、どちらの声を聞くのだろうな」

　もはや誰だれの目にも、身につけている衣類が何であれ、ミスカが女性には映っていない。

　不敵に笑う、美しくも剛ごう胆たんな青年がそこにいるだけだった。




　　　　二




　緑の波が、風に揺れる。

「───シオン……？」

　母から引き継ついだ薬園を前に佇たたずむアレクシオンの背に向かって、シェリルは遠えん慮りよがちに声をかけた。

　振り向いたアレクシオンは、シェリルを認めるとわずかに目を細め、そして再び薬園に目を向けた。隣となりの位置から一歩退いた場所にシェリルが並ぶと、アレクシオンは口を開いた。

「……ここが母君の開いた薬園なんだな」

「はい。───あ、いいえ」

「……？」

　アレクシオンの訝いぶかしげな視線を受けて、シェリルはちょっと迷ってから、手を上げた。

　王宮の薬園に比べるとささやかな庭のようではあるが、森を切り開いて作られた、自分の誇ほこりでもある薬園の右みぎ端はしを指さす。

　あおあおとした緑は、見る者が見れば、そこに生えている植物が健すこやかに育っている証あかしと映るだろう。よく見ればきちんと区画分けがされていて、人の手が入った、整然とした美がそこにあった。

「あそこから……あのあたりまで」

　中央からやや左寄りを指さしてから、シェリルはアレクシオンを見上げた。

「もともと祖先が開いた薬園があったんだって。荒あれちゃってたのを母が見つけて手入れして、広げて」

「今はシェリルが守っているんだな」

（───……ああ）

　きゅっと。

　胸の真ん中あたりを温かい手で摑つかまれたような気がした。

　アレクシオンは言葉を飾かざらない。つまり、彼が感じたこと、あるいは考えたことをそのまま唇に乗せていることになる。それがこんなに心をあたためるのは、彼の人格そのものの温ぬくもりなのだと思う。

（いつもちゃんと……分かってくれてる……）

　泣きたくなるのは、嬉うれしいのと、そして申し訳ないという思いだ。

　けれどそれを表情に出すと見み抜ぬかれてしまうので、シェリルは薬園を眺ながめる振ふりをして、アレクシオンから視線をそらした。

「シェリルの調薬師としての才能は母親譲ゆずりだと思っていたが、代々のものだったのか」

「途と中ちゆうで何度か途と切ぎれているらしいんだけど……」

　───結局、血が騒さわぐのよ。

　母の言葉を思い出す。

　───血？

　───そう。祖先から流れている調薬師の血が騒ぎ出すのね、きっと。良い薬を作りたい、みんなを助けたいって。

　───調薬師の血……。

　呟いたシェリルに、母は笑った。

　───あなたの血よ。

　自分に調薬師の血というものが流れているなら、とシェリルは思う。

　アレクシオンの中に流れているのは、イゼリア王家の血だ。

　国を守る。民たみを守る。そのために生きることを課せられた、もっとも高貴な血がアレクシオンの全身を巡めぐっていて、それこそ彼の中で騒いでいる筈はずなのだ。

「───血、なのかな」

　アレクシオンが呟く。

「え？」

　聞き返したシェリルをアレクシオンが見た。

「ミスカが言っていただろう。この薬園にはシェリルしか辿たどり着けないと」

「……あ」

　───何故なぜ私は、お前の薬園に一人で辿り着けないのかしらね。

　ミスカだけでなく誰でも同じで、シェリルの描かいた地図どおりに薬園を目指しても、必ず別の場所に出てしまい、下手へたをすると森の中をぐるぐると回り続けることになるのだ。

　だからこの薬園にはシェリルが案内しない限り、誰も踏ふみ込むことは出来ない。それゆえミスカも、追っ手から逃にげる場所としてここを指示したのだ。

　時々、考えた。

　何故母は───いや、祖先はそんな誰も行き着けないような薬園を作ったのだろうか。

　勿もち論ろん、昔から薬はとても貴重なものだったから、分かりやすい場所に薬園を作っていたら、盗人ぬすつとに薬草を根こそぎ持って行かれる恐おそれもある。盗人当人に知識はなくとも、調薬師あるいは医師のところへ持ち込めば、貴重な薬草なら相当の金品に姿を変えるからだ。

　ミスカや他ほかの者が薬園に辿り着けないと知ったとき、最初は偶ぐう然ぜんだと思った。だがそれが必然だと感じたとき、盗人対策かな、と思った。

　だが先刻、この薬園に向かう途中、重傷を負いながらも調薬師としての性さがなのか、森に生えている植物に目を走らせていたニクラスが小さな声を漏もらしたとき、シェリルははっとした。

　───《リド》……？

　シェリルがたんなる雑木としか見ていなかった木を、ニクラスは眉まゆをひそめて見上げた。

　───ああ、それで……。

　そう呟つぶやくと、ニクラスは目を閉じた。おそらく痛みが限界だったのだろう。そばに付き添そっていたエリスが青ざめたが、浅く継がれる息に変わりはないことを知ると、ほっとしたように息をついた。

「血……ではない気がする」

「───」

「ニクラス先生がおっしゃるまで、あのあたりに生えていたのが《リド》だとは思わなかったの。よく似た《ロド》だと思ってた」

　黙だまって見返してきたアレクシオンに、急いで説明する。

「《リド》という木が発する香かおりには、幻げん覚かく作用があるの。だから強い痛み止めの薬も作ることが出来るんだけど、あまりにも強すぎて身体からだに負担がかかり過ぎるから、ずいぶん前から薬を作ることは勿論、栽さい培ばいも禁じられているの」

　勿論シェリルもミスカも《リド》のことは知識として良く知っていた。だが自生地域が限られており、このあたりよりももっと北方にしかないと思っていたため、薬園に行く途中で見かけるその木が《リド》だとは思っていなかったのだ。

　ニクラスは何かの折に《リド》を見たか、ひょっとしたら彼自身が北方の出身なのかもしれない。重傷の身でありながら瞬しゆん時じに《リド》を見分けたのは流石さすがと言って良いだろう。

「───つまり、《リド》の香りで人は道を見失う？」

　アレクシオンの問いかけに頷うなずく。

　アレクシオンは瞬まばたいた。

「……シェリルには《リド》の香りが効かないのか？」

「───たぶん」

　そしてそれは、血のせいではない。

　シェリルは無意識に、いつも首から下げているネックレスと薬くすり袋ぶくろを、服の上から押さえた。

　その動きに気づいたアレクシオンがわずかに眉を上げたときだ。

「───シオン、シェリル！」

　薬園脇わきにある小屋から出てきたサリオが、二人に声をかけた。

　振り返ると、サリオの後ろからルーカスとヴァルトも出てきていた。

　少し遅おくれて、レオも出てくる。彼だけは自分の居場所をはかりかねているのか、やや離はなれた場所で立ち止まった。そしてサリオのほうをちらちらと見ている。

　そんなレオなど視界にも入らない様子で、サリオが二人の隣となりに並んだ。

「副長さん、眠ねむったみたいだぜ。シェリルがさっき飲ませた薬が効いたんだろうな」

「良かった」

　シェリルは胸を押さえていた手を、ぎゅっと握にぎり込んだ。

「───で、どうする？」

　ルーカスがアレクシオンに目を向けた。ヴァルトもじっと、アレクシオンを見上げる。

「……王都へ戻もどる」

　視線は目の前に広がる薬園の緑から離さずに、アレクシオンは静かに答えた。

　その通った鼻筋が描えがく綺き麗れいな線を見つめながら、シェリルは唇くちびるをきゅっと引き結ぶ。

　だよな、とサリオが言う。

「イゼリアの制度ってやつを俺はよく知らないんだが、王族が罪に問われるとどうなる？」

　サリオが尋たずねると、アレクシオンはひとつ瞬いた。視線はまだ動かない。

「そんなの、制度があったってそのとおりに動くわけない」

　嘲あざ笑わらうように言ったのはルーカスだった。

「国王の暗殺容疑なんて、真っ黒か真っ白のどっちかだ。だったら裁判は不要だし、真っ白ならなおさら、裁判なんてするわけないだろ」

「そんなっ!?」

　悲鳴に似た声をヴァルトが上げる。

「王おう妃ひ陛下とステラ様はどうなるんですかっ!?　裁判なしなんて、まさかもう───」

「……いや。それはない」

　アレクシオンが呟くように言う。

「できるだけ自分の正当性を主張するためには、仮にも前王妃を非難される形では処分しないだろう。多少の時間は与あたえる筈だ。……言い訳できる程度の」

（───え……？）

　シェリルはアレクシオンの言葉に引っかかり、顔を上げた。

「あの。───シオンはこれが誰だれの企たくらみか、分かっているの？」

　相手の思おも惑わくを語るさまは、特定の人物を想定しているように聞こえたからだ。

　サリオがぽんとシェリルの肩かたを叩たたく。

「シェリル。お前を捕とらえたのは誰だった？」

「……えっと、イシュト様が兵を連れて……えっ!?」

　イシュトは第一王子ラルフシオンの側近だ。

　ということは。

「───まだ分からない」

　厳しさの混じった声でアレクシオンが言う。

「イシュト自身の意志か、奴やつを操あやつる者がいるのか」

　イシュトを操る者を、彼の主あるじであるラルフシオンと決めつけないのは、アレクシオンが兄を信じている証あかしだろう。

　第二王子のクラウシオンはラルフシオンを毛け嫌ぎらいし、ことあるごとに彼を信用できない人間だとシェリルにも主張していたが、アレクシオンにはそういった感情はないようだ。

　シェリルにも、ラルフシオンがクラウシオンの言うような、腹黒い人物には思えない。

　清せい廉れんさが表れているような、柔にゆう和わな面おも差ざしで微笑ほほえむラルフシオンは、本来なら王宮に入れるような身分ではないシェリルに対しても常に穏おだやかに接してくれていた。

　時々、理由もなくひやりとしたものを感じたことはあったが、それは王族の持つ威い圧あつ感かんに自分が勝手に怯おびえただけだと思っている。

　ではクラウシオンが黒幕なのかというと、これはもっと信じられない。

　クラウシオンは王位継けい承しようを争う相手であるアレクシオンや、その《四誓》であるシェリルに対し、顔を合わせる度たびに嫌いやみを言ったり、軽けい蔑べつするような態度をとったりする。だがその心根は、どこか幼ささえ感じさせるほど純じゆん粋すいなものであり、決して憎にくめない相手なのだ。

（でも。……黒幕が王子自身ではない可能性もあるわよね）

　彼らには大勢の支持者がついており、そのうちの誰かが自分が支持する王子の王位継承を阻はばむ者を排はいそうと動いたのかもしれなかった。

「狙ねらいがアレクってところが気に食わねえ」

　サリオの目がきつくなる。

「誰だか知らねえが、そいつは確実に───アレクの出生の秘密を知ってる」

「え!?」

　シェリルとヴァルトが同時にサリオを見た。レオは何の話をしているのかと、眉を寄せただけだ。

「でも───でも、シオン自身がそのことを知ったばかりなのに？」

「相手も同じだ」

「え？」

　サリオが両りよう腕うでを組んで、空を睨にらむ。

「おそらく、そうだ。だから急いで真実を知る王妃陛下とステラ様を捕らえたんだ。下手へたなことを言い出す前の、口くち封ふうじのために」

（口封じ……!?）

　シェリルは叫さけびそうになった口を両手で押さえた。

「これは俺の勝手な推測だが」

　サリオはアレクシオンに目を向けた。

「お前が国を出たことで、敵はお前が、真実を知らないと踏ふんだんだ」

「正統な王位継承権を持ちながら、それを捨てて国を出るなんて発想は、普ふ通つうないわな」

　ルーカスがかすかに笑って言う。

　だから、とサリオが続けた。

「あの二人さえ消せば、真実はこの世から消え失うせる。意味が分からないお前は、わざわざ身の危険を冒おかしてまで国には戻ってこないだろう。そうなれば───あとは残りの邪じや魔まな王子を何とかすれば良いだけだ」

「───だったら、すぐに王都へ戻りましょう！」

　ヴァルトが叫ぶ。

「すぐにでも王妃陛下とステラ様をお救いしなくては！　真実を知る方がいなくなったら、アレクシオン様の真の身分と潔白を証明することが出来な───」

「身分や潔白など、どうでもいい」

　アレクシオンが低い声で言う。

　ゆっくりとした動きで振ふり向いたアレクシオンは、サリオ、ルーカス、ヴァルトを順番に見つめた。その瞳ひとみに初めて、怒いかりの蒼あおが揺ゆらめく。

「……母を救う。それだけだ」

　そう言うと、アレクシオンはぎり、と唇に歯をたてた。

「───」

　全員が、息を吞のむ。

　アレクシオンの全身から、隠かくしようのない怒ど気きがたちのぼっているのが見えるようだった。それは色も形もない筈はずなのに、焰ほむらとなって空へと駆かけ上り、空を真っ赤に染めてしまうように思えた。声のない、怒りの咆ほう哮こうそのものだ。

　しかし、それは一いつ瞬しゆんだった。

　ふ、と小さな息を吐はき出すと、アレクシオンはシェリルに向き直った。

　そのときにはもう既すでに、感情をすべて手の中に握にぎりしめて表に出さないアレクシオンがそこにいた。

「───シェリル」

「は、はいっ」

「お前はここに残るんだ」

「えっ!?」

　シェリルは肩を震ふるわせた。

「ど、どうして───」

「危険だから」

　そう言ってシェリルを見つめる蒼い瞳には、紛まぎれもなく相手を案じる色がある。

　一瞬、捨てられたような気になって、身体からだの芯しんが凍こおりついたのが恥はずかしい。だがシェリルはそれを詫わびる前に、強く首を横に振った。

「私だってシオンの《四誓》です。シオンが王都に戻もどるというなら私も」

「いや、シェリルはここにいたほうが良いよ。副長さんのこともあるし」

　ルーカスが優やさしく言う。だがシェリルはそんなルーカスを睨んだ。

「私が守るのは、シオンです」

「！」

　そうだ。

　いま自分が守らなくてはならない───守りたいのは、アレクシオンだ。

　───今度は自分が村の人たちを守ろうと思ったの。

　───それが、小さい頃ころからいままで、ずっと変わらない夢。

　その思いはシェリルの根底にある。だがその上に新たな誓ちかいが加わり、いまはそれがシェリルの一番大切なものになってしまった。

（───我が儘ままって言われてもいい。冷たいって言われても仕方ない）

　シェリルはアレクシオンを見つめた。

　主に命ごと自分を捧ささげる《四誓》の誓せい約やくを、言い訳に使っていると責められても良い。

（誰だれに何を言われても、私は───……！）

　アレクシオンはシェリルの眼まな差ざしを受けると、少し目を見開いた。

　一瞬、息を止めたようにも見えた、そのあと。

「……」

　シェリルのほうへ形の良い指がのびてきて、そして。

「───！」

　強く、全身で抱だきしめられた。

（……シオン……！）

　身体が熱を持って震える。その震えをアレクシオンは自分の身体で感じ取ったに違ちがいないが腕うでの力は弛ゆるむことなく、さらに増したように感じた。

「───……そんな顔をするな」

　耳元で囁ささやいたアレクシオンの声はわずかに擦かすれていた。その低い声にシェリルの背をぞくりと甘い痺しびれが走り、咄とつ嗟さにシェリルは目を強く瞑つぶった。

　いったい自分がどんな顔をしたのかは分からないけれど。

「……睨みながら泣き出しそうなんだもんなあ」

「くー。たまらん！」

　苦笑いを浮うかべるサリオと、羨うらやましそうに言いながら楽しげなルーカスと、真っ赤になって黙だまっているヴァルトと。三人の様子は目を閉じてしまったシェリルには見えていなかったが、そこにはいつもの空気が戻ってきていた。

「……我が儘で、ごめんな、さい」

　泣きたくなってアレクシオンの胸に額を押しつけると、アレクシオンはその後頭部にそっと手のひらを当てた。
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「───我が儘なのは俺だ」

「え……？」

　そっと顔を上げると、蒼い瞳がシェリルを見下ろしていた。その瞳は、奥にまだ焦しよう燥そうの混じった怒りが残っていたが、いつもの柔やわらかな光も戻っていた。

　後頭部に触ふれていたアレクシオンの手が、シェリルの髪かみを撫なでるように下ろされる。

　わずかに笑え顔がおを見せてから、アレクシオンはシェリルの身体を離し、サリオたちに向き直った。

　身体から離はなれた熱にシェリルが寒さを感じたのは一瞬だった。

「！」

　アレクシオンの左手が、シェリルの右手をしっかり握りしめる。

「全員で、王都へ行く」

　サリオがにやりと笑う。

「全員って、どこまで含ふくまれる？」

「！」

　その問いは、珍めずらしくアレクシオンの意表を突ついたようだ。

　アレクシオンは少し考える様子を見せてから、顔を上げた。

「お前の───」

「───俺も、連れてってくれ！」

　ふいにレオが叫さけんだ。

　突とつ然ぜんの言葉に、シェリルは驚おどろいてレオに振り向いた。

　レオは必死ともいえる顔でサリオに縋すがりついていた。

「頼たのむ！　俺も仲間に入れてくれ！」

「……お前ねえ」

　サリオがうんざりとした顔を空に向けてから、レオを睨にらみつけた。

「お前、これまで俺たちに───アレクやシェリルに何をしでかしたか分かってるか？」

「分かってる。いくらでも謝る。だけど、俺は」

「副長さんを助けたので差し引いてやるから、さっさとどこかへ行けよ」

　ルーカスが優美な微び笑しようを浮かべながら、冷れい酷こくともいえる光を目にたたえて言ったが、レオは動かなかった。

　サリオを熱い目で見つめると、レオは言った。

「あんた───あんた、『六月の鷲わし』の頭領サリオだろっ!?」

（───え？）

　ぱちり、とシェリルは瞬まばたいた。

（六月の───何？）

　レオの言葉は止まらない。

「サリオって名前を聞いたときから気になってたんだ。まさかって。けど、さっき村であんたを兄貴って呼ぶ男が入ってきたときに確信した。あんたが『六月の鷲』のサリオだって！」

　ち、とルーカスが舌打ちをした音が聞こえた。

　一歩、レオのほうへ足を踏ふみ出しかけたのを、サリオがさりげなく制する。そんな二人が目に入っていないのか、レオは興奮した表情でまくしたてた。

「一年近く前、『六月の鷲』の頭領がカナンあたりで捕つかまったって聞いた。処しよ刑けいされたとか逃にげたとか、仲間内で噂うわさはとびかっていたが、『六月の鷲』は無傷で残ってるって話だった」

　熱にのぼせたように喋しやべり続けるレオを、シェリルはぽかんと眺ながめるしかない。

「俺はずっとあんたに憧あこがれてたんだ。俺もいつか、『黒爪』をあんな───」

「わーわーわーっ！」

　急にヴァルトが大声を出して、レオを遮さえぎった。

　それまで呆あつ気けにとられていたのだが、我に返ったらしい。

　啞あ然ぜんとしているシェリルを見て、レオがそれ以上余計なことを喋らないようにしようとしたのだ。

「お……お前、何の話をしているかさっぱり分からないけどっ！　アレクシオン様はお前なんか連れていかないからな！」

「王子じゃなくて、俺はサリオの兄貴に頼んでんだよ！」

「勝手に兄貴呼ばわりすんな」

　がつん、と、サリオが拳げん骨こつをレオの頭上に容よう赦しやなく落とす。

「！」

　声もなく両手で殴なぐられた頭を抱かかえてしゃがみ込んだレオから目をそらし、サリオはアレクシオンに向き直った。

「こいつの戯たわ言ごとはほっとくとして、王都に乗り込むなら、あいつらも呼び寄せたほうが良いとは思う」

「メリナの警備は増やせるか」

「王都を出たときに指令を出しておいた。今夜中には倍になる」

「それでいい」

　頷うなずいてから、アレクシオンはまだぽかんと口を開いているシェリルを見て、小さく笑った。同時にそっと握にぎっている手に力を込める。

「……あの、シオン。いまの話って……」

「わーわーわー……いてっ」

「シェリルを遮る意味はねえだろ」

　レオに落としたものよりはずっと軽い拳骨をヴァルトの頭に当てたあと、サリオはシェリルを見て、ちょっと苦めの笑いを浮かべた。

「うーん。そういえばシェリルには、俺のこと何も話してなかったもんなあ」

　ぽりぽりと指先で自分の顎あごをかくサリオを見て、シェリルは慌あわてて言った。

「あの！　無理に話さなくて良いわ！」

「え」

　シェリルは懸けん命めいに言った。

「私は知ってるもの。サリオもルーカスも、すごく強くて優やさしくて、シオンのことが大好きだってこと。それで充じゆう分ぶんじゃない？」

　気にならないといえば噓うそになるかもしれない。

　だが、これまでだって彼らの素す性じようやアレクシオンの《四誓》となった経けい緯いを知らずとも、信じるに足る人たちであることは分かっていたのだ。

　シェリルは形式だけでなく、心を込めて微笑んだ。

「私も二人のこと、大好きだもの」

「───」

　サリオとルーカスは瞬いて、それから二人で顔を見合わせた。

　一いつ瞬しゆん、互たがいにどこかくすぐったいような笑みをかわし、そのすぐ後には、悪戯いたずらめいた笑みを唇くちびるに乗せると。

「───シェリル可愛かわいいッ！」

「俺たちも大好きだ！」

「きゃーっ」

　がばっと両りよう腕うでを広げて抱だきついてくる二人に思わず声を上げるが、彼らの腕うでがシェリルの華きや奢しやな身体からだを覆おおう前に、ふわ、と身体が浮ういた。

（え）

「ち。失敗」

「さすが、攻こう撃げきだけでなく防ぼう御ぎよも完かん璧ぺき」

　悔くやしそうに笑う二人からシェリルを守ったのは、勿もち論ろんアレクシオンだ。

　シェリルの腰こしに腕を回し、抱き上げるようにして自分の背後に庇かばったアレクシオンは、珍しくサリオとルーカスを無言で睨んだ。

「くくっ。妬やいてる」

「ついでに、こいつも」

「ぼっ!?　僕は妬いてませんよ！」

「自分だけシェリルから好きだって言われてないからって、僻ひがむなよ少年」

「だから僻んでなんかッ」

「え。私、ヴァルトも好きよ？」

　アレクシオンの肩かた越ごしに顔を覗のぞかせてそう言うと、ヴァルトの顔が火を噴ふいたように真っ赤になった。

　分かりやすいと言って腹を抱えるサリオとルーカスをヴァルトが蹴け飛とばそうとして、当たり前だが失敗する。それを見たアレクシオンは、かすかに笑った。

　だが、それは一瞬だ。

　シェリルが笑えみの気配を感じてアレクシオンを見上げたとき、既すでにアレクシオンの横顔は鋭するどく引き締しまったものになっていた。

「サリオ。王都周辺に『鷲』を集められるだけ集めておけ。但ただし合流を許すのは数名」

「了りよう解かい」

「シェリル」

「はい！」

　アレクシオンがシェリルを見つめる。

「ニクラスとエリスをここに置いたままでも大だい丈じよう夫ぶか？」

　シェリルは小屋のほうへ目を向けた。

　小さく疼うずいた胸をなだめてから、アレクシオンを見上げる。

「備び蓄ちくの食料はあるし、薬園周辺にも食べられる植物は豊富です。それと、村へ戻もどるときのために地図を描かきます」

「帰れるのか？」

　薬園に辿たどり着けないように、薬園から帰ることも出来ないのではという懸け念ねんだろう。

「不思議と帰りは大丈夫なんです。ミスカ先生も何度もひとりで村に戻っているから」

「なら、いい」

　アレクシオンはそこで初めてレオに向き直った。

　視線を当てられたレオは、ぴり、と小さな雷かみなりを浴びたように震ふるえて背筋をのばした。顔も、緊きん張ちようと怯おびえを混ぜたような表情で強こわばっている。

「───お前はここで、小屋の二人を守れ」

「えっ!?」

　でも、と口を開きかけたが、アレクシオンの無言の圧力に負けて黙だまり込む。するとサリオがぽんと背中を叩たたいた。

「ばあか。仲間として認めてやるってことだよ」

「え」

　目を丸くしたレオを、ルーカスが呆あきれ顔がおで見た。

「じゃなきゃ、シェリルの大事な人たちを任せるかっての」

　すかさずヴァルトが口を挟はさむ。

「言っておくけど、僕たちのようにアレクシオン様直属ってわけじゃないからな。あくまでもサリオの仲間だぞ。サリオの仲間だから、アレクシオン様の配下になるってだけだからな！」

　そんなヴァルトの言葉など聞いてはいない。

「……ありがとう、俺は、今度こそ……！」

　感激で瞳ひとみを潤うるませ、頰ほおを紅潮させているレオは、盗とう賊ぞくの若わか長おさではなく憧あこがれの人に認められてぼうっとなっている、ただのひとりの青年だった。

　今度こそ、という言葉に、シェリルは胸を突つかれた。

　レオが失った仲間は盗賊だ。

　自分たちの欲よくのためには手段を選ばない集団であり、それゆえ捕とらえられた。

　罪を問われ、重い罰ばつを受けた者もいるだろう。実際、シェリルは知らないことだが、捕ほ縛ばくから逃のがれてレオとともに宮きゆう殿でんへ潜もぐり込んだ仲間たちは、レオ以外はすべて始末されている。

　若長だったレオに、率いていくべき仲間はもういない。

　今度こそ。

　その言葉にどんな希望が込められているのか、具体的な内容は分からずとも、希望と同じだけの後こう悔かいがつまった言葉には違ちがいないのだ。

　それはシェリルも同じだった。

（……今度こそ）

　シェリルは自分の腰にまだ回されたままのアレクシオンの腕に、さりげなく触ふれながら、そっと目を伏ふせた。

　前国王の死については、シェリルもニクラスも、毒殺を疑っていた。だが決め手はなく、病死だという医師たちの発表に異論を唱えることが出来なかった。ひそかにアレクシオンたちは調査を続けていたようだが、ここに来て答えが出たと言って良い。

　王おう妃ひカテリナと第三妾しよう妃ひステラは、国王暗殺の罪に問われている。勿論、無実の罪でだ。

　つまりそれは、彼女たちを陥おとしいれた者こそが、国王暗殺に携たずさわったことに他ほかならない。

　国王には毎日毒消しを飲ませていた。それにもかかわらず国王を死に至らしめたということは相当強きよう烈れつな毒だった筈はずだ。

　いったい、どんな毒を使ったのか。

　調薬師として自分が未熟であることを自覚したうえで、悔しくてならない。

　だが。

（今度こそ───私も、守る）

　アレクシオンの父である国王を、シェリルは守りきれなかった。

　だから今度は。今度こそは、自分の命を賭としてでも。

（シオンのお母さまを───ふたりのお母さまを、守る……！）

　伏せた瞼まぶたで隠かくされたシェリルの漆しつ黒こくの瞳に、強い意志の光が灯ともった。
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　それは王宮の重じゆう鎮ちんたちに、事実として淡たん々たんと告げられた。

　王妃カテリナが、夫である前国王の暗殺を謀はかった。

　目的は、第三王子のアレクシオンを次の国王に就つけるため。

　そうする理由のない国王の承しよう諾だくが得られず、やむなく病死を装よそおって国王を毒殺した。

　共きよう謀ぼう者しやはアレクシオンの実母である第三妾妃ステラと、王宮調薬師の副長であるニクラス、そして王子アレクシオンとその《四誓》たち───。

「───……だが何故なぜ、実子でもないアレクシオン殿でん下かを王妃陛下が？」

　第一王子ラルフシオンから告げられた真相について、戸と惑まどうように小さく問う声に、誰かがやはりひそやかな声で答える。

「───ステラ様は王妃陛下がお輿こし入いれの際に付き添そってきた侍じ女じよだ。つまりアレクシオン殿下は、王妃陛下の出身国であるアルカナの血を半分お持ちだろう」

「実子ではない王子が王位を継つぐなら、せめて出身国の血をイゼリア王家にと……？」

「……」

「───こう申し上げては何だが……理由はそれだけ？」

「そうなのだ」

　さらに声を低めて囁ささやく。

「……国王陛下亡なきいま、強力な後ろ盾だてを望まれるのは分かる。だが妾妃ならともかく、王妃という立場におられる方だぞ。いまさら……」

「うむ。……それに、あの王妃陛下がそのような───」

「───しっ」

　王宮の廊ろう下かに鳴り響ひびいた足音に、男たちは会話を止めた。

　近づいて来た足音の主が第一王子ラルフシオンと、その側近であるイシュトだと分かると、彼らは急いで脇わきに身をずらし、深々と頭を下げた。

　ラルフシオンは彼らを一いち瞥べつもせずに通り過ぎる。

　かなり距きよ離りが出来てから、背後でほっとしたような息が吐はかれ、そして再びぼそぼそと話し出すのを気配で悟さとった。

　わずかにラルフシオンが眉まゆをひそめたが、殆ほとんどの者には見分けがつかない程度だ。

　しかし、国王が使う執しつ務む室に入ったとたん、ラルフシオンは大きく舌打ちをした。

「───気に入らない……っ」

　苛いら々いらとした歩調で椅い子すに近づくと、どかりと腰こしを下ろした。

　イシュト以外の者が見たら間ま違ちがいなく目を瞠みはるだろう。

　どのようなときにも乱れず、優美な振ふる舞まいを崩くずさず、穏おだやかに笑えんでいる。それが王宮内でのラルフシオンだからだ。

　だがいま室内にはイシュトしかおらず、多少の音や声も室外に漏もれることはない。それを分かっているからこそ、ラルフシオンはそうした彼らしからぬ行こう為いに出たのだろう。

　それでもむやみに机を叩いたりしないのは、幼い頃ころから自分を演出してきたラルフシオンの、無意識の自制というものだろうか。

「何がお気に召めさないのです？」

　イシュトが冷たい表情を変えずに尋たずねると、ラルフシオンはきつい眼まな差ざしを返した。

「何もかもだ」

　短く吐き捨てる。

（そうだ。───何もかもが、気に入らない）

　ラルフシオンは胃のあたりからせり上がってくる、痛みのような、苦みのような、重苦しい塊かたまりを、蹴けり落としたい気持ちで飲み下した。

　苛いら立だちの原因は分かっている。想像したとおりに、ことが進まないからだ。

　───勝っ……た……！

　アレクシオンが王位継けい承しよう権のみならず、王子という身分さえ捨てて国を出ると言いに来たとき、直後に身体からだの中で弾はじけた言葉はそれだった。

　───私はアレクに勝った！　私こそが王太子だ……！

　あの瞬しゆん間かん、すべてが報むくわれたと思った。

　自分の望んだものは、理想の形そのままに、のばした指の爪つめの先にまで来ている。あとは手を広げ、それを握にぎりしめるだけだ。

　それなのに、事態はラルフシオンの予想とは違う形に動いた。

　まず意外だったのは、重臣たちの反応だった。

　できるだけ重く、鬱うつ々うつとした様子で王妃とアレクシオンの陰いん謀ぼうを皆みなの前で告げたとき、驚きよう愕がくされるのは当然にしても、その後には怒いかりや隠れた歓かん喜きが返ってくると思っていた。

　次期国王の王位継承権問題は、もともと第一王子であるラルフシオンを推す派と、第二王子のクラウシオンを推す派に分かれていた。だが、ここに来てアレクシオンを推おす派が少数ではあるが浮ふ上じようしてきており、それを他の者は忌いま々いましく思っていた筈だ。

　少なくとも、第一・第二王子を推す者たちは今回の事件を、アレクシオン派を落とす好機と捉とらえるに違いない。また、王妃が政治の世界から消えれば、彼女の気き紛まぐれで自分たちの画策が無に帰することもなくなる。

　結局のところ自分の得る利益を一番に考える宮きゆう廷てい人にすれば、この事件が真実であろうがなかろうが、できるだけ有効に使おうと考えるに違いなかった。

　しかし、そうした反応を胸の内でこっそりと微笑ほほえみながら待ったラルフシオンに向けられたのは、戸惑うような視線だった。

　───……あの王おう妃ひ陛下が？

　───……あのアレクシオン殿下が？

　イシュトが言う。

「これまで王妃陛下は、王位継承権問題に対していっさい口を出してこられなかった。いまにしてみれば見事なほどに。そして、三人の王子に対しても常に平等に接していらっしゃいましたから、お二人の結びつきに対して皆の思考が追いつかないのでしょう」

　アレクシオンについてもそうだ。

　彼は昔から王位には興味がなく、宮廷での派は閥ばつづくりもいっさい行わなかった。最近になって国内の医い療りよう整備に乗り出したが、それも自分の《四誓》に調薬師が加わったからであって、そうでなければ自ら表に出る形で動くことはなかっただろう。

　つまり二人とも、次代の王位というものに対する野心を周囲に感じさせたことが皆かい無むだったのだ。それも、アレクシオンが生まれてから二十二年という間、ずっとだ。

　疑問に思う者が多少出てくるのは予想できた。

　それでもラルフシオンに勝算はあった。

　ここが綺き麗れい事ごとなど通用しない、王宮だからだ。

　それなのに。

　ぎり、と唇くちびるをラルフシオンは嚙かんだ。

「焦あせりは禁物です」

　イシュトが嫌いやみなくらい冷静な声で言う。

「お前に言われなくても分かっている！」

　焦るな、と。

　幼い頃から今に至るまで、どれだけその言葉を自分に言い聞かせてきただろう。

　確実に望みを叶かなえるためには、忍にん耐たいと時間が必要だ。それに気づいてからはずっと、ラルフシオンは息を吸う度たびに、そのことを自分自身に刻み続けてきたと言って良い。

　だから、たとえばクラウシオンがラルフシオンとの差を埋うめようともがいている姿などを見ると、馬ば鹿かが、と胸の中で嘲あざ笑わらっていた。

　焦れば、せっかく積んだ石も崩れる。そんなことも分からないのか、と。

　だがいまのラルフシオンはクラウシオンを笑えない。

　計算外だったのは、重臣たちの反応だけではなかった。

　国王暗殺の実行役に当てはめた王宮調薬師の副長ニクラスは、衛兵たちが捕とらえようとしたところを何者かによって奪うばわれ、いまだに所在が摑つかめないという。

　いや、実際は逃とう亡ぼうを助けた者も、逃亡先も分かっていた。

　逃亡先と読んだメリナ村には、暗殺とアレクシオンをつなげるためにももう一人欲しかった、暗殺犯として相応ふさわしい人物もいる。どんな理由をつけてでも───ニクラスともども、死体でも良いから引っ張ってこいと命じ、実際、ニクラスには逃げられたが、もう一方は捕らえることが出来た。

　だが、捕らえてみればその人物は、よりにもよって───。

「───くくっ」

「!?」

　ふいに背後からくぐもった笑い声が聞こえ、ラルフシオンと、そして何に対しても動じることの少ないイシュトまで、跳とび上がるほどの勢いで身体を弾はずませて振り返った。

「な……っ!?」

　扉とびらの前に、腕うでを組み、俯うつむいて立っている男がいた。

　石のように強こわばっていたイシュトの顔に、怒りが浮うかぶ。

「───キルアス、貴様、何故なぜ許しもなくここに……っ」

　キルアスと呼ばれた、どちらかといえば小こ柄がらな男は、そっと顔を上げた。

　黒に近い茶色の長めの前まえ髪がみの下から、薄うすい緑色の瞳ひとみが覗のぞく。その目は面おも白しろそうに細められて笑っている。

「！」

　ラルフシオンは頭にかっと血が上るという、初めての経験をした。

　眦まなじりが吊つり上がるのを、止められない。

　自分でもそのとき何を叫さけぼうとしたのか分からなかったが、口を開きかけたとき、ふいにキルアスの瞳から笑みが消えた。薄い色素の瞳が、ひた、とラルフシオンを見る。

（───……！）

　ぞっと、背筋が冷たく粟あわ立だった。

　イシュトがラルフシオンとキルアスの間を遮さえぎるように身体を挟はさまなければ、ラルフシオンはもしかしたら、その場で凍こおりついていたかもしれない。

「答えよ。何故、ここにいる。いつのまに部屋に入った」

　イシュトは既すでに冷静さを取り戻もどしていたようだった。これはラルフシオンよりイシュトの肝きもが据すわっているというのではなく、単なる慣れの問題であろう。

「最初から」

　キルアスが短く答えた。

　わずかに顔を伏ふせたので前髪に目元が隠かくれてしまうが、唇にはまたわずかな笑えみが灯ともされた。

「そろそろ何か欲しくなるんじゃないかと思って」

「……何か？」

　ラルフシオンはキルアスに聞き返してから、自分の喉のどがちゃんとまともな声を押し出せたことに安あん堵どした。

「毒」

　キルアスは短く答えた。その声は低くも高くもない。発したとたんに空気に紛まぎれてしまいそうで、しばらくしたら記き憶おくからも消えてしまいそうな声だ。

　───あれは、それを生業なりわいにする男です。

　初めてイシュトからキルアスのことを聞かされたときのことを思い出す。

　───生業？　……毒を専門に扱あつかうということか？

　───いえ。暗殺を、です。

　───……。

　無言になったラルフシオンを、イシュトはいつもと同じ眼まな差ざしで見つめながら、殿でん下か、と呼んだ。

　───そういった専門集団が存在するのはご存じでしょう。あの男がいたのは、その中でも特に優すぐれた───……。

　ここでイシュトは、何が面白いのか、かすかに唇の端はしを上げた。これは珍めずらしいことだった。

　───優れた暗殺集団で、あの男はそこで一番の手て練だれと言われておりました。

　───過去形だな。いまは違ちがうのか。

　───その集団が滅ほろびてしまいましたから。奴やつは、その一族で唯ゆい一いつの生き残りです。

　───……。

　闇やみの中を這はいずりまわるような生き方をする者たちがどうなろうと、ラルフシオンには興味がなかった。おおかた疑うたぐり深い雇やとい主にでも消されたのだろう。権力者が身勝手なのは世の常だ。その手の中で、邪じや魔ま者ものが握にぎり潰つぶされていくのも。

　───つまり、生き残ったというその男を握り潰すなら、それは私の手ということだな。

　淡たん々たんと、特別な高こう揚ようもなくそのときそう思った。

（……そうだ）

　ラルフシオンはキルアスを見つめた。

（私はこの汚けがらわしい存在を操あやつる側であって、操られる側ではない）

　その、当たり前の事実を思い出し、ラルフシオンは微び笑しようを口元に浮かべた。

「……毒を、私が欲しがっていると？」

　ゆったりとした口調で尋たずねる。

　いつものような余よ裕ゆうを見せ始めたラルフシオンを、キルアスは何の感情も浮かべずに見返した。

「確かに、王族の処しよ刑けいは毒によって行われる。だがその毒は、王宮に代々伝わる特別な毒だ。お前に作ってもらう必要などない」

「正式な処刑で殺すならな」

　キルアスは呟つぶやき、顎あごを僅わずかに持ち上げた。

　前髪の隙すき間まからラルフシオンを見る。

「王族の処刑は、自ら毒を呷あおらせるのだろう？」

　何故それを知っているのかとは尋ねなかった。暗殺を生業にしているというのであれば、各国の処刑制度の実態くらい熟知していても不思議ではない。

「だが王おう妃ひはいまだ、罪を認めていない。だから毒も拒こばんでいる。───違うか」

　キルアスの言うとおりだった。

　───私が陛下の命を奪う筈はずはないでしょう。

　毅き然ぜんとした態度でカテリナは言い放っていた。

　───しかし証しよう拠こがあるのです。陛下の薬には毒が混ざっており、その調薬を貴女あなたがニクラスに指示しているところを別の調薬師が見ている。調薬師長ホルガーが薬を怪あやしんで投とう与よを止めようとしたのに、貴女の声がかりで通ったのも。

　───あれは正しき薬です。それに何より、私にもアレクシオンにも、陛下を暗殺する理由などない。アレクシオンが王になりたがっていたなどと、いったい誰だれが思うのです？

　───では何故アレクシオン殿下は国を出たのです。陰いん謀ぼうが露ろ見けんしたと分かったからではありませんか。

　───アレクシオンが国を出たのは、私が世の中を学ぶよう命じたからです。そなたたちの言うとおりであるなら、何故私もともに国を出ないのですか。このように捕とらえられると分かっていながら。そのほうが、よほどおかしいではありませんか。

　そうしたやりとりは一日中繰くり返される。同じような問答を繰り返させることでカテリナを疲ひ弊へいさせ、曖あい昧まいに頷うなずく瞬しゆん間かんを待っていても、カテリナは決してのばした背筋をゆるめず、正面を見み据すえたままだと聞く。

（当然だ。……王妃は暗殺などしていないし、言っていることは真実なのだ。何より、自分が産んだ息子むすこを罪人にするわけにはいかないから、必死に抵てい抗こうするだろう）

　ラルフシオンは笑った。

（だが、いつかは───落ちる）

　それさえ待てば、どんな疑ぎ惑わくが囁ささやかれようとも、真実は王妃の命とともに闇へ沈しずんでいく。それが王家の歴史というものだ。

「王妃はいずれ毒を手にする」

　そうなるように、追い詰つめる。

「───だから甘い」

　くっとキルアスは笑った。

　ラルフシオンの眉まゆがひくりと動くのを見て、キルアスの目が細められる。

「毒を飲む前に、王妃が真実を話したらどうする」

「───」

「第三王子が本当は───」

「───いい加減に、口を慎つつしむが良い」

　イシュトがキルアスの言葉を切った。

「お前は黙だまって、殿下や私の命令を聞いていれば良いのだ。さっさと、ここから───」

「待て」

　ラルフシオンはイシュトを制してキルアスを見た。

「何が言いたい？　そなたが提供できる毒で、事態は動くというのか？」

　王妃が真実を暴ばく露ろするという可能性を見なかったわけではない。その場合は、陰謀を正当化するための噓うそ、もしくは乱心ということで片付けるつもりだった。

　真実を知るのはカテリナとステラしかいないのだ。二十年以上もの間、彼女たちが周しゆう到とうに隠かくし通した真実だからこそ、証明する術すべはない。

　それでも人々の胸に、小さな疑惑の染しみは残すだろう。

　その汚よごれが、いつか別の形でラルフシオンに跳はね返ってくるかもしれないという恐おそれは確かにある。

（無論、そんなものはねじ伏ふせるつもりだが）

　そう思いつつもキルアスの言葉に心が動きそうになるのは、やはり焦あせっているのか。

　その思いを読み取ったかのように、キルアスが言う。

「悠ゆう長ちように待っている間に、事態が悪あしき方向へ動くことはあるぞ」

　キルアスは小さく笑った。

「王とは、望むように世界を動かす者ではないのか？」

「───」

　殿下、とイシュトが小さな声で呼びかけたのは、ラルフシオンの心が揺ゆれたのを見て取ったからだろう。勿もち論ろんそれは、抑よく止しの声だ。

（こんな奴の言葉に乗るいわれはない）

　頭では、そう思う。

　だが。

　いつのまにかキルアスの手に握られていた、小さな薬くすり瓶びんに目が行く。

「……これは、命ではなく心を奪うばう毒」

「───」

　囁くような声を聞いた瞬間、何故なぜかラルフシオンの脳のう裏りを過よぎった姿がある。

　鳶とび色いろの髪かみに、漆しつ黒こくの瞳ひとみ。飾かざり気はないのに、眩まばゆく笑う娘むすめ。

　ラルフシオンに向ける瞳は敬意とともにかすかな怯おびえを含ふくむけれど、自分の主あるじに対しては絶対的な信しん頼らいを込め、安心しきった眼差しで見つめる。

　あの眼差しが彼女の心そのものなら、奪えるのか。あの、純じゆん粋すいな瞳に宿る光を───。

「もっとも、王妃には死ぬように命じるのだから、結局は命も奪うが」

　キルアスの言葉に、ラルフシオンは一いつ瞬しゆんだけ目を見開き、そして伏せた。

「……殿でん下か？」

「───分かった」

　ラルフシオンは顔を上げた。その顔を見たイシュトが、わずかに息を吞のむ。

　白い頰ほおに、うっすらと唇くちびるに笑えみを浮うかべたその顔は、何かを決めたようにも、諦あきらめたようにも見えるが、長年ラルフシオンに付き従っているイシュトですらぞっとするほど酷こく薄はくで、美しい顔だった。

「見せてみろ。その毒の威い力りよくとやらを」

　ラルフシオンはそう言うと、部屋を出た。イシュトが急いでその後に続き、キルアスが少し遅おくれてそれに続く。

　しばらく廊ろう下かを歩くうちに、ラルフシオンはイシュトがキルアスを優すぐれた暗殺者だと言った理由の一いつ端たんが分かった気がした。

　キルアスは、ラルフシオンたちから離はなれて歩いている。

　ラルフシオンたちを見て急いで足を止めて頭を下げる者たちは、ラルフシオンたちが去った後で、必ずキルアスを見ることになるのだが、誰も彼に視線を留めないのだ。

　よくよく見ると、長めの前まえ髪がみから覗のぞく顔立ちは整っているのだが、王宮を闊かつ歩ぽする者は自分より身分の低い者の顔など見てはいない。大人しく廊下の隅すみで控ひかえている、これといって特とく徴ちようのない小こ柄がらな男に関する記き憶おくは、彼の前を通り過ぎた瞬間に彼らの頭から消え失うせてしまうようだった。

　キルアスの声も同じようだったことを思い出す。

　暗殺者にとって、印象を残さないということは非常に重要なことだ。キルアスは、生来の容姿が目立たないというよりは、目立たぬ術を身につけているのだろう。

（……だから警護の厳しい父上の寝しん所じよにも入り込めたのか）

　キルアスがどのような方法で王宮に忍しのび込み、国王をその手にかけたのかは知らない。知るつもりもない。

　ふと、背後の小さな身体からだが、自分を襲おそう日のことを思った。

　その一瞬の想像を、ラルフシオンは心の壁かべに押し潰つぶす。それは烙らく印いんになることすらなく消えて、廊下の先にある王おう妃ひが幽ゆう閉へいされている小部屋へ視線を向けたときには、記憶の表面にすら影かげはなかった。

（……ん？）

　ラルフシオンは足を止めた。

　部屋の扉とびらの両りよう脇わきには衛兵が立っていたが、その扉の前に立つ別の姿を見たからだ。

　女官が二人だが、身につけている服で役割が分かった。一人は王宮調薬師で、もう一人の服は王宮内では滅めつ多たに見ない、調薬の下働きが着る灰色の制服だ。

　ふと先頭に立つ調薬師がラルフシオンの方に振ふり返った。

「……!?　ラルフシオン殿下……っ」

　緊きん張ちようのせいなのか、あるいはここ数日自分に課せられた役割に対する心労なのか。見覚えのある顔は青白かったが、ラルフシオンと目があったとたん、さらに蒼そう白はくとなった。

　膝ひざを折って礼をとるが、そのまま崩くずれ落ちそうだ。

「……確か、リディアだったな」

「！　……は、はい……！」

　今年行われた試験を好成績で通過し、王宮調薬師に加わった娘が、調薬師長ホルガーの姪めいだということは把は握あくしている。だがその顔までラルフシオンが覚えていたのは、少し前に王宮で行われた調薬師の特別試験に、リディアが登場したからだ。

　アレクシオンの《四誓》として加わったシェリルを、王宮調薬師として認めるかどうかを判断する試験に、それが公正なものであると示す目的で引っ張り出された筈はずだが、本当の目的は明らかだった。

　リディアとシェリルの差を見せつけて、シェリルには王宮調薬師となる資格がないということを大勢に知らしめることが目的だった筈だが、結果は真逆のものになった。リディアも優れた資質を示したものの、シェリルが圧あつ倒とう的な才能を見せつけたために、リディアの存在感は薄うすれ、むしろ引き立て役になってしまったのだ。

　あのホルガーの姪で、しかも裕ゆう福ふくな貴族の出であるリディアには、身分の低いシェリルに実質負けたことは相当の屈くつ辱じよくであろうし、恨うらんでもいるだろう。そういう意味では、シェリルの主であるアレクシオンやそれを支持する王妃の凋ちよう落らくは、リディアにとって喜ばしいことに違ちがいない。
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　それでもまだ十代の娘には、王妃のもとへ毎日『毒』を持参する役目はきつい筈だ。だが、リディアが王宮でその地位を固めるためには、こうした試練を乗り越こえる必要がある。と同時にホルガーの息の掛かかったリディアであれば、いざというときに使える。

（手て駒ごまとしても、───捨て駒ごまとしても）

　ラルフシオンはリディアを見下ろしながら、うっすりと笑った。

「この役目はつらいだろう。……すまないな」

　心にもない言葉を、切なく響ひびく声に乗せる。リディアの肩かたがぴく、と動いた。

「今日はもう良い。罪に問われているとはいえ、王妃陛下は私にとっても大切な御お方かただ。一日くらい、心安らかな日があっても良いだろう。……ゆっくりとご自分のなさったことを考えることが出来るような」

「───！」

　リディアだけでなく、その後ろでリディア以上に頭を深く下げている下働きの娘の身体も弾はずんだ。それで無意識に視線がその娘へと動く。

　王宮仕えの調薬師や医師たちは身分や血筋で厳選されているが、下働きはせいぜい下級貴族で、平民出身の者も多い。

　頭を帽ぼう子しでくるんでいるため髪の毛の色すら分からないが、本来なら王宮のこのような場所まで入れるような身分ではないから、彼女の抱かかえた緊張はリディアのそれ以上だろう。よく見ると、水差しを載のせた盆ぼんを捧ささげ持つ手も細かく震ふるえている。

　ふと。

　帽子から覗く細い首筋に目がいった。

　何故そう思ったのか、後で考えてもラルフシオンは分からなかったが、その白い首筋から背中へ続くなだらかな線に、この場にはいない娘の面おも影かげが脳裏を過ぎった。

　イシュトがリディアに言う。

「殿下がこうおっしゃってくださっている。そなたたちは戻もどるが良い」

　しかしイシュトの言葉に、意外にもリディアは顔を跳はね上げた。

「いえっ……あの、王妃陛下の体調を確かく認にんすることも私に与あたえられた役目ですから」

　その言葉にラルフシオンは何の冗じよう談だんかと笑い出しそうになる。死ねと毒を突つきつけながら、お身体の具合は如何いかがですかと尋たずねる、その茶番。そしてそれは、自分にも当てはまるのだ。

「それは私が確かめる。───ああ」

　ラルフシオンはゆっくりと、一度リディアに向けた視線を背後の娘へと移した。

「それは王妃陛下に差し入れる水か」

「───」

　殆ほとんど伏ふせている娘は、さらに頭を低く下げることで肯こう定ていを示した。

「ならば、そなただけ入るが良い」

「え───」

　顔を強こわばらせたリディアとは逆に、娘むすめは無言で頷うなずいた。

　ラルフシオンの命令に躊ちゆう躇ちよを見せるリディアを、イシュトが冷れい徹てつな目で追い払はらう。それを横目で見たラルフシオンは、敬礼する衛兵たちに頷いてから、扉を叩たたいた。

　奥から小さな声が返る。カテリナだ。

「───失礼します、王妃陛下」

　イシュトと下働きの娘を連れて中に入る。

　部屋の中は薄うす暗ぐらい。昼間だが、北向きであるため充じゆう分ぶんな日差しが室内に入って来ないのだ。

　無論、そういう部屋を選んだのだ。王妃の精神状態が不安定になるように、不安が不安を呼び、鬱うつ々うつとした淀よどみが彼女の胸に降り積もるように。

「───……その声は……ラルフシオン？」

　怪け訝げんそうな声は、奥から聞こえた。

　カテリナは、窓を背に置かれた椅い子すに座っていた。

　わずかな光とはいえ逆光になるため、表情は影になって見えない。だが、薄い光をまとった輪りん郭かくから、すっきりと背筋をのばしていることが分かる。

（ち）

　薄うす笑えみを浮うかべながら、ラルフシオンは心の中で舌打ちをした。

　悠ゆう長ちようだと嘲あざ笑わらったキルアスに、いまなら頷ける。

（これは、しばらく落ちない）

　内心、カテリナの強きよう靭じんな精神力に感かん嘆たんしながらも、ラルフシオンはカテリナからははっきり見えるであろう自分の表情に、憂うれいの色を浮かべてみせた。

「いつまでこの状態を続けるおつもりですか」

　そう問うと、カテリナは、ふい、と横を向いた。感情を見せない横顔の、透すき通るような美しさに、ラルフシオンは初めてアレクシオンの面影を見た。

「もう認められたら如何です。そうすれば、楽になる」

「───」

　カテリナは動かない。

　じっと横の壁かべを見つめる瞳ひとみにはまだ強い光がある。けれど、頰ほおから顎あごにかけた線はいくぶん瘦やせた。食事は最低限運び込まれているが、殆ど手をつけていないという報告は受けている。

「もちろん強制はしませんよ。貴女あなたご自身の意志で罪を認めていただかなくては、いらぬ疑いがこちらに来る」

　ただ、と囁ささやくようにラルフシオンは言った。

「───ステラは時間の問題だと思いますよ」

「!?」

　弾はじかれたようにカテリナが振ふり向く。

　驚きよう愕がくと恐きよう怖ふを混ぜたような目でラルフシオンを見た。

「……どういう意味です」

「彼女自身は王族ではない。貴女のような、ただ自白を待つだけの処しよ罰ばつというわけにはいきませんから」

　暗に拷ごう問もんを匂におわせると、案の定、カテリナの頰はさらに白くなった。

「……まさか」

　カテリナはわななき、両手で唇くちびるを押さえた。

　くらり、と上体が傾かしいだ瞬しゆん間かん、ラルフシオンの後ろから娘が飛び出した。

　倒たおれそうになったカテリナを両手で支える。

　身分を忘れた不ふ遜そんな行こう為いだが、ラルフシオンは咎とがめなかった。イシュトが一歩踏ふみ出したのも、手で軽く制する。

「───すまぬ、大だい丈じよう夫ぶです」

　カテリナが小声で礼を言う。たかが下働きに礼を言うなど信じられないなと心の中で思いながら、ラルフシオンはじっと二人を見つめた。

「……お顔の色が」

　カテリナにしか聞こえないくらいの声で娘が言うと、さすがにカテリナも眉まゆを寄せて娘を見た。

　いまは罪に問われているとはいえ、カテリナは王おう妃ひという国内では最上位の身分にある。そのカテリナに対し、命じられてもいないのに貴族でもない者が直接語りかけるという行為は、王宮内ではあり得ないからだ。

　訝いぶかしむように娘を見たカテリナが、わずかに目を見開くのをラルフシオンは見た。

　娘は先ほどまで控ひかえていた場所まで戻り、持ってきた盆から水差しと茶器を手にすると、再びカテリナの前で膝ひざをついた。

「どうぞ、王妃陛下───」

　顔を伏ふせてた娘が、茶器を両手でカテリナに差し出す。

　それにカテリナが震える手をのばしたときだった。

「───そこまでだ」

　ラルフシオンは大おお股またで二人に近づくと、娘のかぶっていた帽子に手をかけた。

「あ！」

　声をあげたのはカテリナで、娘は無言だった。

　だがラルフシオンを見上げた娘の双そう眸ぼうは大きく見開かれ、そこには恐怖と失望の色が浮かんでおり、ラルフシオンは満足げに笑った。

　娘の漆しつ黒こくの瞳はわななくように、ラルフシオンを見つめて離はなれない。それは恐怖によるものと分かっていても、誤解をしてしまいそうな強さで、ラルフシオンの笑みが深くなる。

「……まさか、そなたとここで再会するとはな」

　手をのばし、娘の肩かたに流れ落ちた鳶とび色いろの髪かみを、一ひと房ふさだけ指に絡からめる。

「そなたも予想外だったのかな？　───シェリル」

　シェリルはラルフシオンを見つめたまま、唇をきゅっと嚙かみしめた。




　　　　四




　時はわずかに遡さかのぼる。

　王都へ戻ったアレクシオンとシェリルたちが知ったのは、王妃と第三妾しよう妃ひが国王暗殺の罪で捕とらえられたという噂うわさが、王都中を駆かけ巡めぐっているという事実だった。

　勿もち論ろんその陰いん謀ぼうには第三王子のアレクシオンも荷か担たんしていることになっている。そのため、アレクシオンが調薬の教習所づくりや販はん路ろの整備を任せたロビンや、その他ほかの協力者たちも捕らえられたという情報を持ってきたのは、サリオの仲間だった。

　───『六月の鷲』というのは、ちょっとは名の知れた義ぎ賊ぞくの名前だよ。

　王都へ戻もどる道すがら、ルーカスがこっそりシェリルに教えてくれた。

　ちょっとは、というのはかなり遠えん慮りよがちな表現で、実際には複数の国をまたがって足あし跡あとを残すほどの、大規模な集団だったようだ。

　その頭領の首に懸けん賞しよう金をかけた国は一国ではなく、彼らを捕らえるためには軍を出さざるを得ないほどだったらしい。それでも頭領どころか幹部もろくに捕らえることは出来ず、支し援えんを受けた民たみからの評判は高まるばかりで、どの国もその存在を苦々しく思っていた。

　それが、『六月の鷲』だ。

　その若き頭領がサリオだったと、ルーカスは言う。

　規模としては比ひ較かくすら出来ない『黒爪』の若わか長おさレオがサリオに心しん酔すいするのは、そうした噂を憧しよう憬けいを持って聞いていたからだろう。

　───ただ、まあ、ちょっとした出来事があってね。『六月の鷲』は表おもて舞ぶ台たいから消えることになったんだけど、いまでもあいつらはサリオの指示で動いている。

　そのサリオを従えているのはアレクシオンなのだから、実質、『六月の鷲』はまるごとアレクシオンの手足になっているのだとルーカスは教えてくれた。

　───アレクシオンに自覚はないけどね。

　ルーカスは、なにやら相談しているアレクシオンとサリオを遠目に見ながら楽しげに言った。

　───イゼリアの王子の私設軍隊が、各国が狙ねらう元義賊ってのも面おも白しろいよな。

　そうした事情をルーカスは教えてくれたけれども、何故なぜサリオがアレクシオンの《四誓》になったのかという経けい緯いは語らなかった。ルーカス自身のこともだ。

　シェリルはそれで構わなかった。

　知らなくて良いと言ったのは本心だ。いまアレクシオンの《四誓》としてシェリルとともに行動する、信しん頼らいできる仲間であることに違ちがいはない。

　たとえ彼らが歩んで来た道が、太陽の光を堂々と浴びるものではなかったとしても、彼らの瞳に宿る光のまばゆさをシェリルは知っている。いまはそれがすべてだと思うのだ。

「朗報だ」

　仲間から情報を収集してきたサリオは、そう言いながらアレクシオンのところへ寄ってくると、どさりと椅い子すに腰こしをおろした。

　ここは下イゼルにある、商家の一室だ。

　もと『六月の鷲』の仲間たちは一いつ般ぱんの民に混じって生活しているのだが、国も職業も多た岐きにわたっているらしい。ここもそうした仲間の一人の根城であり、彼は下イゼルでもそこそこ名の売れた商人として生きているという。

「ロビンたちは割と早く解放されて、いまは自宅で軟なん禁きんされているらしいが、商あきないは継けい続ぞくを許されている。実質お咎めなしの状態だ」

　その情報は、出入りを許された王宮の兵舎で得たものだというから信しん憑ぴよう性せいは高い。

「アレクに関かかわった者は全ぜん滅めつかと思っていたんだけどな」

　机を挟はさんで向かい側に座るルーカスが、物ぶつ騒そうなことを平然と言う。

「お咎めなしってことは、アレクシオン様や王妃陛下への疑いが晴れたってことでしょうか」

　ヴァルトが期待を込めてそう尋たずねると、サリオは首を横に振った。

「それは、ない」

　変わらず王妃カテリナとアレクシオンの母ステラは捕らえられたままで、有罪はもはや確定事じ項こうとなっているという。

「ロビンたちが許されたのは、ひとえに教習所や薬のおかげだよ」

　サリオはそう言ってシェリルを見た。

　ロビンはシェリルにとっても昔むかし馴な染じみであるうえに、親友ラリサの叔母おばの嫁とつぎ先でもある。

　彼が解放されたと聞いてほっとしたものの、それがアレクシオンが始めた教習所や薬とどう関係があるか分からず、戸と惑まどうように隣となりに座るアレクシオンを見た。

　アレクシオンは黙だまってサリオの話を聞いていたが、彼もまた問いかけるようにサリオを見るしかないようだった。

　サリオは軽く笑った。

「イゼリアの民だよ」

「民？」

「お前が私費で教習所を作り、ロビンたちの力を借りて薬が民まで行き届くようにしようとしているのを、イゼリアの民なら全員知ってる。いまここでロビンたちを一いち網もう打だ尽じんにしたら、それが全部潰されるかもしれないだろ。だからロビンたちが捕らえられたとき、病人を抱かかえたイゼリアの民がいっせいに衛兵たちに詰つめ寄ったんだ」

　───国王陛下を暗殺したかどうか知らないが、俺たちからまた薬を奪うばう気か!?

　───たかだか町の商人が暗殺なんかに関われるわけないだろ！

　───そもそも本当に、アレクシオン殿でん下かがそんなことをしたのか!?

　ここまでなら、まだ良い。

　───たとえそれが本当だったとしても、俺たちに薬を与あたえたのは前国王陛下ではなくて、アレクシオン殿下だ！

「───……それは、それは」

　ルーカスが目を見開いた後、にやりと笑った。

「民の本音だな」

「違う」

　アレクシオンが短く否定する。

　サリオを見つめながら、アレクシオンは続けた。

「『鷲』を煽せん動どうに使ったな」

　シェリルは目を見開いてアレクシオンを見た。一方のサリオは笑えみを浮うかべて両手を挙げる。

「ご明察」

　大人しい王都の民が、いきなり衛兵たちに楯たて突つく筈はずがない。衛兵たちの言動に不ふ審しんを抱いだいたとしても胸の中に収め、せいぜい彼らが去った後でひそひそと密談をかわす程度だろう。

　だが、誰だれかが上げた大声が、自分の堪こらえた声と似たものであれば、安あん堵どとともに追従する。

「だがな。確かに最初に声を上げたのは『鷲』の仲間たちだが、一気に声は広がって、何十倍もの民が集まったんだ。これはまさしく、民の声だ」

　そこでサリオの顔が引き締しまる。じっとアレクシオンを見つめ、低い声で言う。

「お前が聞くべき声だろう？」

「───」

　アレクシオンは瞬まばたきもせず、サリオを見返した。

（……そうよ）

　シェリルは唇くちびるを引き結んで二人を見た。

　一度はその身分と権利を放ほう棄きしてイゼリアを出ようとした。だがやはりアレクシオンは、この国の王子であり、本来であれば王位を継つぐべき者なのだ。

　あらぬ罪をきせられ、他国に追いやられて良い人ではない。ましてや民はアレクシオンに期待し始めた。それを裏切れるようなアレクシオンではない筈だ。

（王位につくかどうかは別にしても、シオンはこの国になくてはならない人なのよ）

　そうしたあるべき姿を取り戻すには、いまの状じよう況きようを打破しなくてはならない。

「ま、ロビンたちを救うのは成功して、アレクの人気を王宮に知らしめるのも成功したと言えるんだろうけどさ」

　冷静な口調でルーカスが言う。

「反面、王おう妃ひ陛下やステラ様の身に危険が迫せまったと言えるんじゃねえか？」

「え」

　シェリルはひやりと心臓が縮むのを感じながら、ルーカスを見た。

「どうして……？」

　泣きそうな顔をしたシェリルにルーカスは眉まゆを下げてから、ため息をつくように言う。

「ロビンたちの件は、明らかに奴やつら───王妃陛下やアレクを陥おとしいれようとしている奴らにとっては計算外だ。見せしめの罪人、もしくは冤えん罪ざいをでっちあげるための証人の数が減ったんだからな。だとしたらもう、分かりやすく首しゆ謀ぼう者しやを示すしかないだろう」

「示すって……」

「処しよ刑けいだよ」

「あ、あんたッ！」

　ヴァルトが目をつり上げて立ち上がる。

「そんなこと、アレクシオン様の前でよくも……っ」

「遠回しにしたり言葉を飾かざったりしても、それが事実だろ。それともお前は、王妃陛下やステラ様まで、ロビンのように無罪放ほう免めんになると信じてるのか？」

「……それ、は」

　ヴァルトは両手をきつく握にぎりしめると、俯うつむいた。引き結んだ唇が震ふるえている。

　ルーカスはさらりと前まえ髪がみを手で払はらいながら、アレクシオンに顔を向けた。

「助けたいなら、一刻を争うと思うぜ」

「俺も同感だ」

　サリオが頷うなずいた。

「なにせ王宮内の話だからな。多少は力ちから業わざが必要になる」

　そう言うと、サリオはおもむろに机の上に図面を広げた。

「！　あんた、これ……ッ」

　打たれ強いと言うべきか、うなだれていたヴァルトが図面を目にしたとたん、かっと目を見開いて声を上げた。

「王宮の見取り図!?　こんなの、最高機密なのにどうやって……！」

「うるさいぞ、少年。俺たちは王宮に住んでいただろうが」

「いや、だってこれ、東の宮きゆう殿でんだけじゃなくて本宮殿まであるじゃないですか!?」

「騒さわがしくするだけなら出てけ。───アレク、ここだ」

　サリオはヴァルトを無視して話を始めた。

　どうやら、『鷲』とアレクシオンたちが呼んでいる『六月の鷲』の仲間たちは、王宮の奥深く───少なくとも、本宮殿奥の見取り図まで描かけるほど、細部まで潜もぐり込んでいるらしい。それも一人二人ではなさそうだ。

（……それなら、王妃陛下やステラ様を救えるかも……！）

　凍こごえるような不安しかなかったシェリルの胸が、ほんの少しだけ熱を取り戻もどす。

「───ステラ様は東の宮殿にそのまま幽ゆう閉へいされている。毎日尋じん問もんは行われているが、袖そでの下をたんまり渡わたしてあるから、酷ひどい目には遭あってない」

　敵には逆の報告がいっているけどな、とサリオがほくそ笑む。

「だから、そっちは問題ない。そもそもあそこの衛兵たちは『鷲』にすり替かわっているから、号令をかけるだけでステラ様は救い出せる。問題は───」

　サリオが図面の一点を指さした。

「王妃陛下だ」

「───」

　サリオの指先に視線を落としたアレクシオンの瞳ひとみが、ゆっくりと瞬く。

「居室からこの三階の部屋に移動させられている。窓はひとつ。鉄てつ格ごう子しなどはないが、露ろ台だいはなく、壁かべを伝い降りることは難しい」

「衛兵のすり替えは？」

　ルーカスが尋たずねると、サリオは首を横に振ふった。

「本宮殿で、王妃陛下の見張りだろ？　さすがに身元のはっきりした……正確に言うと、イシュトの息のかかった兵だけが配置されていて、難しい」

「……出入りする者は？」

　アレクシオンが尋ねる。

「尋問役の大臣と裁判官たち。それと、王家専門の毒を運ぶ調薬師」

「専門の……毒？」

　シェリルが聞き返すと、サリオは答えてくれた。

「イゼリア王家の者の処刑は、その尊厳を守るために、自殺させるんだよ。自らの意思で毒を呷あおらせるらしいぜ。まあ、多少は楽に死ねる薬なんだろうな」

　ルーカスがそれを聞いて鼻を鳴らす。

「それが残ざん酷こくでないとでも思っているのかね」

　シェリルは机の下で膝ひざに置いた手を、きゅっと握り込んだ。

（……毒……）

　どこまでも、まとわりついてくる。

　そんなことを思ったとき、ヴァルトが言った。

「その毒は別の薬にすり替えたほうが良いんじゃないですか？」

「───」

　サリオとルーカスがヴァルトを見る。

　強い視線を受けて、ヴァルトは焦あせったように手を動かした。

「万が一、尋問に疲つかれた王妃陛下がやけになって……やけになるってのはないのかな、ともかく、ついその毒を飲んじゃったときに」

「それ、良いな」

「面おも白しろい」

「へ」

　サリオとルーカスが同時に褒ほめたので、ヴァルトは自分の耳をまず疑ったらしい。きょとんとした顔を見せたが、サリオたちはそれに構いはしなかった。

「調薬師か下働きの誰だれかとすり替わるか」

「うまくやれば、王妃陛下にこっちの意思を伝えられるかもしれんな。───アレク、」

「───私ッ！」

　シェリルは立ち上がって右手を高く上げた。

　目を見開いて顔を上げたアレクシオンたちに、シェリルは頰ほおを紅潮させて言った。

「私が行きます！　薬のすり替えと、王妃陛下へ伝言する役目は、私にさせてください！」

「シェリル」

　眉をひそめたアレクシオンに、シェリルは身を乗り出すようにして言った。

「私なら薬も扱あつかえる。調薬師の誰かに替わってもらうことも」

「いやいや、それは無理だよ、シェリル」

　ルーカスが首を横に振る。

「シェリルだって手配されているんだぜ？　調薬師に声をかけたとたん、衛兵を呼ばれて終わりだろうが」

「調薬師が駄だ目めなら、下働きの子がいるわ！」

　一いつ緒しよに薬草を摘つんだ仲間たち、特に教習所へ行けないかわりに東の宮殿でシェリルが教えた娘むすめたちの誰かなら、力を貸してくれると思った。

「……信用できるかなあ」

　ルーカスが腕うでを組んで唸うなる。

「大だい丈じよう夫ぶよ、だって」

「駄目だ」

　さらに言いつのろうとしたシェリルを、アレクシオンが止めた。

「どうして!?」

「危険すぎる」

「危険なのはシオンたちも同じでしょう!?」

　シェリルはアレクシオンを見上げて叫さけんだ。

「自分たちだって、宮殿に乗り込むつもりなんでしょう!?　私なんかより、シオンのほうがずっと危険なのに、自分はそうするくせに私には手伝いをさせてくれないの!?」

「アレクと自分を一緒にするな」

　サリオが珍めずらしくシェリルに対して厳しい声を出した。

「アレクは自分の身を守れる。シェリルは出来るのか？」

　ぐっと言葉につまる。

　サリオの言うとおりだ。

　これまでシェリルは何度も危険な目に遭ってきた。その危地から助け出してくれたのはアレクシオンであり、サリオたちであった。シェリルが自分自身の力だけで乗り越こえたことなど、殆ほとんどない。

　当たり前だ。女のシェリルにはアレクシオンたちのような力も武術もない。ただ薬を作ることが出来る、男の力なら簡単に骨をへし折られてしまう華きや奢しやな腕があるくらいだ。

　だが。

　シェリルは意志の強さを瞳に込めて、アレクシオンを見上げた。

「でも私は女です」

「───」

「女だから入り込める場所もある筈はず。特に王おう妃ひ陛下の部屋に出入りするには、女の私が一番目立たないんじゃないの？」

　アレクシオンは無言だ。

　その蒼あおい瞳に吸い込まれそうになりながらも、シェリルは言った。

「私はシオンの《四誓》じゃないの？　それなのに私ひとりだけが守られていたら、私は《四誓》を名乗れない。シオンのそばにいる資格がない」

「資格なんて」

「聞いて、シオン」

　シェリルは躊躇ためらいながらもアレクシオンの腕をそっと握にぎった。

　案じる色を隠かくさないアレクシオンを見上げながら、心を込めて言う。

「シオンの手助けをしたい。王妃陛下やステラ様を助けたい。それが一番よ。だけどそれだけじゃないの。もうこれ以上───毒で誰かが命を落とすのが嫌いやなの」

「───」

　調薬師として、薬で人を助けることが夢だった。

　だが、薬の一種として毒がある。

　調薬師である以上、シェリルにも毒の知識はある。知識がなければ解げ毒どく剤ざいも作れないからだが、当然のことながら毒を作ることも出来るのだ。

　この世に毒があるということは、調薬師の誰かがそれを作ったということだ。

　人の命を救うための知識を、人の命を奪うばうために使った、誰かが。

（……許せない）

　シェリルはそっと胸むな元もとに隠れたネックレスに、服の上から触ふれた。

（そんなの、黙だまって待っていられる筈がない……！）

　ぎゅっと唇くちびるを嚙かむ。

　頑かたくなな態度を崩くずさないシェリルに、サリオとルーカス、そしてヴァルトはアレクシオンへ目を向けた。

　アレクシオンはまだ黙ってシェリルを見下ろしている。

　シェリルも視線を外さない。

「───……分かった」

「！」

　折れたのはアレクシオンのほうで、サリオたちは瞠どう目もくした。いくらシェリルが強請ねだっても、アレクシオンが許す筈はないと踏ふんでいたからだ。その一方で、シェリルの主張にも聞く価値はあると思っていたのがサリオとルーカスだ。

　調薬師としての思いなどは、正直彼らにはどうでも良い。だが女だからこそ入り込める場所があるというのは正論だ。

「……けど『鷲』にも女はいるだろ？」

「いる。だが確かに、シェリルは危険度も高いけど、有利な面もある。一部の者はシェリルに心しん酔すいしているし、調薬技術も役立つ場面があるかもしれん」

「危険度の高さのほうが問題でしょ!?」

[image: ]

　冷静な二人に比べてヴァルトだけがおろおろとしているが、その肩かたをぽんと叩たたいてサリオがなだめる。

「仕方ないだろ。アレクが許すんだから」

　確かにアレクシオンはシェリルの願いを聞き入れたが、本心は別だ。それをアレクシオンは正直に口にした。

「……本当は連れて行きたくない」

　そう言うと、自分の腕を摑つかむシェリルの手の上から、自分の逆側の手を乗せた。

「シェリルが俺の《四誓》であることと、シェリルを危険な目に遭あわせることは、俺の中では一緒にはならない」

「シオ───」

「だが」

　アレクシオンはシェリルの手を握りしめると、その手を自分の腕から外させた。

　じっとシェリルを見つめて、息を吐はく。

「俺の《四誓》である前に、シェリルは調薬師だった。───それを思い出した」

「シオン……」

「お前も、忘れるな」

　アレクシオンはシェリルの手を握りしめたまま、それを自分の口元へと運ぶ。

「調薬師である前にお前は───……」

　そう呟つぶやいたアレクシオンは、握りしめたシェリルの手の甲こうに、唇を当てた。

「！」

　アレクシオンの唇が触れた場所から身体からだ中じゆうに、火花が散ったような衝しよう撃げきが走る。それは高い熱を伴ともなって、シェリルの全身を一いつ瞬しゆんにして駆かけ巡めぐり、最後に心臓で破は裂れつした。

「シ、シオン……！」

　身体中を真っ赤にしたシェリルを、アレクシオンは強く抱だきしめた。

　耳元で囁ささやく。

「……無む茶ちやはするな。───これだけは、命令だ」

　語ご尾びが擦かすれた声に、とくんと胸が鳴る。

　先刻の衝撃よりはずっとささやかなのに、こちらのほうが、胸に痛いのは何故なぜだろう。

　シェリルはおずおずとアレクシオンの背中に手を回した。

　指先がぬくもりに触れたとたん、無意識に力を込めて服を握る。

「───はい」

　そう、誓ちかった。




　だが実際には、王宮に潜せん入にゆうすること自体が無茶なことで、危険な賭かけだった。

　途と中ちゆうまでは上手うまくいったのだ。

　まず、カテリナの部屋に出入りする調薬師が、リディアであることを突つき止めた。情報源は、下働きの娘むすめの一人だった。

　───将来、出世するためですよ。

　王宮に潜もぐり込んでいる『鷲』の力を借りて接せつ触しよくできた下働きの娘は、シェリルの無事を泣いて喜んだあとで、憎にく々にくしげにそう言った。

　───王妃陛下に毎日毒を勧すすめる役目なんて、そうでなければ誰だれも出来る筈はありません。だって王宮の医師や調薬師たちは皆みな、王妃陛下が大好きだと私たちでさえ知っています。王妃陛下はいつも、国王陛下の治ち療りようをする医師や調薬師たちを労ねぎらってくださってましたから……！

　リディアだって、王宮調薬師の試験を通過したときは王妃から直々に褒ほめられたことを誇ほこりにしていたのだと、娘はそう言った。

　だからシェリルは賭けたのだ。───リディアの良心に。

「───どんな手を使ったのか、教えてくれないかな」

　ラルフシオンがシェリルの髪かみを指先でもてあそびながら、楽しげに言う。

「リディアは君を憎んでいたと思うけど、よくこんなことを承しよう諾だくしたね」

「……リディアは私だと気づいていません。もし気づかれていたら、ここに来る前に衛兵へ突き出されていたと思います」

　ここは噓うそをつきとおすしかない。

　シェリルは全身が震ふるえるのを懸けん命めいに抑おさえながら、ラルフシオンを見上げた。

「その制服は誰から借りたの？」

「……倉庫の位置を知っていましたから、勝手に持ち出しました。リディアには、ホルガー先生の伝言だと噓をついて、いつもと違ちがう時間だけどここに来させました。……リディアも疲つかれていたようで、私の顔なんて、全然見ませんでした」

　もともと下働きどころかシェリルまで見下していたリディアである。付き従う下働きの顔を見ないと言っても、さほど疑われないだろうと知ち恵えを授さずけたのはルーカスだ。

　───イシュトやその主あるじが同じ性質だからな。納なつ得とくするだろうよ。

　けれどシェリルは、実際にはリディアのことをそうは思っていなかった。

　リディアは確かに下働きを見下す態度をとっていたが、調薬の仕事を手伝わせる相手はしっかり選んでいた。それはちゃんと、彼女たちの働きぶりを見ていたことになる。

　シェリルが王宮調薬師になるために受けた公開試験で、リディアの自尊心を傷つけたのだという意識はあった。もともとシェリルに対してリディアは非好意的ではあったが、それがさらに強くなったのにも気づいていた。

　それでもリディアが協力してくれると信じたのは、彼女が優すぐれた調薬師であり、そのことに誇りを抱いだいていると知っていたからだ。

　───罪のない……罪が確定していない王おう妃ひ陛下を死なせてしまう毒を、あなたは好きで運んでいるわけではないでしょう？

　下働きの制服を着たシェリルを見て声も出なかったリディアに、シェリルはそう言った。

　───調薬師としてのリディアを、私に尊敬させたままでいさせて？

　───……。

　リディアは、動いた。動いてくれたのだ。

（危険を冒おかしてくれたリディアを、もしかしたら叔父おじさんであるホルガー先生を裏切らせてしまったかもしれないリディアを、守らないと）

　そして。

　青ざめてシェリルを見つめているカテリナを見やる。

　椅い子すから崩くずれ落ちそうになったときに自分を支えた娘が、アレクシオンの《四誓》に加わったシェリルであると、カテリナは顔を見て気づいた。

　シェリルがここまで来た背景には、当然アレクシオンの存在がある。最愛の息子むすこをシェリルの後ろに感じたカテリナの瞳ひとみに光が差し込んだのを、シェリルは見て取った。

（何があっても王妃陛下を守らないと……お助けしないと……！）

「殿でん下か」

　ラルフシオンの背後から、イシュトが一歩前へ出た。

「すぐにその娘を捕とらえましょう。これはアレクシオン殿下も王妃陛下の陰いん謀ぼうに荷か担たんしていた証しよう拠こになります。でなければ、《四誓》をここに送り込む理由がない」

「いいえ！」

　シェリルは顔を跳はね上げて叫さけんだ。

　ラルフシオンが自らカテリナを訪ねたことや、下働きの娘など見向きもしないと思ったのにシェリルであることを見み抜ぬいたことなど、色々と読みが外れてしまったことは、もはや悔くいても仕方がない。だが、この部屋で誰すい何かされることまでは想定していた。

「シオ……アレクシオン殿下も王妃陛下も、罪に問われることなど何一つしていません。だからお救いに来たのです。罪のない方を死に追いやるのは、このイゼリアにとって恥はじになるのではないですか」

　シェリルは必死に言いつのった。

　このままであれば、次代の王はラルフシオンだ。

　本当はクラウシオンのほうがシェリルの気持ちが伝わると思ったけれど、今この場で説得しなくてはならないのはラルフシオンである。

　背後に立つイシュトがこの一連の動きを指示していることは摑つかんでいるが、もしそれがラルフシオンの与あずかり知らぬことであるなら、ラルフシオンを説得できればイシュトを止められる。

　これこそが、大きな賭けだった。

「ラルフシオン殿下」

　シェリルは震える声をなだめて、間近にあるラルフシオンの繊せん細さいな美び貌ぼうを見上げた。

「お優やさしい殿下なのに、こんな部屋に王妃陛下を閉じ込めておくなんて……私には信じられません。窓も締しめ切って、外にも出られず……高貴な方をこんな場所に閉じ込めていたら、服毒を無む理り強じいしているのも同じではありませんか」

「……そうかな」

　どこか楽しげな様子を変えずに、ラルフシオンの指先は相変わらずシェリルの髪を弄いじっている。

「誰もそんなことは言わないけどね」

「それは。……」

　答えようとしたとき、急に、シェリルの背筋を冷たい悪お寒かんが駆かけ抜ぬけた。

（何……？）

　頰ほおの産うぶ毛げすらそそけだつような感覚に、身体からだが硬かたくなる。そうなった理由が分からず、シェリルは視線を泳がせた。それが一点で止まる。

　この部屋に入ってきたのは、ラルフシオンとイシュト、そしてシェリルだけだった筈はずだ。衛兵たちは三人が入ったのを見て扉とびらを閉め、彼ら自身はいまでも外で警備を続けている。

　その後で扉が開いた気配はない。

　それなのに、何故なぜ、イシュトの後ろにもう一人いるのだ。

「……っ!?」

　ぞっとして分かりやすいほどに身を震わせたシェリルに、ラルフシオンは怪け訝げんな顔をして、その視線の先を追った。

「───ああ」

　どこかつまらなそうに呟つぶやく。

「あれは気にしなくて良い」

　その言葉に初めてカテリナもキルアスの存在に気づいたようだ。

　両手で口を押さえたのは、漏もれそうになった悲鳴を堪こらえるためだろう。

「王妃陛下、ご心配召めされますな。あれは───そう、あれもまた調薬師です」

「！」

　調薬師という言葉に、シェリルは目を見開いてキルアスを見つめ直した。

　前まえ髪がみで目元を隠かくした小こ柄がらな男は、こうして見ているだけだと何の特とく徴ちようもなく、視線を外した瞬しゆん間かんにその存在を忘れてしまいそうだった。だがその身体からは、紛まぎれもなく黒々とした負の波動がたちのぼっている。

「……そうか」

　カテリナが震えながら立ち上がった。

「その手を放してシェリルから離はなれなさい、ラルフシオン」

　強い口調ではなかったが、ラルフシオンが素す直なおに手を引く。それを待って、カテリナはシェリルの腕うでを摑み、自分のほうへと引き寄せた。

　まるでシェリルを守るかのように、そのまま抱だきしめる。

（……王妃陛下……!?）

　戸と惑まどい、カテリナの胸の中で目を見開いたシェリルを抱きしめながら、カテリナはラルフシオンを睨にらみつけた。

「分かりましたよ、ラルフシオン。……その者が、そなたの『毒』だったのですね」

「え」

　振ふり返ろうとしたシェリルをとどめるように、カテリナは腕に力を込めた。

「私も王家の人間です。闇やみに生き、人の命を奪うばうことを生業なりわいにして生きる者がいるということは知っています。それを、王家や貴族の人間が使うということも」

　ラルフシオンは薄うすい笑えみを浮うかべたまま黙だまっている。

「……不思議でした。国王陛下がお亡なくなりになったのは、毒が原因ではないかと思いつつも、そんな機会はなかった筈だと」

　国王の寝しん室しつに入れるのはごく一部の者だった。当然、その入退室は警備の者に許可を得なければかなわない。使用される薬も、国王が服用する前には必ず毒味がなされていた。

「けれどいまのように、どんな技わざを使ったか知りませんが、誰だれにも知られず部屋の中に入れるその者であれば不可能ではない……！」

「!?」

　シェリルはラルフシオンを振り返った。

　優しげな顔に笑みを浮かべているのは、見慣れた姿だ。誰からも信しん頼らい厚く、そう、アレクシオンからも信頼されている筈の、この国の第一王子。

　だが、カテリナが言ったことが真実なら。

　暗殺者をそばに置いているラルフシオンこそが───。

「……王おう妃ひ陛下！」

　シェリルはカテリナの腕から身を外し、振り向いた。同時に、閉め切っていた、天井から腰こしのあたりまである大きな硝子窓を、素す早ばやく押し開ける。

　新しん鮮せんな空気が一気にそこから流れ込み、髪かみを揺ゆらす。それを心地ここちよいと思っている暇ひまはない。

　カテリナを背後に庇かばうようにして立ち、スカートのポケットから短たん剣けんを引っ張り出して構えた。無論、剣けん術じゆつの覚えなどシェリルにはない。それでも何も持たないよりはましだろう。

　この短剣は祖父のユアンから持たされたものだった。

　鍛冶かじを生業にしているユアンが、シェリルのために小さくて軽い短剣を護身用に打ってくれたのだ。

　───剣けんなんて使うことないわよ、おじいちゃん。

　人を救うために調薬師を目指しているシェリルが困ったように言うと、ユアンは言った。

　───お守りじゃよ。

（……おじいちゃん、私と王妃陛下を守って……！）

　震ふるえる手でシェリルは短剣を強く握にぎりしめると、剣けん先さきをラルフシオンに向けた。

「シェリル、何を!?」

　カテリナが息を吞のむ。そのカテリナにシェリルは身を寄せると、小声で囁ささやいた。

「王妃陛下、窓の下をご覧ください」

「え───」

　窓に背を貼はりつかせた状態で、カテリナが目線だけで窓の下を見る。

「───!?」

　三階という高さでも、それが一いつ瞬しゆんでも、はっきりと見て取れた。

　窓の真下は庭とも呼べない通路があるだけだが、そこに立ち、周囲を警けい戒かいしながらもこちらを見上げている複数の男のうちの一人は、間ま違ちがいなくアレクシオンだった。

　父と母、両方から受け継ついだあざやかな蒼あおい瞳ひとみが、揺るぎない強さでこちらを見つめている。

　国を出た筈のアレクシオンが何故なぜそこにいるのか。

　シェリルが短く囁く。

「……シオンは『母を救う』と」

「───っ」

　カテリナの胸が、震えた。

　瞳に涙なみだが滲にじむのは止められない。

（アレクシオン───私の、最愛の息子むすこ）

　もう、いい。

　ふいにカテリナの胸に、満足げな思いが浮ふ上じようした。

　ここまで追い詰つめられた以上、自分はもはや助からない。

　用よう意い周しゆう到とうなラルフシオンは、ここでカテリナを殺しても、皆みなが納なつ得とくする状じよう況きようを作り出すだろう。もしかしたら、いよいよカテリナが罪を認め、自らの意思で毒を含ふくんだと説明するだけなのかもしれないが、いずれにせよ、カテリナは袋ふくろ小路こうじにある。

　だが、そんなカテリナを救いに来た愚おろかな王子がいた。

　もう二度と会えず、母子の名乗りは生しよう涯がい公おおやけに出来ないと思っていた最愛の息子が、命の危険をも顧かえりみずカテリナを救いに来た。

　その事実だけで、もう充じゆう分ぶんだ。

　カテリナは微笑ほほえんだ。

　涙で視界が滲む。だがそれは恐きよう怖ふではなく、幸福の匂においのする涙だ。

（もう良いのです、アレクシオン）

　あとは、せめて。

　カテリナは自分を庇って立つシェリルの背中を見た。

　この身と同じ災さい厄やくが、息子と、息子がたぶん初めて愛したであろうこの娘むすめの上に降らないようにしなければならない。

「ラルフシオン」

　穏おだやかと言って良い声でカテリナが話しかける。

「私は───」

「駄だ目めです、王妃陛下！」

　シェリルはカテリナを強ごう引いんに遮さえぎった。

　はっきりとした理由はなかったが、背後に立つカテリナの気配がふいに緩ゆるんだと感じると同時に出された柔やわらかい声に、カテリナが、シェリルやアレクシオンが望んでいることとは別方向の決意をしたように思ったからだ。

　そしてそれは正しい読みだった。

　振り返って見たカテリナの表情は、この状況下であまりにも優やさしすぎた。

「シオンが王妃陛下を助ける手立てを調ととのえているんです！」

　シェリルが叫さけんだと同時に部屋の扉とびらが勢いよく開く。

　衛兵が十人ほどなだれこんできたが、シェリルは驚おどろきはしなかった。

　彼らの握る剣はすべて、ラルフシオンとイシュト、そしてキルアスへと向けられている。

　───確かに、王妃陛下が幽ゆう閉へいされている部屋の衛兵とすり替かわるのは難しい。だが、他ほかは可能だ。

　サリオがそう言って不敵に笑ったとおり、部屋に入ってきた衛兵はすべて、王宮に入り込んでいた『六月の鷲』の仲間たちだった。

　特に合図は決めていなかったが、シェリルが部屋に入った後に、機を見て入り口の衛兵を倒たおし、突とつ入にゆうする約束だった。

　これで助かる。

　そう思えば良いのに、シェリルはわずかな違い和わ感かんを覚えた。

（……なんで？）

　その違和感の理由を探さぐるために、無意識にラルフシオンを見た。

　不思議そうな目で、突とつ然ぜん入室してきた衛兵たちを見ている。だが、その口元は。

（笑って……る？）

　瞬しゆん間かん、シェリルは叫んでいた。

「王妃陛下、お逃げ下さい！」

「え」

　突然シェリルに肩かたを押されたカテリナが眉まゆを寄せるが、構う余よ裕ゆうはない。

「大だい丈じよう夫ぶです、下でシオンが、」

　言いかけたときだった。

「───ッ!?」

　声はなかった。

　だが部屋の空気が動き、息を吞むような音と風を切るような音が立て続けに聞こえて、シェリルは振ふり返った。

「───！」

　衛兵の姿をした『鷲』の左ひだり端はしにいた男が、喉のどから血を噴ふき出しながらのけぞって倒れたのが最初だ。

　身を低くした体勢のまま、キルアスが『鷲』たちの前を回転するように駆かけ抜ぬけると、一いつ瞬しゆん遅おくれて、『鷲』たちが倒れていく。

　その光景が、ありえないほどゆっくりと、シェリルの視界に映った。

　最後の『鷲』が、床ゆかに崩くずれ落ちる。

　ぴち、と。

　散った血の一いつ滴てきが、シェリルの頰ほおに飛んだ音が、自分の耳に大きく響ひびく。その音で、シェリルは我に返った。

　恐怖と衝しよう撃げきはあまりにも大きすぎて、シェリルの中で振り切れてしまったのかもしれない。

　瞬まばたきをする間に十人もの「衛兵」を斃たおしたキルアスが振り返ってシェリルを見たとき、凍こおりつくどころか、シェリルは真っ青になりながらも、カテリナの腕うでを握った。

「───無礼をお許しを！」

「シェ」

　カテリナはシェリルの名を最後まで呼べなかった。

「!?」

　シェリルがカテリナの身体からだを、体当たりするようにして思い切り窓の外へと押し出したのだ。

　見開かれたカテリナの瞳が、シェリルを捉とらえたのは一瞬。

　カテリナの身体は大きく開かれた窓の外へと消えた。

「な!?」

　顔色を変えて窓に駆け寄ったのはイシュトだ。

　だがそれよりも早く動いたのが、キルアスだった。

　一いつ瞬しゆんで移動したキルアスののばされた手は、カテリナとともに窓の外へ身を投げようとしていたシェリルの細い手首をしっかりと摑つかみ、室内にその身をとどめることに成功していた。

「───殿でん下か、外を！」

　窓の下を覗のぞいたイシュトが、珍めずらしく明らかに動どう揺ようした声で叫ぶ。

　それまで身動きひとつせず、わずかな時間でめまぐるしく展開した光景を見つめ続けてきたラルフシオンは、キルアスが床にねじ伏ふせたシェリルから、むしりとるように視線を外した。

　大おお股またで窓に近づいて下を覗く。

「───」

　さすがに目を見張った。

　真下にあるのは、抜け道のような通路だ。庭ではないが、短く刈かった芝しばが植えられていて、本来なら目に入るのは明るい緑色の筈はずである。しかしラルフシオンが見た色は、白だった。

「……布、か」

　通路の幅はばぎりぎりまである巨きよ大だいな布を、十数人の男たちで張り、それで落ちてきたカテリナを受け止めたのだ。

　純白の布の中央で、くたりとしているカテリナを抱だきしめているのは、アレクシオンだ。その顔は、ラルフシオンが見下ろす窓にまっすぐ向けられている。

　距きよ離りはあるが、アレクシオンの蒼あおい瞳ひとみが、射るような強さでラルフシオンを見ているのが分かった。

　あの目だ。

　───いつ俺が、王位を欲しいと言った。

　クラウシオンとともに、初めてアレクシオンから睨にらみつけられたときの、あの目。

　───王位など……最初からあなたがたに、くれてやっている……！

　そのときと同じ、いや、それ以上の怒いかりをたぎらせた目が、距離をものともせずにラルフシオンにねじ込まれている。だがその中に、僅わずかながらもまだ問うような色が残っているのもラルフシオンは見た。

「……馬ば鹿かな奴やつ」

　ラルフシオンは目を細めた。

「───衛兵、侵しん入にゆう者しやをとらえよ！」

「───アレク、ずらかるぞ！」

　イシュトとサリオが同時に叫ぶまで、アレクシオンとラルフシオンは無言で睨みあっていた。

　カテリナを抱かかえているアレクシオンが、駆け寄ってきたサリオに何か言ったが、サリオは首を強く横に振り、アレクシオンの腕を握にぎって強引に引っ張った。

　アレクシオンが再び頭上を見上げる。

　その目に浮うかぶ見慣れぬ色は、不安と、そして後こう悔かいだ。

　それを見て取ったラルフシオンの唇くちびるに、酷こく薄はくな笑えみが浮かぶ。

　僅かに唇の端はしが持ち上がっただけのその笑みを、アレクシオンも見たようだ。

　蒼い瞳に、再び怒りの焰ほむらが噴き上がったのは一瞬だ。

　唇を嚙かみしめる音が聞こえてくるかのように、強く唇を引き結んだアレクシオンは、短い号令を出した。それと同時に、アレクシオンとカテリナを囲むようにして、その場にいた者たちがいっせいに同方向へ走り出した。

　速い。

　上からでは角度の関係もあり、彼らの姿はすぐに視界から消えた。その直後にようやく衛兵たちが集まってくる。

「───捕ほ縛ばくの指示を出してまいります」

　屈くつ辱じよくに滲にじんだ顔でイシュトが言い、駆け足で部屋を出て行く。

　その姿を見送るのではなく、ラルフシオンはことさらゆっくりと、窓を背にして室内へ振り返った。

「───」

　シェリルは先刻見たときと寸分変わらぬ姿勢だった。

　俯うつぶせでキルアスに頭を上から押さえ込まれているせいで、片頰は床に直接押しつけられている。両手は腰こしのところでひとまとめにされ、やはりキルアスの手によって押さえつけられており、反はん抗こうしようにも出来ない。握っていた筈の短たん剣けんは、いつのまにか部屋の隅すみに転がっている。

「……シェリル」

　優やさしい声で呼びかけると、床に視線を落としていたシェリルの瞳がかすかに揺ゆれる。だが、ラルフシオンを見ようとはしない。

　ラルフシオンはシェリルの顔の前に、片かた膝ひざをついてしゃがんだ。それを見たキルアスが軽く眉を上げたのには気づかない。

「可哀かわい想そうに。《四誓》という地位にありながら、こんな汚けがらわしい男によって床に這はわされているなんて」

　ラルフシオンは身を屈かがめ、さらにシェリルに顔を近づけた。

「───見ただろう？　こやつはたったいまそなたの仲間を殺し、その手で、いまそなたに触ふれているのだぞ」

「！」

　床に視線を落としたまま、シェリルの目が大きく見開かれる。

　少し視線をずらせば、先刻キルアスに声もなく斃された『鷲』の遺い骸がいが転がっているのに気づいたのか、みるみるうちに漆しつ黒こくの瞳に水の膜まくが張った。

「……う」

　ひく、とか細い喉のどが動いたのは、泣くのを堪こらえたからか。

　ラルフシオンは唇に刷いた笑みを深くした。
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「アレクシオンは逃にげたぞ」

「───」

「誓せい約やくをかわした《四誓》を置き去りだ。王おう妃ひさえ手に入れば、そなたのことなど、どうでも良かったようだな」

　さあ、泣け。

　ラルフシオンはシェリルの瞳に膨ふくれあがっていた水が、その頰を伝う瞬しゆん間かんを待った。

　だが、逆のことが起きた。

　いまにもこぼれ落ちそうだった水が、すっと引いたのだ。

　そしてシェリルはゆっくりとラルフシオンを見上げた。

　絶望に翳かげる筈の瞳は、黒々とした輝かがやきをたたえており、その光の強さにラルフシオンは息を止めた。

「───望みどおりです」

「……何？」

　シェリルはまっすぐにラルフシオンを見て言った。

「私は最初から、王妃陛下さえお救いできれば、この命は捨てることになっても良いと思っていました」

　───無む茶ちやはするな。

　アレクシオンがシェリルにたったひとつ命じたこと。

　───はい。

　そう答えたけれども、シェリルの胸の中には続きがあった。

　無茶はしない。

　だが、カテリナを確実に救える行こう為いであれば、それをシェリルは無茶と呼ばない。

　最初から決めていたのだ。

（今度こそ───今度こそは、自分の命を賭としてでも）

「私は、アレクシオン殿でん下かの大切な方を守れれば良いんです」

　そう言いながらシェリルが浮かべた表情が、先刻、自分の未来を放ほう棄きしようとしたカテリナが浮かべたそれと似ていることに、シェリルは気づいていない。

「───」

　ラルフシオンの瞳から、すっと温度が引いても、シェリルの表情は変わらなかった。

「……どうする？」

　それまで黙だまってシェリルを押さえつけていたキルアスが、まるで、右のものを左に置く是ぜ非ひを問うくらいの口調で尋たずねる。

「死体でも用に立つが」

　ことさら恐きよう怖ふを煽あおるわけでもなく、口調を変えずキルアスが言うと、さすがにシェリルの肩かたがぴくりと動いた。だが唇は悲鳴を上げることなく結ばれて、ラルフシオンの眼下で瞼まぶたがゆっくりと閉とざされた。

　その白さに、ラルフシオンは目を奪うばわれる。

「───……王子？」

　無言の続くラルフシオンに、キルアスが眉まゆをひそめた。

「……毒」

　ラルフシオンは呟つぶやく。

「先刻言っていたな。そなたの持つ毒は、命ではなく心を奪う毒だと」

「！」

　シェリルがぱっと目を見開く。

　キルアスに上から押さえつけられているので顔は動かせないが、キルアスを見上げようとしたらしい。それが調薬師としての好こう奇き心しんによるものか、これから自分の身に起きることに対する予感によるものなのかは分からない。

　ラルフシオンの唇が笑えみの形を作る。

「毒の効能は王妃で試ためすつもりだったが、ここに残ったのはこの娘むすめだ」

　ラルフシオンは手をのばした。

　シェリルの頰ほおに指先で触れる。一いつ瞬しゆんで強こわばったその頰は、それでも柔やわらかく、冷たかった。

　ラルフシオンの胸の奥が、奇き妙みようなざわめきで揺れ動く。それはまるで、王位が目前に迫せまったと感じたときの高こう揚よう感かんに似ていたが、それとは少し違ちがう熱が疼うずいていた。

「自分が国王に毒を盛ったと言わせるか？」

「いや」

　ラルフシオンはおびえた目で自分を見上げるシェリルに、優しく笑んだ。

　頰に触れていた指を広げ、掌てのひらで包み込む。

「───アレクシオンのことを、すべて忘れさせよ」

「ッ!?」

　シェリルの目が極限までに開かれる。

「アレクの《四誓》だったことも、アレクとの出で逢あいも、すべてなかったことにしてしまえ」

「いやっ！」

　初めてシェリルの唇くちびるから悲鳴が[image: 迸]ほとばしる。

　無理だと分かりつつも、必死に身体からだをねじってキルアスの束そく縛ばくから逃のがれようとするが、華きや奢しやな身体は方向を変えることすらかなわず、無む駄だに足をばたつかせることしか出来ない。

「絶対に嫌いやよ、シオンを忘れるなんて！」

「早くしろ」

　キルアスが片手をシェリルから離はなし、身につけていた上着の内側から小さな小こ瓶びんを取り出す。

　親指で蓋ふたを弾はじき、シェリルの顔を強ごう引いんに上向かせた。

「嫌！　……お願い、やめて！」

　近づいてきた小瓶からシェリルは蒼そう白はくになった顔を背そむけようとしたが、ラルフシオンの指によって顎あごが固定されて、びくとも動けない。

「───シオン……っ！」

　無理矢理唇に押しつけられた小瓶が傾かたむけられた瞬間、ぎゅっと閉じたシェリルの瞼から涙なみだがこぼれ落ちた。










　　　　五




「───いったい何が起きているんだッ!?」

　自らの住まいである南の宮きゆう殿でんに戻もどってきた第二王子クラウシオンは、奥へと大おお股またで進みながら、苛いら立だちを隠かくさない声を背後に従うイザークに叩たたきつけた。

　イザークはこのイゼリアの将軍であると同時に、いまのところクラウシオンにとってただ一人の《四誓》である。だからイザークは主あるじの癇かん性しようには慣れているが、これはそういった言葉で片付けられるものではなかった。

「……申し訳ございません。出来る限りの情報を集めておりますが」

「遅おそい！」

　立ち止まって振ふり向いたクラウシオンは、自分よりも背の高いイザークを不快げに見上げて睨にらんだ。

　気き性しようの激しいクラウシオンの瞳ひとみは常に力強く輝いているが、いま彼の紫むらさきの瞳に宿るのは、炯けい々けいとした怒いかりの光だ。

「国を守る将軍であるお前が、いくら国境の守備で不在だったとはいえ、国内の、それも宮きゆう廷てい内の状じよう況きようを把は握あくしていなくてどうする！　不ふ祥しよう事じを未然に防ぐことも、国防の重要な任務だろうが！」

　クラウシオンの指し摘てきはもっともであり、イザークは深く頭を下げた。

　下げられた頭を睨んでいたクラウシオンだが、ふっと息を吐はいた。

「───いい。ふだんのお前は、よくやってる」

　ぼそ、と呟いてから、踵きびすを返した。

　光こう沢たくのある黒地で作られた軍服の上着を脱ぬぎながら、再びクラウシオンは歩き出す。二歩遅おくれて歩き出したイザークに、クラウシオンは言った。

「……本当に、いったい何が起きているんだ」

　その声からは今しがた見せた極度の怒りはそげ落ち、むしろ戸と惑まどう色が強かった。

　アレクシオンの《四誓》の一人で、王宮調薬師であるシェリルが、前国王暗殺の容疑で捕とらえられたあの日。

　シェリルの無実を信じるクラウシオンは、シェリルを捕らえたのがラルフシオンの側近であると聞くと、すぐにシェリルの解放を命じるよう談判に向かった。そこにアレクシオンも乗り込んできて、珍めずらしく怒りを二人の兄にぶつけてきたのだ。

　───王位など……最初からあなたがたに、くれてやっている……！

　そうアレクシオンが言い放ったとき、クラウシオンは一番あなどっていた筈はずのアレクシオンに、完全に気け圧おされている自分に気づいた。

　それだけではない。

　もともと王位継けい承しようには興味が薄うすいように見えていたが、本気で王位を何の価値もないものとして捨てようとする───捨てることが出来るアレクシオンが空そら恐おそろしい巨きよ大だいな者に見えた。その瞬しゆん間かんのみではあったが、クラウシオンはアレクシオンのことを、本気で怖こわいと思ったのだ。

　生まれた順番と母の身分から、一番王位に遠く、秀ひいでた才能は何一つ表に出そうとしなかったアレクシオンを、正直あなどっていた。そんな自分の愚おろかさに唇を嚙かみしめると同時に、どこか安あん堵どもしていた。

　アレクシオンは敵にならない。

　王位継承権を捨てるということは、そういうことだ。

　───……ともかく、早くシェリルを放してやれよ……！

　ラルフシオンにそう言い、自室に戻ってまもなくだった。

　───国境で？

　隣りん国ごくのひとつ、ガゼルとの国境で、不ふ穏おんな気配があるとの報告がイザークからもたらされた。

　各国との国境にはそれぞれの軍が警備に置かれているが、ちょっとした小こ競ぜり合いは日常茶さ飯はん事じだ。特にガゼルは荒あらっぽい国民性もあり、ひやりとする局面になることもたまにある。

　───ただ、今回は近くの村にガゼル兵が侵しん入にゆうし、村人に犠ぎ牲せいが出たようです。詳しよう細さいまでは届いておりませんが。

　───何だと!?

　クラウシオンは座っていた椅い子すを蹴ける勢いで立ち上がった。

　───国境へ行くぞ。イゼリアの民たみを傷つけた者がどうなるか、思い知らせてやる！

　そう言って部屋を飛び出そうとしたクラウシオンの前に、イザークは立った。

　───よろしいのですか。

　───何が！

　───シェリル様の一件が残っておりますが。

　───……！

　クラウシオンは目を見開き、次いで唇を嚙んだ。

　しかし逡しゆん巡じゆんはほんの僅わずかであり、クラウシオンはイザークを正面から睨み上げた。

　───あれはアレクの《四誓》だ。俺には関係ない。

　根こん拠きよもなく無罪と放ほう免めんを主張し、わざわざ天敵のところまで出向いたことは棚たなに上げるクラウシオンをイザークが瞬またたきもせずに見下ろすと、クラウシオンは僅かに顔を歪ゆがませた。

　───順番を間ま違ちがえるほど、お前には俺が愚かに見えるのか。

　───いえ。

　イザークは頭を下げた。

　───愚かなことを申し上げたのは私のほうです。お許しを。

　ふん、とクラウシオンは鼻を鳴らした。

　───いい。お前は時々、そうやって俺を試ためすからな。

　行くぞ、とクラウシオンは短く言い、イザークは握にぎりしめた拳こぶしを胸に置いて頷うなずいた。

　気に入らないが、現在ラルフシオンが国王代理の座についている。軍に関しては指示権を譲ゆずらなかったが、一軍を率いて国境へ赴おもむくとなると報告は必要だ。仕方なく、イザークに行軍の準備を命じてからラルフシオンのところへ行くと、ラルフシオンは嬉うれしそうにクラウシオンを迎むかえた。

　───お前が行ってくれるなら解決したも同然だ。必要なことがあれば何でも言ってくれ。

　───別に。こんなの、よくあることだからな。俺がやろうとすることに邪じや魔まさえしなければ良い。

　───分かったよ。

　苦く笑しようしたラルフシオンに一度背を向けてから、振り向いた。

　───？　どうした。

　───……いや。

　シェリルの件を尋たずねようとして、やめた。イザークにああ言った手前もあるが、何か進展があるなら、あるいはクラウシオンの要望とは違ちがう方向へ進んでいるのなら、ラルフシオンのほうが何か言うと思ったのだ。

　後ろ髪がみを引かれる思いはあったが、イゼリアの王子として、また軍人として、国防問題を目の前にして一人の娘むすめのことをいつまでも気にしてはいられなかった。

　そうして慌あわただしくクラウシオンはイザークとともに、一軍を率いてガゼルとの国境に向かった。

　国境では、確かにガゼル軍との諍いさかいは起きていたが、クラウシオンが想像していたものとは少し違った。

　村へ侵入したという話は、本当にガゼル軍の者なのかいまひとつ決め手はなく、むしろ状況を検分していくと、単なる賊ぞくではないかとも思えた。

　───何か、おかしくないか？

　ガゼルとの国境に一番近い砦とりでから、さらに国境へ進んだところに張った天幕の中にイザークを呼び寄せて、クラウシオンは首を捻ひねった。

　───お前のところに来た報告だと、もっとこう……。

　───この程度なら、わざわざ殿でん下かや私が来るまでもないですね。

　───だよな。

　砦の責任者を呼んで状況を確かく認にんしたが、彼もまた申し訳なさそうに頭を下げながらも首を捻っていた。

　───立て続けにガゼル兵の侵入を確認したのは間違いございません。そこに村の被ひ害がい報告が入ったので、将軍に早馬を出したのですが……。

　───ガゼルの方は何と言っている。

　───知らぬ存ぜぬです。

　───そんなものはいつものことだろう。

　───いえ、ガゼルの場合、しらばっくれると言うよりは開き直るほうが多いのですが、少なくとも今回の件については違うような気がします。

　何やら釈しやく然ぜんとしないものを感じつつも、問題が小さいことに越こしたことはないし、ガゼルと一いつ触しよく即そく発はつという状じよう況きようでないのなら、いつまでもここにいる必要はない。

　クラウシオンが来たことで兵たちの士気が上がったのは間違いないので、無む駄だ足あしではなかったと自分を納なつ得とくさせ、翌日には王都へ戻もどることを相談していた矢先に、その王都から早馬が来た。

　───……王おう妃ひ陛下と、アレクが!?

　早馬がもたらしたのは、クラウシオンの父でもある前国王の死は暗殺によるものであり、その首しゆ謀ぼう者しやは王妃と第三王子アレクシオンであることが判明したとの報しらせだった。しかも、王妃とアレクシオンの実母ステラは捕らえられたものの、アレクシオンはその前に出国しており行方知れずだという。

　───馬ば鹿かな！

　報告書をぐしゃりと握りしめた手を震ふるわせて、クラウシオンは叫さけんだ。

　───誰だれが信じるんだ、こんな話！

　確かに王都を出る直前、シェリルが国王暗殺の疑いでいきなり捕とらえられていた。少なくとも父王の死が暗殺によるものだという結論は、どこかで出されたということだ。

　そして仮にあのままシェリルが捕らえられていたとして───そう考えたときにクラウシオンの胸は矢や尻じりをねじ込まれたように痛んだが───それがアレクシオンに連なるのはまだ分かるが、何故なぜそこに王妃の名まで出てくるのだ。

　───信じるかどうかは別として、何らかの根拠あっての話でしょう。

　クラウシオンが床ゆかに投げつけた報告書を拾い上げ、皺しわをのばして中身を読んだイザークは、落ち着いた声でそう返した。

　───ふん。根拠などなくとも、王宮では色々な罪が確定するぞ。

　知っているだろうと言わんばかりにクラウシオンは言い、イザークの手の中にあった報告書を奪うばい返した。

　───だがこれは、ラルフからの報告書じゃない。

　クラウシオンは眦まなじりを上げて言った。

　報告書は王都に残したイザークの副将と、クラウシオンを次代の王にと推おす貴族からのものであり、本来真っ先に来るべきラルフシオンからではなかった。

　───王都へ戻る。いますぐにだ。

　クラウシオンは即そく断だんした。そして数刻後には砦を背に馬を駆かっていた。

　王宮に戻ったクラウシオンを迎えたのは、さらなる情報の混乱だった。

「───少し整理しないといけないな」

　私服に着き替がえたクラウシオンは、待たせていたイザークと別室に入り、椅い子すに腰こし掛かけた。

「父上の死が毒殺だったというのは、もはや決定事じ項こうということだな？」

　口にするのもおぞましい事実に怒りを覚えるが、今はその感情に溺れる時ではない。

　落ち着いた表情と口調のクラウシオンに、イザークは頷いた。

「はい。そして、その首謀者が王妃陛下とステラ妃、そしてアレクシオン殿下であることも」

「だが証しよう拠こはないに等しい」

　クラウシオンは腕うでを組んだ。

「王妃陛下とアレクの意を受けて、調薬師副長のニクラスとアレクの《四誓》であるシェリルが治ち療りようのさなか父上に毒を盛った……。───だが、そんなのはホルガーが勝手にほざいているだけだろう。父上の治療に使われたシェリルの薬が、薬ではなく毒だったという証拠が、いったいどこにある」

「残っていた薬を動物に与あたえたら、死に至ったようですが」

　馬鹿め、とクラウシオンが吐はき捨てる。

「父上の治療の際にも、毒味はされるだろうが」

「ええ、ですから毒味役とその責任者も荷か担たんしていたということで、既に処しよ刑けいされています」

「な」

　クラウシオンは両目を大きく開いた。

「聞いてないぞ！」

「そもそも殿下は国境にいらっしゃいましたから、ラルフシオン殿下と大臣たちだけで決められたようですね」

「……ちっ」

　クラウシオンは親指を口に当て、爪つめを嚙かんだ。

　───国境でガゼル軍と睨にらみあっているであろうお前に、余計な心配をかけたくなかったんだよ。

　王宮へ戻ったその足でラルフシオンの執しつ務む室に押しかけ、何も情報が来ていないことに対し激高したクラウシオンに、ラルフシオンは申し訳ないという顔をした。

　───これのどこが余計だ！　父上の死が暗殺によるもので、それに王妃と王子が関かかわっているなんて話なんだぞ！

　───アレクはもう王子じゃないよ。

　───…………は？

　かち、と爪に歯をたててから、クラウシオンは椅子の背もたれに、どかりと背中を預けた。

「……アレクの奴やつ、王位を放ほう棄きしただけでなく、王子の地位も捨てるとはな」

　王位などいらぬと言ったときの目を思い出す。

「ラルフシオン殿下の見解では、それも周囲を欺あざむくためだったということになっていますね」

「シェリルが捕らえられ、罪が露ろ見けんしそうになったからというやつだろう？　だったら何故、王妃陛下やステラを一いつ緒しよに連れていかない」

　誰が考えても、そこがおかしい。

　もっともアレクシオンが王子であることを捨てて出しゆつ奔ぽんしたことは、ラルフシオンとクラウシオン以外には伏ふせられている。ラルフシオンに言わせると、王家の威い厳げんを保つためには不要な情報だからという話だが、クラウシオンはそれも腑ふに落ちない。

「それは簡単な話だと思います」

　イザークは言った。

「アレクシオン殿下が王子であることをおやめになっていた。それを知れば、何故そのような御お方かたがわざわざ父君を暗殺するのだ、という話になります」

　クラウシオンは眉み間けんを寄せた。

「───それだけ、今回の件に疑いを持っている者が多いということか？」

「……おそらく」

　そうなのだ。

　王宮へ戻ったクラウシオンが感じたのは、不安定な空気だ。

　病死だと思っていた前国王が、実は暗殺されたという事実は人々に衝しよう撃げきを与える。ましてやその首謀者が王妃と王子となれば、陰いん鬱うつな感情がとぐろを巻いてもやむを得ない。

　しかし、それだけではなかった。

　───……でも、本当に？

　───……いまだに信じられぬ。

　国王代理を務めるラルフシオンから告げられたにも拘かかわらず、それを真実だと飲み込めない者が多すぎるのだ。

　かといってラルフシオンに疑念の目を向けるかというと、それも出来ない。クラウシオンを次期国王にと推す派ですら、ラルフシオンの公正さや穏おん和わな性格を認めていて、こんな盛大な謀ぼう略りやくを仕し掛かけるとは思ってもいないのだ。

　誰も真実を見定めることが出来ず、思考をうろうろとさまよわせている。

　それが、王宮全体の空気となっている。

「ラルフシオン殿下を疑えないぶん、イシュト殿どのを疑う者もいるようです」

「はっ」

　クラウシオンは短く笑った。

「俺は一も二もなく、ラルフの陰いん謀ぼうだって信じるぜ。あいつならやりかねな───」

　───いけません。お兄様の悪口をおっしゃるのは。

　そう言って可愛かわいらしく睨んできた顔を思い出す。

　きり、と胸の奥が痛んだ。

「……ともかく、真相だとされていることを多くの方がそう思っていないのです。しかも、罪人とされている主要人物は、誰一人捕らえることが出来ていないのですから」

　暗殺を実行したとされているニクラスは、衛兵が捕らえかけたが、邪じや魔まが入って逃にげられたという。王おう妃ひとステラは幽ゆう閉へいされ、自白を待つばかりとなっていたのだが、それもアレクシオンが連れて逃げたというのだ。

「正直なところ、ぞっとしました」

　イザークのそんな言葉は珍めずらしい。戦場に出れば無敵とも言われている勇将なのだ。何かを恐おそれるという事態とは無む縁えんのような男である。

　クラウシオンの視線を受けると、イザークは少しだけ眉まゆを寄せた。

「考えてもみてください、殿でん下か。アレクシオン殿下の《四誓》がかなりの腕うで利ききなのは、ああ勿もち論ろんシェリル様以外ですが、それは一いち瞥べつすれば分かります。しかし衛兵たちの話を聞くと、王妃陛下とステラ様をアレクシオン殿下が逃がしたとき、殿下の意を受けた者が相当数、王宮内に入り込んでいたというではありませんか」

　それもかなりの手て練だれ揃ぞろいです、とイザークは言う。

　イザークの言うとおりだった。

　まず、アレクシオンの住まいである東の宮きゆう殿でんに配備されていた衛兵たちは、すべてアレクシオンの息のかかった者だったことが判明した。というのも、幽閉されていたステラと彼女に仕えていたイルマという侍じ女じよ頭がしらが消えたのだが、侍女の一人からその知らせを受けて別の衛兵たちが宮殿に駆けつけたとき、本来いるべき衛兵は一人もいなかったのだ。その後、消えた衛兵たちは全すべて偽ぎ名めいであったことが判明した。

　そして王妃カテリナの脱だつ出しゆつ劇だ。

　ラルフシオンいわく、窓から飛び降りたカテリナを、巨きよ大だいな布を張ってアレクシオンたちが受け止めたということだが、かなりの高さから落ちてくる人間を支えるには相当の負荷がかかる。それを吸収するためには、屈くつ強きようの男が数人では足りない。ここにもまた、大勢の協力者───もはや部下と言っていいだろう───がアレクシオンについていたことが分かる。

「恐ろしいのは、それほど多くの者がアレクシオン殿下に付き従って王宮を出た筈はずなのに、他ほかの宮殿を警備する兵たちが、誰だれもその姿を見ていないということです」

　偽ぎ装そうが上手うまいというだけではないだろう。

　王宮から外へ、あるいは外から王宮へと抜ぬけられる道を確保していることになる。

　いまクラウシオンが同じことをやろうとしても、おそらく、いや確実に無理だ。

　イザークが言うのは、その恐ろしさである。

「いつの間にアレクの奴……」

「あの新たに加わった《四誓》が関係しているのは間ま違ちがいないでしょう。ですが殿下」

　イザークは悔くやしそうな顔をしているクラウシオンに言う。

「あのようなことが出来るということは、アレクシオン殿下がその気になれば、あるいは王宮の制圧も可能だということです」

「!?」

　そうだ。

　何故なぜそれに気づかなかった。

　クラウシオンは両手を固く握にぎり込んだ。

　クラウシオンは軍に所属している。将軍はイザークだが、クラウシオンが指揮をとることも多い。それゆえクラウシオンを慕したう兵は多く、それこそ望んでいるわけではないが、ラルフシオンと王位を巡めぐる内戦が勃ぼつ発ぱつしたとしても、軍を真っ先に掌しよう握あくする自信はあった。

　当然それはラルフシオンも分かっているから、それに対たい抗こうする手段を備えているだろう。現に軍の中でも、妙みようにラルフシオン寄りの幹部も存在する。

　だがアレクシオンが持つ「力」は、得体が知れないものだ。

　母であるステラの出身国であるアルカナの兵かと思ったが、アルカナは小国だ。自国を守るにもイゼリアの助力を要するような国が、それほどの精せい鋭えいをイゼリアに多数送り込むことが出来るだろうか。

　この時点では、まさかアレクシオンに従う精鋭の「兵」が、世の中からは消えたと思われている義ぎ賊ぞく集団であるとは、クラウシオンもイザークも思ってもいない。

「正体は調べます。ですが殿下、考えてみてください」

　イザークは声を潜ひそめた。

　二人きりの部屋で、誰かに聞かれることを恐れたわけではあるまい。おそらく本能的に、そうなったのだろう。

「王宮を制圧できるかもしれないような御方が、国王陛下を暗殺する必要があるでしょうか」

「───」

　必要かどうかというよりも、そもそもアレクシオンが父を殺したとはどうしても思えないクラウシオンである。それでも曖あい昧まいに頷うなずくと、イザークは言った。

「しかも、アレクシオン殿下はいったんイゼリアを出られたと聞いています。それを王妃陛下とステラ様を救うために、わざわざ危険を冒おかして王宮に戻もどられた。ご自身が、これまで隠かくしていた『力』を使ってです」

　そこから見えるのは、王位に就つくために実の父を殺した王子ではなく、罪もなく処しよ刑けいされようとしている王妃と実母を、何としてでも救おうとする息子むすこの姿だ。

「……そうなると、どうしても疑うのは───」

　そこで二人は口をつぐんだ。

　扉とびらの向こうから、来客を告げる声があったからだ。

「……客？　聞いてないぞ」

　不快もあらわにクラウシオンは呟つぶやき、断れと言いかけたとき、イザークがそれを止めた。

「どなたがいらっしゃったのだ」

　扉を開けて衛兵に尋たずねると、意外な名が出てきた。

「───アイネ？」

　それはイゼリアでも有力な貴族の娘むすめだった。

　先日王宮内で開かれた茶会で毒を盛られたが、そこに居合わせたシェリルが持っていた解げ毒どく剤ざいによって、大事に至らなかった。それが縁えんで、貴族の令れい嬢じようの中ではシェリルにもっとも早く打ち解けたらしく、親しく会話をしている場面をクラウシオンが目にしたこともあった。

　だがクラウシオン自身とは、さほど親しくはない。

　宴うたげや宮きゆう廷てい内で挨あい拶さつをされることはあるが、彼女にはカナンに婚こん約やく者がおり、他の令嬢たちとは違ちがい、クラウシオンに秋波を送ることもなかった。

　そのアイネが何故───。

「！　連れてこい」

　クラウシオンの脳のう裏りに過よぎったのは、シェリルのことだった。

　これまでイザークのもとに集まった情報の中に、何故かシェリルの姿が見えてこない。

　クラウシオンが国境へ向かった日に捕とらえられてはいたが、その日の内に解放されたということは分かった。そしてアレクシオンの《四誓》であるシェリルは、アレクシオンがイゼリアを出たというなら必ずそれに従った筈だ。

（……ち、まただ）

　正体の分からぬ痛みが、クラウシオンの胸の奥をねじりあげる。

「一連の動きを聞く限りでは、シェリル様のような女性が何らかの役割を持つとは思えませんから、王宮の外でお待ちになっていたのではないでしょうか」

「……俺もそう思うが」

　やがて部屋へと通されたアイネが、萎い縮しゆくしながらも懸けん命めいに訴うつたえてきた内容は彼らが想像もしていなかったものだった。

　はからずともアイネは、イゼリアの誇ほこる軍の二大巨きよ頭とうの呼吸を、一いつ瞬しゆんとはいえ同時に止めさせることに成功したのである。

「───……といっても、すぐには信じられるか」

　翌日、クラウシオンはイザークとともにラルフシオンの住む西の宮殿に足を向けた。

　最近のラルフシオンは本宮殿に詰めることが多く、自分の私宮には時々しか戻ってこないと聞く。

「ふん。国王代理になって、既すでに国王にもなった気でいるんだろ」

　苦々しく呟く。

　それを耳にしたイザークはクラウシオンに近づくと、小声でたしなめた。

「殿でん下か。独り言なら胸の内でお願いします。誰かに聞かれたらどうなさるのです」

「───」

　分かった、という意味で片手を軽く挙げる。

　だが、つい口から漏もれてしまっても仕方がないと思う。ラルフシオンに対する悪態は、常にクラウシオンの喉のどの奥につまっているからだ。

　幼い頃ころからクラウシオンは、ラルフシオンのことが嫌きらいでならなかった。

　ほんのわずか自分よりも早く生まれたおかげで第一王子を名乗り、自分が将来の王に相応ふさわしいのだという顔で笑え顔がおを振ふりまく姿を見る度たびに、嫌けん悪おの感情は増していった。

　ラルフシオンのことを人々は情け深いと言い、清せい廉れんと言い、公正だと言う。

　だが、それはラルフシオンを間近で長い時間見たことのない者たちの、人間の表面だけをさらって分かった気でいる愚おろかさそのものだと、クラウシオンは思う。

　容姿も有利に働いているのだろう。

　白金の細い髪かみに、翡ひ翠すい色の瞳ひとみ。そして何よりも、幼い頃は少女と見まごうほどの繊せん細さいな顔だちだった。どちらかといえば細身で、乱暴なことは好まず、ただ穏おだやかに微笑ほほえんでいる。

　そんな姿を見ていれば、外見同様、中身も綺き麗れいなものでつまっているように思ってしまうのだろうが、ラルフシオンのたちの悪いところは、それを自分で知っていることだ。

　慈じ悲ひの塊かたまりのような笑みを人々に向けておきながら、それをあっさりと裏切る。けれどその後で申し訳なさそうな顔をすれば、皆みな、ラルフシオンの心の痛みを勝手に想像して涙なみだぐむのだ。

　同い年のせいで、同じ場所に居合わせることが多かったクラウシオンだから、顔を伏ふせたときに冷然とした目が地面に向けられるのを隣となりで見たし、ふわりとした笑顔を見せたあとで、くだらなさそうに笑みを引く一瞬も視界の端はしに映せた。

　───クラウは僕のことが嫌いなんだよね。

　人々の前で、わざとそう言って悲しそうな顔を作る。

　───だけど、いいよ。僕はクラウのこと、大切な弟だと思ってるから。

　そう言ってぎこちなく微笑んでから、たまたまそこにいた末の王子の小さな身体からだを抱だきしめるのだ。

　───もちろんアレクもだよ。アレクも僕の大切な弟だ。

　分かっているのかいないのか、ラルフシオンの腕うでの中で、表情ひとつ変えずじっと大人しくしているアレクシオンを見る、冷ややかな眼まな差ざし。

　それを知らない大人たちは、心が広いと言ってラルフシオンを褒ほめ、クラウシオンを我が儘ままだと言い、アレクシオンを情がないと責める。

　成長するにつれ、クラウシオンの長所も多くの人の目に触れるようになり、そんなふうにラルフシオンだけを一方的に持ち上げる輩やからは減ったが、ラルフシオンに抱いだく幻げん想そうは人々の中に残ったままのようだった。

（それも奴やつは知ってる）

　だが一連の、前国王暗殺に関かかわる問題は、いよいよラルフシオンが本ほん性しようを現したのではないかとクラウシオンに思わせた。

「これは、クラウシオン殿下！」

　宮きゆう殿でんを仕切る古参の侍じ女じよがクラウシオンを仰ぎよう々ぎようしく出で迎むかえたが、その顔に浮うかぶ怪け訝げんな表情は隠しようがない。

「ラルフシオン殿下は本宮殿にいらっしゃいますが……」

「いや。実は用はラルフじゃなく、アデラに聞きたいことがあって来た」

「アデラ様ですか？」

　怪訝な顔が、一気に不安な顔に変わった。

　アデラはラルフシオンの母、つまり前国王の第一妾しよう妃ひだ。

　この国でもっとも力を持つと言っても良い家いえ柄がらの出身で、ラルフシオンを次期王にと推おす一派は殆ほとんどアデラの実家におもねる者たちだ。

　当然、クラウシオンの母とは敵視しあう仲であり、その息子むすこで、自分の息子と王位を争うクラウシオンは、アデラにとって目め障ざわり以外の何物でもない。

　そのクラウシオンがわざわざアデラを訪おとずれるのは、もちろん初めてのことだ。

　いったい何を企たくらんでいるのだと侍女の目が語る。

（鬱うつ陶とうしい）

　クラウシオンの顔が嫌悪に歪ゆがむ前に、イザークが前に出た。

「国王陛下暗殺の首しゆ謀ぼう者しやの一味として捕らえられた者の中に、アデラ様の甥おいを名乗る者がいたそうだな」

「え───」

　将軍であるイザークが、その長身を活いかして上から眺ながめおろすと、迫はく力りよくあることこの上ない。一いつ介かいの侍女は震ふるえ上がるしかないが、そこはやはり、宮廷で鍛きたえ上げられた侍女だ。かすかに震えながらも、堂々とイザークを見返した。

「恐おそれながら。その疑いは晴れ、その方も放ほう免めんになったと聞いております」

「そうだな。だから宮廷内では箝かん口こう令れいが敷しかれ、その存在すら知らぬ者が殆どだ」

　だが実際に捕ほ縛ばくにかかわった衛兵たちは、自分たちの目でそれを見、聞いている。

　兵を束ねるイザークやクラウシオンのもとへ、その情報が届かぬ筈はずはないのだ。

「念のため、アデラ様から直接その者の説明を聞きたくて参ったのだ。取り次ぎを」

「……ですが、あいにくアデラ様は───」

「よもや、第二王子クラウシオン殿下がわざわざ足をお運びであるのに、追い返すような真似をするのではないだろうな」

　イザークがそう言ってぎろりと睨にらむと、侍女はさすがに頰ほおを強こわばらせた。

「……少々お待ちを。アデラ様は今朝から頭痛がなさるとおっしゃっていましたので、表にお出ましになれる状態かどうか、確かく認にんしてまいります。───少しお時間をいただくことになるやもしれませんが」

　そう言って、まずはラルフシオンに伝令を走らせるのだろう。

　クラウシオンは踵きびずを返した。

「殿下？」

「待たされるのは嫌いだ」

　クラウシオンはわざと侍女に聞こえるように舌打ちをしてみせた。

「だいたい、そんな話を聞くために俺がここまで来る必要などなかったんだ。ラルフの宮殿など、一歩でも足を踏ふみ入れたくはなかったのに」

「ですが、殿下」

「聞き取りなんて形だけだとお前も言っていただろうが。だったらお前一人で勝手にやれ。俺は自分の宮殿に帰る」

　そう言ってさっさと通された客間から出ようとすると、衛兵が慌あわてて近寄ってきた。

「いらん！」

　乱暴に手を横に振って、衛兵の足を止めさせた。

「宮殿の造りなど、どこも同じようなものだろう。一人で帰れる。鬱陶しいからついてくるな、いま俺は機き嫌げんが悪いんだ」

　吐はき捨てるように言うと、クラウシオンはどかどかと足を踏みならして部屋の外へ出た。

　扉とびらが閉じる寸前に、イザークの詫わびる声と、あからさまに安あん堵どの色を滲にじませた侍女の応こたえる声が聞こえた。

「───本当に同じような造りだな」

　一人になったクラウシオンが呟つぶやいた場所は、宮殿の外どころか、かなり奥まで入り込んだ庭の端だった。

　ラルフシオンが住む宮殿と、アデラが住む宮殿と。それを結ぶ渡わたり廊ろう下かに、いくつかの庭。違ちがうのは庭に置かれた噴ふん水すいや彫ちよう像ぞうの形と配置、そして植えられている花の種類。

　もともと本宮殿以外の宮殿は、歴代国王が寵ちよう姫きたちを住まわせるために造らせたもので、最初に入った者が一番の寵姫になるとは限らない。後から後宮に入った寵姫が不快にならぬよう、あるいは先に寵ちよう愛あいを受けた者が惨みじめな思いをしないよう、優ゆう劣れつのつけづらい、似た宮殿を造らせたという話も聞く。

　そんな配はい慮りよをしたところで、後宮の妃きさきたちは国王の寵と、世よ継つぎの母の座を得るために、命すら狙ねらう醜みにくい争いを繰くり広げるのだが、それはまた別の話なのだろう。

「！」

　人の気配を感じ、咄とつ嗟さに近くの木に身を隠かくす。

　その直後、笑いさざめきながら数人の侍女とおぼしき者たちが通路を歩いて行くのを、クラウシオンは息を潜ひそめて木こ陰かげから見送った。

　侍女たちが完全に見えなくなってから、息を吐く。

「───なんだって、俺がこんなことを……！」

　そう文句を言ってみるものの、言い出したのは自分だ。

　───シェリル様を、ラルフシオン殿でん下かの宮殿でお見かけしたのです。

　アイネの言葉で、クラウシオンはここまで来ている。

　───!?　何故なぜシェリルがラルフの宮殿などにいる！　あれはアレクの《四誓》だぞ！

　どうやっても曲げられないその事実を口にすると、舌の上が苦く感じる。それもあってクラウシオンは顔を派手にしかめたが、それを叱しつ責せきととらえたらしいアイネは、怯おびえて頭を下げた。

　───申し訳ございません！　ですが、あの方はどうみてもシェリル様でした……！

　───どういうことか説明してください。

　イザークが尋たずねると、アイネはほっとしたように顔を上げた。

　話はこうだ。

　母に連れられてアイネはアデラを訪ねた。

　シェリルにアイネが助けられたという話は有名で、そのため今回の一件では、アイネの家は一部の者から疑いの目がかけられたという。だがもともとアイネの家は、三人の王子の誰だれかを支持することはなく、中立の立場を維い持じしてきた。そのためアデラともそれなりに優良な関係を築いていたアイネの母は、以前と変わらぬ交こう誼ぎを求めてアデラを訪ねたらしい。

　───そのとき、私は少し気分が悪くなってしまって、庭に出させてもらったのです。天気も良かったので、東あずま屋やで休ませていただいて。まもなく良くなったので宮殿に戻もどろうとしたときに、庭の奥、木の陰かげでちらりと見えたのが───。

　───シェリルだったというのか。

　そんな一いち瞥べつで分かるのかと聞き返すと、アイネは分かると言い切った。

　───シェリル様の鳶とび色いろの髪かみはあまり見かけませんし、あの可愛かわいらしいお顔立ちだって、見み間ま違ちがえるものではありません。ただ───。

　アイネはそこで表情を翳かげらせたのだった。

「……しかし、庭の奥といっても、どこにいるのかも分からないのに」

　だからそれは自分でやると言ったのだろうと、サリオやルーカスがクラウシオンの《四誓》だったらすかさず突つっ込みを入れるところだが、生憎あいにく彼らはクラウシオンの《四誓》ではなく、唯ゆい一いつ何かを言いそうなイザークは、必要もないアデラの聞き取りのために客間を占せん領りよう中だ。

「しかし、ラルフの従兄弟いとこが、シェリルの師だったとはな」

　流石さすがにそれを聞いたときは驚おどろいた。

　この場合、シェリルの師がラルフシオンの従兄弟だったことを驚いたのか、そもそもラルフシオンにそんな従兄弟がいたことを驚いたのか、自分でもよく分からない。

「それを聞いたときの奴やつの顔を見てみたかったが」

　捕縛の命を出したくらいだ。おそらくラルフシオンはミスカが自分の従兄弟であることを知らなかったに違いない。下手へたをすれば、従兄弟の存在を初めて知った可能性もある。

　ミスカ───本名ミスラカルは、確かに母親がアデラと姉妹だったらしいが、妾しよう腹ふくであり既すでにこの世にもいないため、ミスラカルという人間の存在はないものとして扱あつかわれている。

　それでも以前は、優すぐれた調薬の才能を発揮した彼を、その血筋をもって、王宮調薬師になれるよう計らったようだ。だが数年後に彼は王宮から姿を消し、行方ゆくえは分からなくなっていた。

「ラルフと髪の色が同じだそうだが、どんな───」

　クラウシオンは言葉を切った。

　いつのまにか、かなり奥の庭まで来ていたが（内心、警備がここまで粗あらくて良いのかと笑いたかった）、そのさらに奥に人の気配を感じたのだ。

（……一人……いや、二人か）

　そっと音をたてないようにして、ちょうどそこにあった彫像の陰かげに身を潜める。

　その向こうは芝しば生ふだけの空間が出来ていて、それを囲むように色とりどりの花が植えられているようだ。

「───本当に、ここで休まれるのですか？」

　若い侍じ女じよらしき声が聞こえる。

　相手は頷うなずきでもしたのだろう。声は聞こえない。

「あんな豪ごう華かなお部屋をいただけているのに、お庭のほうがお好きだなんて」

　文句のような言葉だが、響ひびきは柔やわらかい。自分には理解できない相手を羨うらやむような声だ。

　実際、そのあとに続いた言葉は、明らかに羨せん望ぼうに満ちていた。

「ラルフシオン殿下はふだんからお優やさしいけれど、私たちに直接声をかけられることは滅めつ多たにないんですよ。それなのに、お顔を見れば優しく声をかけられて、お部屋がいっぱいになるくらい花やドレスを贈おくられるなんて───羨ましいっ！」

　侍女が叫さけんだ内容に、クラウシオンは呆あつ気けにとられ、次に噴ふき出しそうになって慌てて口を片手で押さえた。

（ラルフが───花やドレスだと？）

　宮きゆう廷ていでは男女間の火遊びなどよくある話で、足を摑つかませないだけでラルフシオンにもそういったことはあったに違いない。

　クラウシオンもそうだが、王位を狙うためにもっとも有益に使えるのが、「妃」という駒こまだ。自分にとって最上の条件を満たす娘むすめを選ぶためにも、婚こん約やくは誰ともしていないし、公おおやけの恋こい人びとも作っていない。

　だが侍女の話を聞く限り、この宮きゆう殿でん内で娘が一人、ラルフシオンの相手として認められていることになる。

（いったい、どこの誰───）

　好こう奇き心しんが湧わきかけて、冷水を浴びたように我に返った。

　自分はいま誰を捜さがしに来ている？

　思わず声を上げそうになって、ぐっと堪こらえる。

　そんなクラウシオンにはまったく気づかず、侍女は吞のん気きな声を出した。

「では、しばらくしたらお茶の時間になりますから、そしたらお迎むかえに参りますね」

　芝生を踏ふみしめる音が数歩してから、「あっ、忘れてた！」と言ってすぐに戻ってくる。

「お身体からだを冷やさないように、これを肩かたに」

　どうやら布を身体にかけたようだ。

　小さな声で、ありがとう、と聞こえた。

「！」

　その風に消えてしまいそうなくらいかすかな響きに、クラウシオンの胸が、どくんと大きな音をたてた。

（まさか───本当に）

　アイネの言葉を信用したからこそ、こんな危険なことをしでかしているのだが、それでもにわかには信じられなかった。

「では、失礼致いたします。───シェリル様」

　今度は全身に震ふるえが走った。

　まさか。

　まさか。

　侍女の足音が遠のき、庭がしんと静まりかえる。

　聞こえるのはわずかな風にそよいでこすれあう葉は擦ずれの音と、クラウシオン自身の心臓の音と、そして。

「……」

　小さな、小さな、ため息。

　クラウシオンは息を止め、そうっと目の前にある植物をかき分けた。

「！」

　視界に飛び込んで来たのは後ろ姿だ。

[image: ]

　鳶色の長い素す直なおな髪は、銀糸を織り込んだ肩かた掛かけでなかば覆おおわれてしまっている。寒いのか、肩掛けを前であわせて身体を縮めているせいか、もともと華きや奢しやな身体がさらに小さく見えた。その心細げな後ろ姿は、腕うでを伸のばして力強く抱だきしめてしまいたくなる。

「───シェリル……？」

　自分の喉のどから出た声は、あまりにも頼たよりない音で、自分で自分を罵ののしりたくなったが、相手を驚かせないためにはちょうど良かったようだ。

　ぴく、と僅わずかに肩が揺ゆれたあと、ゆっくりと振ふり返る。

　漆しつ黒こくの大きな瞳ひとみが、驚いたように見開かれてクラウシオンをとらえた。

　シェリルだ。

　肩掛けだけでなく、身につけたドレスも純白で、シェリルの髪や瞳の色を引き立たせてはいたけれども、彼女の内側からこぼれるあざやかな光までそこに閉じ込められてしまったようで、見たことがないほどの儚はかなさをたたえていた。

「シェリ───」

　ばさ、と植物をかき分けてそばまで寄ったクラウシオンを、少しだけ怯おびえたように見上げたシェリルはひとつ大きく瞬まばたいて、唇くちびるを開いた。

「───あなたは、誰だれ？」




　　　　六




　王宮を脱だつ出しゆつしたアレクシオンたちは、イゼルにとどまっていた。

　当然、シェリルを王宮に残してきてしまったからだ。

　───私のせいです。私のせいで、シェリルが……！

　カテリナは泣きながらアレクシオンに詫わびた。なだめるためにその肩を抱きしめているステラも、涙なみだぐんでいたが、何も言わなかった。

　誰のせいでもない。

　自分のせいだ。

　アレクシオンは何度も繰くり返したその言葉を飲み込んで、窓から覗のぞく空へと視線を向けた。外からは一見商家にしか見えないこの屋や敷しきに、まさか数多あまたの武器が隠かくされており、地下道によって同様の設備を持つ別の屋敷につながっているとは、前の道を何度も通る衛兵たちは夢にも思っていないだろう。

　サリオを《四誓》に迎えたことで、同時に『六月の鷲』と呼ばれていた義ぎ賊ぞく集団まで丸まる抱がかえすることになるまでは予測できたが、いまこうして彼らが準備した根城の一つで寝ね起おきすることまでは想像したことがなかった。

　王宮を出ることを夢想したことはあっても、現実には難しいと思っていた。

　王子として生きる意味を見いだせなかったが、その生まれだけで背負うものはある。それを捨てるまでの意味を持つ別のものも、当時のアレクシオンは持っていなかった。

　やっと見つけたと思った。

　王子として生きることも、王子ではなく生きることも、彼女の存在ひとつで共に意味のある、輝かがやきのある人生になるのではないかと思えた。

　───シオン。

　ときには遠えん慮りよがちに、ときには嬉うれしそうに微笑ほほえみながら呼びかけてくれるあの存在さえあれば良いと、そう思っていたのに。

「───良いか、アレク」

　開いたままになっていた扉とびらを軽く叩たたいて、サリオが部屋に入ってきた。後ろにはルーカスとヴァルトが続く。

　振り向いたアレクシオンが何かを言うのを待たずに、円えん卓たくを囲んで置かれた他ほかの椅い子すに腰こしをおろした面々は、アレクシオンの顔を見ていっせいに眉まゆをひそめた。だが口に出しては何も言わない。

「……シェリルだが」

　サリオが声を発する。

「無事でいることは、やはり間ま違ちがいない。西の宮殿は、王子の母───アデラだったか、そいつの実家から派は遣けんされた者が衛兵を務めているから入れ替かわるのは難しいんだが、出入りの商人に探さぐりを入れさせた」

　それによると、急に若い娘むすめの物を多く購こう入にゆうするようになったらしい。

「衛兵だけでなく侍じ女じよも実家とつながりのある者で固めているようだが、これが案外口が軽くてな───」

「軽くさせた、と言ってくれないかな」

　そう言ってルーカスが片目を瞑つぶる。この場では不要の色気だ。

「ついでに忍しのび込むのが上手うまい奴やつらを、何人か宮きゆう殿でん奥近くまで行かせた。その両面で得た情報から導かれるのは、同じ答えだ」

　アレクシオンの目がサリオを見た。

「……怪け我がは」

　真っ先にアレクシオンが尋たずねたことがそれで、サリオは小さく笑った。

「それも含ふくめて、無事だと思う。医師の出入りは認められない」

　だが問題は、とサリオが口元を歪ゆがめた。

「シェリルがどうして大人しく捕つかまっているか、なんだよな」

　サリオがそう言うと、ルーカスも頷うなずく。

「あれで案外跳はねっ返りだからな。あの陰いん険けん王子がみすみす捕とらえたシェリルを逃のがす筈はずはないとしても、シェリルのことだから逃にげだそうとして、何かしらの騒さわぎは起こしそうなんだけどなあ」

「そういうのがあれば、情報として入ってきそうですよね」

　そう言ってからヴァルトが心配そうな顔になってサリオへ身を乗り出した。

「まさかですけど……あいつ、自分の意志でラルフシオン殿でん下かのところにいるんじゃないですよね」

「はあ!?」

　サリオとルーカスが同時に声を上げたので、ヴァルトは首を縮めて「ごめんなさい！」と叫さけんだ。

「いや。───あり得るかもな」

「へ」

　ヴァルトが顔を上げると、真しん剣けんな顔で両りよう腕うでを組むサリオがいた。

「脅おどされているっていう線が一番有力じゃないか？」

　ルーカスがアレクシオンのほうを見て言うが、アレクシオンは黙だまっている。サリオから外された視線は、机の上に落とされたままだ。

「たぶんそれだが、一応の可能性としては他に、ラルフシオンの噓うそに騙だまされているとか、案外待たい遇ぐうが良くてこのままでいいやと思ったとか」

　サリオがそう言って指を折り始めて、ヴァルトが眦まなじりを吊つり上げて口を開いたときだ。

「……入っても良いかしら」

「！」

　サリオたちが入室した際に閉じた扉の向こうから、躊躇ためらいを含んだ声でカテリナが声をかけてきた。

　アレクシオンが立ち上がり、自ら扉を開けて迎むかえ入れると、カテリナは泣きそうな目で少しだけ微笑んだ。

　いつもなら側そばに控ひかえているステラやイルマはいない。アレクシオンがカテリナの後ろを見て怪け訝げんな顔になったのを見て、カテリナが笑えんだまま言った。

「あの者たちがいると、私を庇かばったり、自分が悪いと言い出したりするから」

「……何の話です？」

　アレクシオンがそっと眉を寄せると、カテリナはひとつ息を吐はいた。

「王おう妃ひ陛下ー。まずは座ったらどうですか？」

　わざと軽い口調でサリオが言うと、ルーカスもそれに乗った。

「はい！　俺の隣となりがあいてますよ！　美女専用ですから！」

「なっ、王妃陛下に向かって、あんたら何てことを……っ！」

「うるさいよ、少年。悔くやしかったら、お前も早く、美女を誘さそえるようになりな」

「少年って言うなーっ」

　そんなやりとりに口元を綻ほころばせながら、カテリナはアレクシオンの勧すすめた椅子に腰をおろした。ルーカスの隣ではない。

　腰を下ろしたカテリナは、サリオたちを全員見回したあと、頭を下げた。

「そなたたちのおかげで私は命を救われました。このとおり、礼を言います」

　いやいや、と手を振ふるサリオたちに微笑みかけてから、カテリナはアレクシオンに目を向けた。

「この礼はシェリルにも言わねばなりません。……あの娘こは私を庇って……いいえ」

　カテリナは目を伏ふせた。

「たぶんシェリルは最初から、私を助けることしか考えていませんでした。いざとなれば自分の身を捨てて私を助けると───……」

「───」

　アレクシオンも目を伏せた。

　無む茶ちやはするなと命じ、シェリルは頷いた。だがそれを守るような娘だったら、そもそもこんなに心こころ惹ひかれただろうか。

　自分のせいだとアレクシオンが思うのは、このためだ。

　必ずどこかでシェリルは無茶をすると思っていたくせに、それを守りきれると考えていた。

　自分なら。自分の仲間なら、と。

　それは過信に他ならず、結果としてシェリルをラルフシオンに奪うばわれた。

　無事なのは、おそらくラルフシオンがシェリルに利用価値を見いだしたからで、普ふ通つうなら命ごと奪われているような状じよう況きようだ。

　膝ひざの上で握にぎりしめた拳こぶしに力が入る。

　何故なぜ自分は、シェリルが王宮に潜せん入にゆうすることを認めてしまったのだろうか。

　何故自分は、目の届かぬ場所へとシェリルを送り出してしまったのだろうか。

　表情の僅わずかな違ちがいを母の目で見み抜ぬいたのか、アレクシオンを見つめるカテリナの顔も曇くもる。

「……私はそなたの、そういう顔は見たくなかった」

　アレクシオンが顔を上げると、青白い顔をしたカテリナが見つめているのと視線があった。

　同じ蒼あおい瞳ひとみが互たがいを映す。

「……アレクシオン」

　カテリナは囁ささやくような声を出した。それしか出なかったようだ。

「私はそなたにもうひとつ、隠かくしていたことがあるのです」

「隠していた……？」

　カテリナは頷き、そして大きく息を吸った。

　その息を吐き出すのと一いつ緒しよに声を出す。

「……シェリルの父親のことです」

「！」

　思いも寄らない言葉に、アレクシオンだけでなくサリオたちの目も見開かれる。

「ええと。俺たち、外した方が良いか？」

「いや、いい」

　アレクシオンが首を横に振る。

　それを見て、カテリナが目を細めた。

「……本当に、心を許す《四誓》をそなたは迎えたのですね」

　それでこそ真の《四誓》だと呟つぶやいてから、カテリナはアレクシオンに再び目を向けた。

「シェリルの父親も、本当なら国王陛下……そなたの父君の《四誓》になるべき人でした」

「───」

　初耳だった。

　父である前王には《四誓》が三人いた。いずれも宮きゆう廷てい内の重じゆう鎮ちんで、信しん頼らい関係はあったとは思うが、例に漏もれず《四誓》が王位就任の際に取引材料となっていたに違いなかった。

　だが父は四人目を最後まで選ばなかった。

　その理由をアレクシオンが尋たずねたことはない。周囲から聞こえてくる噂うわさも、最後の切り札として一枠わくあけているうちに、いまさら追加する必要もなくなったのでは、という声がもっともよく聞かれた。

　言ってみれば《四誓》などその程度のものだ。

　噂はそう笑っているようにも聞こえ、ますますアレクシオンは父にそれを尋ねようとは思わなくなった。

「何故……シェリルの父親は《四誓》にならなかったのですか？」

「そうなる前に、亡なくなったからです」

「───」

　そうだった。

　シェリルの父は、シェリルが生まれる前に亡くなったと言っていた。それに騎き士しだとも。

　符ふ号ごうは合うのだが、それほどまで父王に買われていた騎士であれば、たとえ《四誓》にならずとも母親がシェリルに何か言い残していても良いように思えた。

「……そんなこと、ひとっこともシェリル言ってなかったよなあ」

「かなり王家に肩かた入いれしていたって話くらいだよな、それらしいのは」

「そうなのですか？」

　ふいにカテリナが割り込んできて、サリオとルーカスがびっくりしたように振り向いた。

「えーと、はい。父親が《四誓》候補だったなんて」

「そうではなく、王家に肩入れしていたと───」

「あ、それはそうです。両親の遺ゆい言ごんだったって」

　───父は口くち癖ぐせのように「王家は民たみを守ってくださる。だから我々民も、王家を守る」と言ってたって、母から聞かされた記き憶おくがあるわ。

　シェリルはそう言っていた。

　だからシェリルは自分も同じように思うようになったのだ、と。

「そういやアレクと出で逢あう前から『青党』だったのも、母親の影えい響きようだと言ってたな」

「そうだった。三番目の王子を贔屓ひいきにしていたって母親の───……えっ!?」

　ルーカスが思わず声を上げてしまったのは、カテリナがぽろぽろと泣き出したからだ。

「……母上？」

「───っ」

　王宮を脱だつ出しゆつしたあとから、アレクシオンはステラだけでなくカテリナのこともそう呼ぶようになっていた。滅めつ多たに呼びかけることはないのだが、それを聞く度たびにカテリナは涙なみだぐむ。

　だがいまの涙は明らかに違う。

「どうなさったのです」

　そっとカテリナの肩かたに手を置くと、カテリナは指先で涙を払はらって顔を上げた。

「あの者たちは───カルロとソニアは、本当に最後の最後まで、陛下と私に忠誠を誓ちかってくれていたのね……」

　そう言ってもう一度涙を数すう滴てきこぼしてから、カテリナはすっと背中をのばした。

　アレクシオンを見つめて、意を決したように言う。

「……私がそなたを産んだとき、すぐにステラのもとへそなたを届ける必要がありました」

　誰だれにも知られることなく、赤子を───本当ならこの国の王となるべき尊い赤子を、無事に運ぶ必要がある。

　その役目を引き受けたのが、シェリルの父であり、国王から絶大な信頼を得ていたカルロという騎士だった。

　カルロは家いえ柄がらではなく優すぐれた武術によって騎士となった男だった。その誠実な人ひと柄がらや国王へ向ける揺ゆるがない忠心で、国王とは身分を越こえた友情で結ばれていたのだと言う。

「カルロの父であるユアンが陛下の剣けん術じゆつ指南役だったことがきっかけだったそうですが、本当に二人は仲が良くて、若かった私は嫉しつ妬とを覚えるほどでした」

　私の知らない表情をカルロなら知っているような気がして、と、カテリナは涙をこぼしながらも小さく笑った。

「……カルロにしか頼たのめませんでした。その頃ころ陛下はカルロにご自分の《四誓》になるよう、熱心に説かれていて───もう王位についたから、最後の一人くらいは本当の《四誓》を選びたいのだとおっしゃっていたのを覚えています」

　だがカルロはずっとそれを固辞していたという。

　───《四誓》という呼こ称しようがなくとも、私の誓せい約やくは既すでに陛下に捧ささげております。

「カルロにしてみれば、それでも最後の切り札を陛下のために取っておきたいと思ったのでしょうね。常に陛下のためになることばかり考えていたから」

　だが国王の懇こん願がんともいえる説得に、とうとう引き受けることを決めたらしい。

　───この大切なお役目を果たした後に。

　同時にこうも言った。

　───私が陛下の《四誓》となりましたら、その地位が、お生まれになる御み子こを守る力となり得ましょう。

「───……」

　単に国王にほだされただけではない。いずれ生まれてくるアレクシオンが、第三妾しよう妃ひの子として育った未来において何か力を必要としたとき、国王の《四誓》であるカルロが後見につけば大きな力になる。そこまで考えて、《四誓》となることを引き受けたのだ。

　すべては国王と、その子のために。

「……陛下が心を許し、全ぜん幅ぷくの信頼を寄せるだけのことはありました」

　そしてアレクシオンが生まれ、カルロは小さな赤子を胸に抱いだき、馬に飛び乗った。

　嵐あらしの夜だった。

　雷かみなりが轟とどろき、激しい雨が窓を打ちつける中、産後で疲つかれ果てながらもカテリナは眠ねむることなく一晩中、愛いとし子の無事を祈いのった。

　───神よ。どうかあの子を───アレクシオンをお守りください。誰にも知られることなく無事に、ステラのもとへ届けてください……！

　果たしてアレクシオンはカテリナの願いどおり、ステラのもとへ届けられた。

　だが、カルロは王宮には戻もどってこなかった。

「───やはり、感づいた者はいたのです」

「！」

　アレクシオンは顔を跳はね上げた。

「カルロは暗殺者に襲おそわれたのだと、後からそれを知りました」

「───」

　アレクシオンの心臓が冷えた。

　では。

　シェリルの父は、自分を庇かばって暗殺者の手にかかったというのか。

「───え、でも」

　ヴァルトが呟つぶやく。

　全員の目がいっせいにヴァルトに向いたため、ヴァルトは椅い子すの上で跳とび上がりそうになった。

「す、すみませ」

「何が『でも』なんだ、少年」

　サリオに追及されて、仕方なくヴァルトがおずおずと口を開く。

「だって……アレクシオン様が生まれたときにカルロさんが亡くなったとしたら、シェリルの年ねん齢れいと合わないなって……」

「そなたの言うとおりです」

　カテリナは頷うなずいた。

　皆みなの視線を受けて、カテリナは息を吐はいた。

「……カルロは王宮には戻ってきませんでしたが、当時婚こん約やくしていたソニアの住んでいた村に戻っていました。陛下のたっての願いでユアンがそこに赴おもむき、話を聞いたのですが」

　カテリナは唇くちびるを震ふるわせた。

「……カルロは、世にも残酷な暗殺者に遭そう遇ぐうしたのです」

　───こんな嵐の中、どこに行く。その懐ふところに隠かくしたものを、寄こしてもらおうか。

　そう言ってカルロの前に立ち塞ふさがった男は、明らかに普ふ通つうの兵とは違ちがう不気味さがあった。

　───この命を賭かけても、そうはさせぬ。

　そこで繰くり広げられた死し闘とうは、凄すさまじいものだったようだ。

　相手は通常の剣けんだけでなく、吹ふき矢のようなものや、見たこともない武器も繰り出してきたようだが、当時国一番の勇者と呼び声の高かったユアンの血を引き、ユアンをして唸うならせるほどの剣けん士しに育っていたカルロはそれらをすべて叩たたき落おとした。アレクシオンを懐に守りながら、だ。

　そしてついに、カルロの剣けん先さきが相手をとらえた。

　───!?

　致ち命めい傷しようではなかったが、相手は自分が傷をつけられたというだけで驚きよう愕がくしていたらしい。

　ふいに目の色が変わったように見えたと、カルロはユアンに伝えている。

　雷らい光こうに反射していた薄うすい緑色の瞳ひとみが、赤くきらめくように見えた、と。

「───……え？」

　小さくルーカスが呟いたが、視線を向けられると、詫わびるように手を振ふった。それきり黙り込む。

「本気にさせちまったってことかな」

　サリオが呟くと、カテリナは頷いた。頰ほおは先刻より青ざめている。

「……相手の刀が一いつ閃せんし、懐を庇ったカルロの腕うでを斬きったのです」

　だがそれは、カルロにしてみればかすり傷のようなものだった。

　たぶんそう思ったのが相手にも伝わったのだろう。相手は笑った。

　───俺に傷をつけたお前に免めんじて、この場は見み逃のがしてやろう。その懐に抱いたものの運命を見てやるのも面おも白しろそうだ。

　そう言うと相手は高々と跳び上がった。近くの木の枝を摑つかむと身を回転させ、その枝の上にすくっと立ち上がった。

　黒い影かげは、思いのほか小こ柄がらだった。

　───三年だ。

　───何？

　───三年、時間をやる。

「三年？」

　聞き返したサリオに、カテリナは項うな垂だれるように頷いた。

「……恐おそろしいことです。私はそのような毒の存在を、その話を聞くまで知らなかった」

　カテリナは顔を上げ、アレクシオンを見つめた。

「カルロを傷つけた剣先には、毒が塗ぬられていたのです。───三年後に命を奪うばうという、恐ろしい毒が」

「!?」

「！」

　カテリナ以外の者が目を見開き、ルーカスはその目が一いつ瞬しゆん泳いだ。

　───これは慈じ悲ひだ。三年という猶ゆう予よを与あたえてやった。そして、これは報復だ。俺の身体からだに傷をつけた報むくいとして、三年の間、終わりの瞬しゆん間かんまで恐きよう怖ふを数え続けるが良い……！

「───……！」

　突とつ然ぜん突つきつけられた命の終わりに、カルロはどんな思いだっただろうか。

　だが彼は国王と王おう妃ひのために、その動どう揺ようをひた隠してアレクシオンをステラのもとへ届け、そして《四誓》になるという国王との約束を黙だまって違たがえた。

「……三年後に尽つきる命を、陛下の《四誓》とするわけにはいかないと。もっと長く陛下の御み代よを見守れる者を《四誓》に選んでくれるようにと、カルロはユアンに言づてを頼んだそうです……」

「───」

「私はせめてもと、謝礼を渡そうとしましたが、受け取ってもらえたのはあらかじめ約束していたソニアに贈るためのネックレスひとつだけでした」

　そのネックレスがシェリルの胸元にあるのを見て、彼女の素性に気づいたのだとカテリナは言った。

　アレクシオンは瞠どう目もくしたまま、しばらく息が出来なかった。

　生まれたばかりの自分を運ぶために命を賭とし、そして実際に失った勇者。

　それがシェリルの父であるなら、自分は───。

「……俺のために、シェリルは父を失うことになったのか……？」

　心の底にこぼしたつもりが、呟きは声になって出てしまったらしい。

　呆ぼう然ぜんとした表情のアレクシオンに、カテリナが泣なき崩くずれた。

「いいえ、私のせいです！　私の我が儘ままが、陛下の大切な騎き士しを奪い、シェリルから父を奪うことになってしまった……っ」

　それなのに、とカテリナは涙なみだをこぼす。

「カルロもソニアも、生まれてくる───生まれてきたシェリルに最後まで、王家を守るように……あなたを守るように言い続けたのですね……！」

　カテリナは嗚お咽えつをもう堪こらえようとしなかった。

　本当は、と泣き声で言う。

「このことは黙っているつもりだったのです。……そなたの最後の《四誓》がカルロとソニアの娘むすめであると分かったときも、運命を感じる以上に恐ろしくて───このことをシェリルが知ったらどう思うか考えると」

「……」

「でもカルロたちがシェリルに残した言葉は恨うらみでもなく───……」

　カテリナの声は、アレクシオンの耳に届かなかった。

　立ち上がり、サリオの呼び止める声も聞かずに部屋を出る。

　向かったのは、自分だけの寝しん室しつとして準備された部屋だった。

　扉とびらを開け、すぐに閉める。

　扉に背を預けたまま、ずるずると崩れるようにして床ゆかに腰こしを下ろした。

　曲げた両りよう膝ひざを抱かかえ込んで、額を押し当てる。

「……シェリル」

　生まれ落ちて間もない自分を、カテリナからステラへと運んでくれた騎士が───父が最後の《四誓》にと望んだ騎士が、シェリルの父だった。

　カルロが生きていたら、あるいは誰だれもが起こりうることで命を失っていたのだとしたら、アレクシオンとシェリルが運命という絆きずなで結ばれていたことに喜びを感じただろう。

　だが、これは。

「……俺のために、お前の父は死んだのか」

　両膝を抱え込んでいるせいでもなく、胸が苦しくなった。

　守りたい、と。

　シェリルのことを何よりも守りたいと思っていたのに、自分の命は彼女の父の命と引き替かえに守られたもので、そしていまシェリルもまた、命を賭けてでもアレクシオンを守ろうとしている。

　シェリルと離はなれたくなくて、父の命を救うためという大義名分によって、シェリルを自分の《四誓》にした。だがそれは運命が自分を嘲あざ笑わらうように仕し掛かけた、シェリルにとっては災さい厄やくにしかならない悪戯いたずらだったのではないのか。

　アレクシオンと出で逢あわなければ、シェリルは危険な目に遭あわなかった。

　アレクシオンの《四誓》になっていなければ、シェリルが国王暗殺の罪に問われることはなく、つらい思いもせずに済んだ。

「───シェリル……」

　冷たい手で心臓をねじ上げられたような痛みが、アレクシオンの胸を裂さく。

　喉のどから息を押し出すことさえもつらいほど、呼吸をすることが苦しい。

（お前には、俺はいなかったほうが良かったのか）

　───シオン。

　呼びかける声は耳に甦よみがえるけれども、自分に向けられた笑え顔がおがうまく思い出せなかった。

　泣き顔ばかりが浮うかぶ。

　そんな筈はずはないのに。

　そんな筈は───あるのかもしれない。

「───」

　何かとんでもないことを叫さけび出しそうな気がして、アレクシオンはぐっと唾つばを飲み込み、額をさらに強く膝ひざに押しつけた。

　そのとき、背中に当たっていた扉を、どんどんと激しく叩たたく音がした。

「───アレク！　ここにいるんだろ、アレク！」

　サリオの焦あせった声が響ひびく。

　のろのろと顔を上げたアレクシオンの耳に、サリオが叫んだ言葉が突つき刺ささる。

「シェリルが……ラルフシオンと婚こん約やくしたって……！」

「───……!?」

　噓うそだ、と。

　呟つぶやく自分を、また運命が笑っているような気がした。
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「───ご静養中なので面会はお断りしておりますとおっしゃい」

　何度、その言葉を聞いただろう。

　シェリルはぼんやりと空を眺ながめながら、背後で侍じ女じよ頭がしらであるラダが衛兵に苛いら立だった声で告げるのを聞いていた。

　シェリルを訪ねてくる人など誰もいなかったのに、今日になって、何度も来客が告げられる。

　───シェリル様とラルフシオン様の婚約が発表されたからですよ。

　シェリルの世話をよくしてくれる侍女がそう耳元で囁ささやいたが、それをどうと思うこともなかった。動くべき感情は、色も持たずに沈んでいくばかりだ。

　ずっと、こうだ。

　あるとき目が覚めたら、頭の中に白く霞かすみがかかってしまっていて、自分がいる場所が分からなかった。それだけではない。自分の名前も、それまでの人生も、何もかもがその霞に塗り潰つぶされてしまったかのように、真っ白だった。

　───え……私……え……？

　何もかも、分からない。

　まだ夜明けは来ていなかったのか、それとも窓という窓が閉め切られていて光が断たち切られていたせいか、真っ暗な闇やみの中でシェリルは震ふるえた。

　声を出したくても、誰を呼んで良いかも分からない。

　不安と悲しみだけが身体中に渦うず巻まいて、吞のみ込まれてしまいそうだった。

　───私は、誰……？

　記き憶おくを手て探さぐりで探っても、答えはどこにも見つからない。

　───どうしてここにいるの？　ここはどこなの？

　全身が震えて止まらなくなり、両手で自分の身体からだをかき抱いだいた。

　寒かった。

　骨の中から皮ひ膚ふの表面までが、冷たく凍こおりついているようで、もしかして自分はもう死んでいるのではないかと思った。

　そう思った瞬しゆん間かん、涙が溢あふれ出た。

　死への恐きよう怖ふではなかった。

　誰か。

　もし死んでしまったのだとしたら、最後に誰かと会いたかった。

　その誰かに、言いたい言葉がきっとあった。

　大切な───そう、とても大切な言葉を。

　ひくり、と喉が動いた。

　嗚お咽えつがこぼれる。

　そう思ったとき、唇くちびるからこぼれ落ちたのは───。

「……シェリル」

　柔やわらかい声が頭上から降ってきて、シェリルはゆっくりと顔を上げた。

　太陽を背にして立つその人を、眩まぶしさに目を細めて見上げる。

　そんなシェリルを見て、少し笑ったようだ。

　視線を合わせるようにして膝を折ると、背中の太陽はなくなり、翡ひ翠すい色の瞳ひとみが近づいた。

「気分はどうだ？」

「ラルフ……シオン」

　教えられた名を呼ぶと、とくん、と小さく心臓が泣く。

　ラルフシオンはシェリルを見つめると、頰ほおに手を当てた。

　びくん、と小さく身体が震えるシェリルを見ても怒おこることはなく、優やさしく笑んだまま、ラルフシオンはシェリルに尋たずねた。

「頰が冷たい。……こんなところに座っているからじゃないのか？」

　言葉の後半は、側そばに控ひかえるラダに向けられたものだ。

　シェリルは慌あわてて手を伸のばし、ラルフシオンの腕うでを摑つかんだ。

「ラダを怒らないで。私のせいなの。私がここにいたいって言ったから───……」

　するとラルフシオンは楽しそうにシェリルを見た。

「そなたは、いつもそうだ」

「いつも……？」

　ラルフシオンは笑う。

「そう。いつも他ほかの者を案じて、助けることばかり考えて、自分のことは後回しだ」

　そこに惹ひかれたんだと、ラルフシオンははにかむように言った。

　───私が分かるか？

　最初に見たのが、シェリルを覗のぞき込んできたラルフシオンの翡翠の瞳だった。

　思わず後あと退ずさったシェリルに、ラルフシオンは優しく語りかけてきた。

　───案ずるな。これからはずっと、私のそばにいれば良い。

　そう言ってくれる相手の顔も、記憶の白い画面に浮き上がってくれはしなかった。ただ、自分のことを知っている人の出現は、崩くずれ落ちかけていたシェリルの心を支えた。

　───……分からないの。何もかも。

　震えながら言った。

　───自分の名前も、……あなたのことも。

　失望されることを恐おそれながらも、噓をつく種すら持たないシェリルは正直にそう言うしかなかった。だがラルフシオンの表情は変わらなかった。

　───知っている。

　そう言ってシェリルの頰に指先で触ふれた。

　冷たい。

　そう思ったが、それは相手も同じだったようだ。

　───冷たいな。……まだ身体が冷えているのか。

　呟くように言ってから、ラルフシオンはシェリルの目を覗き込んで言った。

　───大だい丈じよう夫ぶだ。私がそなたのすべてを知っている。

　───……私の？

　───そう。シェリル、そなたの。

　そこでシェリルは自分の名を知ったのだ。

　唇に乗せてみても何も感じなくて、本当にそれが自分の名前なのかどうか実感としては何もなかったけれど、耳には馴な染じんでいるようにも思えた。

　───……私、シェリルって言うの？

　───そうだ。

　───じゃあ……あなたは……？

　尋ねたとき、翡翠色の瞳が光ったように思えて、シェリルは身を引きかけた。その腕を引き寄せられ、抱だきしめられた。

　耳元で囁かれる。

　───私は……ラルフシオンだ。

　───……！

　そのとき、シェリルは大きく目を見開いた。

　ラルフシオン───シオン。

　───……シオン……。

　それは先刻、空っぽな自分の中からたったひとつだけ慟どう哭こくのようにこぼれ出た名前。

　唇が紡つむいだ瞬間、胸が締しめつけられ、痛みと甘やかさが全身を支配した。

　シオン。

　シオン。

　シオン───。

　扉とびらが開いてラルフシオンが入ってくるまで、ずっと引き結んだ唇の中で呟つぶやき続けた名前。

　───……シオン……？

　二度目は問いかけるように、呟くと、ラルフシオンの身体がわずかに強こわばった。

　だがそれはすぐに緩ゆるめられ、背中に当てられた手のひらが、応こたえるようにとん、と叩たたいた。

　───そうだ。そなたはそうやって、私を呼んでいた。

　───……シオン……。

　そうだ、ともう一度ラルフシオンは呟いた。それと同時に、抱きしめる腕の力も増す。

　痛い、と思ったとき、シェリルは気を失うように眠ねむりに落ちていた。

「ラルフシオン殿でん下か。せっかくですから、シェリル様におっしゃってください。庭がお好きなのは仕方ありませんが、せめて東あずま屋やで椅い子すにおかけになるようにと」

　ラダが言うのは、シェリルが庭に出る度たびに、芝しば生ふの上に座りたがることだ。

　本当はもっと植物の近くでその匂においをかぎ、触れたいと思うのに、それは許して貰もらえない。

　庭の植物を触さわるのは庭師の役目であり、宮きゆう殿でんに住む者はただ愛めでれば良いのだとラダは言う。

（……そうなのかな）

　ずっと自分もそうして暮らしてきた筈はずなのに、そう言われても納なつ得とくできなかった。というよりも心が頷うなずいてくれなかったのだ。

　こうした違い和わ感かんはいくつもある。

　侍じ女じよたちが傅かしずき、着き替がえひとつにしても人の手が入る。

　そうやって扱あつかわれることに、後ろめたさがつきまとうのは何故なぜだろうか。

　何も分からないと言っても、徐じよ々じよに分かることもある。

　ここがイゼリアという国の宮殿だということ。

　ラルフシオンがその主あるじで、イゼリアの第一王子であり、前国王の死を受けて、いまは国王代理を務めていること。

　───まもなく国王におなりです。ええ、間ま違ちがいありません。

　ラダはそうも言っていた。

　そして自分はそのラルフシオンの想おもい人で、婚こん約やくもしているのだと───。

　───……はあ!?

　ふいに、昨日急に現れた青年の、驚きよう愕がくに満ちた顔と声を思い出した。

　───お前、何を言ってるんだ!?

　シェリルは眉まゆをひそめた。

　そっと、肩かたにかけた肩かた掛かけを胸むな元もとに引き寄せる。

「……どうした？」

　目を伏ふせたシェリルをラルフシオンが覗き込んでくる。

「……やっぱり、少し寒い」

「それはいけない」

　ラルフシオンはシェリルの腰こしに腕を回すと、そっと立ち上がらせた。

　シェリルを気き遣づかうように、ゆっくりと歩き出す。

「ごめんなさい。……私、前からこんなに身体からだが弱かったの？」

　そう尋ねると、ラルフシオンは少し考えてから「どうかな」と言った。

「そなたは記き憶おくをなくすほどの大病をしたんだ。まだ快復しきれてないんだよ」

　でも、とラルフシオンはシェリルの顔を覗き込んだ。

「寒がりだったかもしれないな」

「え？」

「私がいつも抱きしめるから」

　そう言って腰に回した腕に力を込めて、シェリルの身体をさらに近くへと引き寄せる。

「あ、あの……シオン」

「ん？」

　焦あせってシェリルが身をよじっても、見かけ以上に力のあるラルフシオンの腕うではびくともしない。

「……侍女たちに笑われるわ」

「そんな権利はない」

　さらりと言った言葉が、何故かシェリルの胸に冷たく響ひびく。

（……どうしてだろう）

　時々、シェリルは戸と惑まどうのだ。

　ラルフシオンは優やさしい。

　美しく柔にゆう和わな顔だちは常に笑えみをたたえ、その唇くちびるから囁ささやかれる言葉は甘く、行動は常にシェリルに決して負ふ荷かをかけまいとしているように感じる。

　それなのに、ふいに。

　ラルフシオンの瞳ひとみの奥に宿る、小さな氷のようなきらめきや、声に潜ひそんだ冷たさを、シェリルは感じ取ってしまうのだ。

　そのとき感じるのは、ささやかではあるが、恐きよう怖ふの一種だと思う。
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　怖こわいと───ラルフシオンが怖い人だと思えて仕方がないのだ。

　だがラルフシオンは「シオン」だ。

　唇に乗せるだけで甘美な想いと、泣きたくなるような切なさをもたらす、ただひとつの名前の持ち主なのだから、信じてついて行けば良い。

　目が覚めてからずっと、そう思っていたけれど。

「───私は執しつ務むに戻もどるから」

　寝しん台だいに横たわったシェリルの髪かみを撫なで、ラルフシオンは囁いた。

「私がまた戻るまで、ゆっくり眠っているが良い」

　最後に頰ほおに触ふれてから、ラルフシオンは出て行った。

　扉が閉とざされて、室内が薄うすい闇やみに包まれる。寝しん台だい脇わきに置かれた小さなランプの灯ともし火びだけが、この部屋の明かりのすべてだ。

　しばらく自分の呼吸音だけを聞いてから、シェリルは身体を起こした。

　寝台から足を下ろし、窓へと向かう。

　上から垂らされている布の束をかき分けて、窓に手をかけた。

　開こうとして───瞬まばたく。

（……開かない）

　これまで自分で窓を開けたことはなかった。

　朝になると侍女が起こしにきて、そのまま湯浴みへと連れ出されて着替えをされる。その後はずっと別室や庭で過ごすため、寝しん室しつの窓を侍女が開けることも、ましてや自分が開けるということもなかった。

　だから知らなかった。

（何故───窓が開かないようになっているの？）

　ぽとり、と胸の底に、黒い染しみが落ちる。

　じわりと広がるそれは、ラルフシオンへの不信だ。

　そう思って、シェリルは強く首を横に振ふった。

（駄だ目め、そんなこと思っちゃ）

　ラルフシオンは絶望の底にいたシェリルを引き上げてくれた、大事な人だ。

　何より彼は「シオン」で───。

（でも）

　シェリルは開かない窓の前に立ち尽つくしたまま、もうひとりの「シオン」を思い返した。

　───何故お前がここにいるっ!?

　昨日、突とつ然ぜんシェリルの前に現れたのは、太陽の輝かがやきをそのままかき集めて頭上に戴いただいたような金きん髪ぱつを持つ青年だった。

　青年は心底驚おどろいたような、それでいて嬉うれしそうな顔をシェリルに近づけると、シェリルの肩をがしっと摑つかんだ。

　痛いとも言えないまま、大きく目を見開いて青年を見る。

　───……あなた、誰だれ？

　───はあ!?

　一いつ瞬しゆん、呆ほうけたような顔をした後、その顔は急に怒いかりに包まれた。

　紫むらさきの瞳がきらきら輝くのを見ながら、ああ怒おこっちゃった、と思った。それが怖くないのを不思議に思ったが、怒ど号ごうが落ちてくるとそうでもなくなった。

　───お前、何を言ってるんだ!?

　雷かみなりを頭上に落とされたような気になって、思わず両手で頭を庇かばう。

　───……何だ、それ。

　───何って……雷みたいに怒るから。

　───当たり前だ！　お前は時々おかしなことを言うが、冗じよう談だんにも……。

　そこでシェリルは顔を輝かせた。

　───じゃあ、やっぱり私を知っているひとなの!?

　───……え？

　シェリルは縋すがりつくように青年の手を握にぎった。

　一瞬、青年の顔が赤くなり、手の温度が上がったような気がしたが、そんなことよりも重要なことがある。

　───……私、何も分からないの。名前も年ねん齢れいも、生まれた場所も……。

　───え。……ええっ!?

　ようやくシェリルの言葉を信じることにしたのか、青年は目を極限まで見開いたあと、まじまじとシェリルを見た。

「……噓うそばかりだって言ってた」

　シェリルはのろのろと寝台に向かって歩いた。

　よじ登るようにして寝台の上に上がる。

　数人は一いつ緒しよに眠ねむれるであろう広さの寝台は、広いばかりで心こころ許もとない。

　その真ん中で、シーツをたぐり寄せて身体中に巻き付けてから、シェリルは両りよう膝ひざを立てて抱かかえ込んだ。

　昨日の青年は、シェリルの話をしばらく聞いていたが、途と中ちゆうから怒りをまったく隠かくそうとしなくなった。

　特にシェリルがラルフシオンのことを「シオン」と呼び、どうやらラルフシオンは自分の恋こい人びとのようだと言うと、「あいつ……！」と歯ぎしりとともに呟つぶやき、腰に提さげた長ちよう剣けんに手をかけたくらいだ。

　噓だと。

　彼はそう言った。

　───噓ばかりだ……！

　───え、でも。

　───いいか、お前は。

　そこで青年は、はっとした顔で後ろを振り返った。

　シェリルには何も見えず、感じなかったが、彼は何かを感じ取っていたようだ。

　───また来る。

　青年は早口で言った。

　シェリルを睨にらみながら、青年は言った。

　───いいか、ラルフの言うことを真に受けるな。信じるな。

　───そんな。

　───いいから。───お前の信じるべき世界は、この宮きゆう殿でんの外にある。

　そう言って駆かけ出そうとして、思い出したように振り返った。

　まだ怒っている顔のままで、青年は叱しかるような口調で言った。

　───クラウだ。

　───え？

　───俺の名前。……クラウシオンだ。

　───……え？　……シオン？

　ざわ、とそのとき、全身に鳥とり肌はだが立ったのを覚えている。

　───今度は忘れるなよ。

　言い捨てて駆け出そうとした青年───クラウシオンの手を、慌あわてて引き摑んだ。

　───え。

　シェリルが握っている自分の手を見て、少し頰を赤らめたクラウシオンに、シェリルはたたみかけるように尋ねた。

　───……シオン？　あなたも「シオン」なの？

　───……ああ。

　クラウシオンは瞬き、そして身体からだの向きをシェリルへと戻した。

　───……そうだ。俺も「シオン」だ。

　───……！

　そのときシェリルは完全に混乱していた。

　───え、でも……え？　じゃあ、もしかしてあなたが私の「シオン」なの……？

　不安を隠せずにそう尋たずねると、クラウシオンは息を吞のんでシェリルを見つめ返した。

　そして、一瞬だけ、何故か泣きそうな顔を見せてから、唇くちびるを嚙かみしめた。

　───……知るか、そんなの。

　そう呟いてから、クラウシオンはシェリルが摑んでいた手を乱暴に振りほどいた。

　───ご……ごめんなさい……。

　怒らせたというよりは傷つけたのだと思い、シェリルは振りほどかれてしまった手を握りしめて俯うつむいた。

　何も分からないのだ。

　自分の名前が分かったところで、何も。何が正しいのかさえも。

　シェリルを見つけたとき、気のせいでなければ嬉しそうに笑ってくれたこの人の何を傷つけてしまったのかさえ、いまの自分には分からない。

　───ごめん……さい……。

　握りしめた手を瞼まぶたに当てて、しゃくり上げるシェリルに、クラウシオンは黙だまった。

　気配で立ち去りかけるのが分かって───数歩の距きよ離りを駆けるようにして戻もどってきた。

　強く抱だきしめられたのは一瞬だった。

　驚おどろいて涙なみだを止めたシェリルを見て、クラウシオンはやっぱり怒ったような顔を見せてから、ポケットから何かを取り出した。

　それをシェリルの手に、強ごう引いんに握らせると、その上から自分の手でシェリルの手を包み込むように握りしめた。

　───それが、お前の本当の世界だ。

　───え？

　手の中にあるものを確かめようと指を開きかけたが、クラウシオンの指が強く握り込んできたため、叶かなわなかった。代わりに、問いかけるようにクラウシオンを見つめると、クラウシオンは真しん摯しな光を瞳ひとみにたたえて言った。

　───これで何を思い出すか、俺には分からん。だがそれは───この宮殿の外にある、偽いつわりのない、お前の世界だ。

　そう言うと、身を翻ひるがえしたクラウシオンは今度こそ駆け去って、姿を消した。

　直後に現れたのは、数人の衛兵だった。

　彼らはシェリルを見て戸と惑まどうようにしてから、誰だれか不ふ審しんな者を見かけなかったかとシェリルに尋ねた。

　ゆっくりと首を横に振ふりながら、シェリルはそっと握りしめていたものをスカートのひだの中に隠していた。

「……」

　暗くら闇やみの中で、ごそ、と寝しん台だいの下を探さぐる。

　手に触ふれたものを、そうっと引っ張り出した。

　それから寝しん台だい脇わきに置かれているランプを引き寄せて、その近くで手を広げる。

　綺き麗れいな青色のリボン。

　その色を確かめた瞬しゆん間かんに、胸が泣なき叫さけぶのは何故なのか。

「……これは何……？」

　クラウシオンがくれたのだから、何か彼との思い出に繫つながるものがこのリボンにはあるのだろう。だが、不思議なことに、このリボンを見つめていると、別の面おも影かげが浮うかび上がってくるような気がするのだ。

　ラルフシオンでもクラウシオンでもない、誰だれか。

　両親なのかと最初は思った。

　ラルフシオンから自分の話を聞き出したとき、焦あせると身体に悪いからと言ってあまり多くを教えてはくれなかったが、家族について尋ねると、二人とも亡なくしていることを教えてくれた。

　だからその両親の面影が、自分の記き憶おくのどこかにしがみついてくれているのかと思ったのだが、違ちがうような気がする。

　左の手のひらにリボンを置いて、右の指でその線をなぞる。

「綺麗な青……」

　呟つぶやくと、何かがひらりと胸を過よぎり、その度たびに心臓は弾はずんだり、軋きしんだりするのだ。

　同じように胸が反応するのが───。

「……シオン……」

　ああ、ほら、駄だ目めだ。

　シェリルはリボンをきゅっと握にぎりしめて、額に押し当てた。

「……っく……」

　もう涙が溢あふれ出てしまう。

　胸は苦しくて、押し潰つぶされそうで、それでいて───高鳴る。

　シオンという名前は何故こんなにも自分を揺ゆらすのだろう。

　つらくて切ないのに、どうして自分はこの名前を呼びたがるのだろう。

　───……シオン……？

　───そうだ。そなたはそうやって、私を呼んでいた。

　ラルフシオンはそう言った。

　───じゃあ、もしかしてあなたが私の「シオン」なの……？

　───……知るか、そんなの。

　クラウシオンはそう答えた。

　そして繰くり返されたのは、ラルフシオンを信じるなという言葉。

　だがラルフシオンは言う。

　───大だい丈じよう夫ぶだ。私がそなたのすべてを知っている。

「……分からない……！」

　シェリルは溢れる涙を拭ぬぐうことも出来ず、俯いた。

　ぽたぽたと落ちる涙は、シーツに染しみをいくつも作る。

　大切なことなのに。

　たぶん自分の中で命と同じくらい───もしかしたら、それ以上に大切なものだったかもしれないのに。

「なのに、どうして分からないの……っ？　自分のことなのに、自分の大事な人のことなのに……ッ！」

　握りしめたリボンが手の中でくしゃくしゃになる。

　それに負けないくらい顔をくしゃくしゃにしたシェリルは、胸に巣くう切なさを押し出すように嗚お咽えつを繰り返した。

「……シオン……シオン……っ」

　もう分かっていることがある。

　呻うめくような慟どう哭こくの中で、その名前を口にして気づいたことだ。
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　誰か、いるのだ。

　本当の「シオン」が、この世界のどこかに。

「……そう……よ」

　シェリルは瞬まばたいた。

　頰ほおを伝い落ちる涙が、握りしめたリボンの上にぽとりと落ちる。

　───それが、お前の本当の世界だ。

　クラウシオンが言った意味が、何となく分かる。

　ラルフシオンの言葉もクラウシオンの言うことも、いまのシェリルはどちらが正しいとは決められない。

　けれど「シオン」という名前と、この青いリボンに反応する自分の心と身体からだだけは正しい。それはまさしく、シェリル自身の世界だ。

「……」

　シェリルは首を巡めぐらせて、窓を見た。

　閉とざされた窓は、闇やみしかこの部屋にもたらさない。

　シェリル自身も同じだ。

　ラルフシオンが与あたえてくれる、この部屋を始めとした、宮きゆう殿でんのごく一部の世界は閉ざされていて、そこに佇たたずんでいる以上、シェリルの中に光はない。

　そうだ。

　芝しば生ふの上に座って震ふるえていて、何になる。

　手をのばして植物に触れれば、そこにある緑の呼吸を感じられた筈はずだ。

　大好きな───そう、いまならはっきりと言える。大好きな植物たちを近くに感じることが出来たなら、シェリルの中であらたに目覚めるものがあるかもしれない。

「───」

　閉ざされた窓を、もう一度見て、瞬く。

　残照のような涙のかけらが、最後にひとつだけ頰を滑すべり落ちた。

　───ゆっくり眠ねむっているが良い。

　ラルフシオンが残した言葉に、首を横に振る。

「……起きなくちゃ」

　自分の意志で。

　自分の力で。

　シェリルは窓から自分の手へと視線を落とした。

　青いリボンが、ランプの光を受けて僅わずかに輝かがやく。

「───シオン」

　リボンに向かって呼びかけるように、その名を呟く。

　慟哭の中に紛まぎらせた悲痛な響ひびきではなくて、切なさの中にある甘さを拾い上げるように、大切にその名を呼ぶ。

「シオン」

　今度ははっきりと、僅かな光があるこの部屋の闇の向こうに向けて呼びかける。

「……待っていて。私はきっと───あなたに辿たどりついてみせるから」

　そう呟いたシェリルの瞳ひとみには、もはや名残なごりでしかない涙なみだではない、別の強い光が輝いていた。

　リボンを左の手首にくるくると巻き付ける。それを袖そでで隠かくしてから、寝台の下に降りる。

　立ち上がったシェリルの身体は、もう凍こごえてはいなかった。

（この部屋の外に───宮殿の外に、私の本当の世界があるなら）

「確かめなきゃ」

　シェリルは閉ざされた重い扉とびらに手のひらを当てた。

「シオンに辿りつくために───……！」

　呟くと同時に、シェリルは全身の力を込めてその扉を押し開けた。







　音をたてて、扉が開く。

　運命の扉もまた──────。







　あとがき







　こんにちは、槇ありさです。

　な、なんと年内に四巻が出ちゃいました！

　いやあ……我ながら（たぶん編集部さんも）「やれば出来る」というよりは「奇き跡せき！」という感じです。

　なにせ今回の執しつ筆ぴつ時、あまりにも多くのことが重なりすぎて、原げん稿こうを書く時間がまったくというほど取れなかったのです。正直、自分の限界を見た気がしました。

　それでも何とかなったということは……何とかなるんですねえ。（ここで絶対、担当さんは「いやいや、何とかしたんだってば！」と言っているに違ちがいない）

　ともかく、そんな状じよう況きようの中で原稿を書いたので、校正のために上がってきたゲラを読み返したときは、まるで読者さんのような感覚でした。なにせ自分が何を書いたのか記き憶おくにない部分が多すぎるわ、あらかじめ準備していたプロット（あらすじ）と違う部分もあるわで、びっくりです。

　つまり、それだけキャラが勝手に動いてくれたということなのかな？

　実際、今回あらためて原稿を読み返したときに思ったのは、思っていたのとは違う人が積極的に動いてくれていたということでした。そのせいで、この先の展開がちょっとだけ軌き道どう修正しなくちゃいけないな、と思う部分もあるのですが、良い方向への修正になりそうなので、結果オーライです。

　逆に、もっと動いて欲しかった人もいたのですが……そのぶん、次巻で動いてもらいます。

　まあ、次巻＝最終巻なので、そういう意味では、全員にしっかり働いて貰もらわないといけませんけどね。

　そういえば、この巻で初めて名前が出てきたキャラがいますが、そのうちの一人（男性）は実は昔から書きたかった人だったりします。

　さすがに主役とはいかないけれど、もっとそこに近い立場で登場する物語を考えていたんですが、あまりにも設定が暗すぎて（笑）いつのまにか消えていました。

　そんな人を、今回こういう形で世に出せたのは、嬉うれしい限りです。と言っても、考えていた設定全部を活かすことは無理ですけどね。それをやったら、このシリーズがドロドロの全然別の話になってしまいそう……。（そういうのも嫌きらいじゃないけど）

　さて、肝かん心じんの主役とそれを取り巻く人々ですが。

　それぞれが色々な思いを抱かかえて、前巻とは全然違う状況に追いやられているので、作者としてもこれから彼らがどう走り出すか、読めないところもあります。

　でも、こういうときこそが作者としての醍だい醐ご味みと言いますか、一番楽しいところなんですよね。勿もち論ろん、シリーズを書き始めたときからの着地点というのはあって、そこに至る迄までの道筋だって、ざっくりと線を引いてはいたんですが、最後にはそうした思おも惑わくを無視するかのようにキャラたちが動いてくれる。その瞬しゆん間かんがたまらないです。

　前シリーズでもそうだったように、この「秘薬」でも、それぞれのキャラが駆かけ出だしてくれたら良いなあ、なんていまから思っています。

　この巻は、いわばその助走でしょうか。（書いたときの記憶は殆ほとんど残っていないけど）少しでも皆みなさまに楽しんでいただけたらと祈いのるばかりです。




　それでは次巻、最終巻にてお会いしましょう。

　それまで皆みなさま、どうぞお元気で！


槇　ありさ　　
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